
SHARP
β ミ

Mo■‐L′た,peopね
し ク _ノ

PERsoNnι 鰯oRKsπ4・¬oⅣ

バーソナルコンピュータ
形 名

CZ二600C
上手に使つて上手1こ節電

取扱説明書





PERSONAL協 0月κ37nT′ ON

■

■

■
■

ロ

S ①





はじめに

このたびは、シヤープバーソナルワークステーション「×68000」 をお貫い上げいただき、まこと|こ

ありがとうございました。

本書は、X68000を 十分 |こ 活用していただ<た めのガイドブックです。各機器の接続の仕万から、実

際の作業の仕万までわがりやすく解説してあります。

×68000を 正し<ご使用いただ<ため|こ 、本書を大切に保管 し、末永<ご愛用いただきますようお願

い申し上げます。

下図は、X680001こ 同梱の 5冊 のマニュアルの互いの関係を示 しています。X68000に初めて触れ

る方は、本書「取扱説明書」を最初|こ お読み<ださい。その後、他のマニュアルヘと進むのが標準的

な読み万です。

X… BASICでプログラムを作る
X― BASICで作つたプログラムを使う

本  書

原稿や書類などといつた文書を

作成する

各文書を編集する

辞書ディスクのメンテナンスを

行 う

付属のゲーム (グ ラディウス)

で遊ぶ

ファイル操作やデ ィスク操作を行う

様々な環境設定を行う

付属のエディタでテキストファイルを

作る

BASICマ ニュフル

日本語 ワー ドプロセ ッサ操作説明書

取扱説明 書

ユーティリティソフト・ゲームソフト説明書

Human68kユ ーザーズ マニュアル

(1)



マニュアリレの使い方

このマニュアルは、X68000を正し<使用 していただ<た めの操作ガイドです。本書は、大きく分け

て「取扱説明編」(第 1部 )と「使い万編」(第 2部 、第 3部)か らなります。前半の取扱説明編で

は、パッケージ内容や機器の接続の仕方、X68000の基本的な取り扱い万法と注意事項など|こ ついて説

明しています。ご使用前に必ずお読みください。

使い万編は、さら|こ 2つの部分|こ分かれています。「基本的な使い方」(第 2部 )で は、起動万法や

作業の手順などといった基本操作を「 ビジュアルシェル」を中心 |こ 説明し、「 より高度な使い万」(第

3部 )で 、日本語処理などそれ以外の操作 |こ ついて解説しています。まず、「基本的な使い万」に書ガ

れている手順|こ 従って、実際に本機を使ってみて<だ さい。ビジュアルシェルの基本操作が習得でき

たら、一通りの作業は行えます。「より高度な使い万」については、順番|こ 読まな<て も結構です。必

要なとき|こ 、勤要なところだけお読み<だ さい。

また、Appendlx lこ は資料として、システムの拡張の仕万、X68000の スペックや各種文字のコー

ド表がまとめてありますので、適宜ご利用ください。

第 1部 取扱説明編

日本語を入力する

かな漢字変換の方法

キー操作一覧

本機の特長

設置・接続の仕方

取扱上の注意

起動から終了まで

デスクトップ上での

作業の進め万

―
古
▼

アイコンの種類と機能

各アイコンの使い方

第 2部  1

第 2部 2. 第 3部 1.
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なお、本機には本書の他|こ 、以下のマニュアルが用意さねています。

● BASICマ ニュアル

X― BASIC言語の文法を、詳し<解説しています。プログラミングの際に参照して<ださい。

●ユーティリティソフト、ゲームソフト説明書

「辞書ディスク保守ユーティリティ」などのユーティリテイプログラムの使用方法、および同梱した

ゲームの遊び万1こついて解説しています。それぞれの用途|こ 応じてご覧<ださい。

●日本語ワードプロセッサ操作説明書

使いやす<機能の豊富な日本語ワードプロセッサの使い方を解説しています。

● Human68kユーザーズマニュアル

本機のため|こ オリジナル開発されたオペレーティングシステム Human68kの 機能とその使い万

1こ ついて解説しています。

※バックアップディスクの作成について

お買い上げいただいた×680001こ は、システムディスクをはじめ、種々のプログラムやデータが含

まれた大切なディスクが添付されています。これらのディスクを不慮の事故から守るために、ご使用

になる前には必ずバックアップコピーを作成し、バックアップコピーの方をお使い<ださい。バック

アップコピーの作成方法|こ ついては、第2部 の、「2.1 ディスクァィコン」、「2.2 コピーアイコ

ン」で詳し<説明していますので、そちらを参照して<ださい。

Appendix

周辺機器―‐覧

コネクタの入出力信号

漢宇コー ド表

など

第 3部 2. 第 3部 3. 第 3部 4.

キー操作で専用ディスプレイ

テレビをコントロールする

スーパーインポーズの使い方

デスクトップモードと

コマンドモードの違い

コマンドモード|こ入る

画面をそのままプリント

する
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12特 長

1.1 概 要

本機は、新しい設計思想|こ 従って開発された「バーソナルワークステーション」です。

ワークステーシ∃ンとは、あなたが自由|こ 目的を決め、自由|こ 使うことができるシステムです。

X68000で は、日本語の文書を処理することはもちろん、プログラムの開発もゲームプレイも、高速で

親しみやすいすぐれた環境の中で行うことができます。

X68000は 、CP∪ |こ 高速処理と広いアドレス空間を誇る 16ビ ットマイクロプロセツサ 68000を

搭載し、メインメモリ|こ はlMバイトを標準装備しており、スケールの大きなパーソナルコンピュータ

となっています。

豊富な色数・細密なドット数などのすぐれたグラフィック機能を始め、リアルな音作りを楽しめる

サウンド機能、豊富|こ そうえたインターフェイス|こ よる幅広い拡張性など、どの部分をとつてみても

充実した機能を満載しています。

X68000では、「ビットマップ」と呼ばねる方式で画面|こ 表示した「デスクトップ」を作業机と見な

し、こねまではキーボードを使つて行っていた操作のほとんどを、デスクトップ中の「 アイコン」と

呼ばれるシンボルマークと、新開発のマウス・トラックボールで行います。ほんの少しの基本操作を

覚えていただ<だ けで、画面がまるで机の上であるかのよう|こ 作業できます。

親しみやすい高性能マシンー これがX68000です。

1.2特 長

●ハイコンパクト設計

シヤープの高度な集積技術、実装技術から生まれたハイコンパクト設計で、スタイルを一新しまし

た。

● CPUに 68000を 搭載

メモリア ドレッシング 16Mバ イト、内部演算アーキテクチャー 32ビ ットを誇る 68000CP∪ を採

用。しかもクロック 10M Hzで 高速駆動しています。

●2Mバイトの大容量メモリ

68000の 広大なアドレス空間を生かして、テキスト、グラフィック、スプライトの 3画面を独立構

造で装備しました。標準でメインメモリlMバ イト、テキスト∨RAM512Kバ イト、グラフィック

∨RAM512Kバ イト、スプライトVRAM32Kバ イト、スタティック RAM16Kバイトと、全 2Mバイ

トの大容量 RAMを標準搭載しています。
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●独自のユーザーフレンドリーOS
システムの起動からアプリケーションの選択・操作まで、ビジュアルシェルで行う独自のユーザー

フレンドリーOSを 採用しました。入力装置として、スイッチの切り替えでトラックボールにもな

る、新開発のマウス・トラックボールを用意しました。もちろんワープロなどの日本語入力|こ も、プ

ログラム入力にも使いやすさを配慮したフルキーボードも装備されています。

●強力な日本語処理機能

JiS第 1/第 2水準漢宇ROMの搭載はもちろんのこと、がな漢字変換用のソフトウェアとして、日

本語入カフロントプロセッサをサポート。2文節最長一致法という高度な文法処理|こ もとづいた、効率

的な連文節かな漢字変換を実現しています。

文字フォントも、全角文字 (24× 24/16× 16ド ット)、 半角文字 (12× 24/8× 16ド ット)、 1/4角

文字 (12× 12/8× 8ド ット)のマルチフォントを装備.数式や化学式|こ も対応し、多彩な文字表現が

可能です。

●高精細度自然色グラフィック機能

・グラフィック画面だけでな<、 テキスト画面|こ もビットマップ方式を採用。

・テキスト、グラフィック表示とも、1024× 1024ド ットの実画面から、最大 768× 512ド ットを表

示できる擬似高解像度表示能力を持っています。

・512× 512ド ットモードでは、ドット単位|こ 65536色 中任意の色指定ができます。

・新開発スプライト !CIこ より、緻密なキヤラクタをスムーズ|こ 動かすことができます。

・ 512× 512ド ットの疑似高解像度スーパーインポーズ(イ ンターレース方式)で 、テレビ画像やビ

デオ画像と高精細度なコンピュータ画面を重ね合わせて表示することが可能です。また専用デイ

スプレイテレビは、本機と接続したままで、テレビ番組の選局や音量の調節などといった主な操

作を、キーボードからコントロールできます。

●ステレオ対応FM音源とADPCM機能

リアルなサウンド作りを楽しめるステレオタイプ 8ォ クターブ 8重利音 FM音源を採用。ダイナミ

ックなステレオシンセサイザーサウンドの世界が広がります。また、ADPCM方 式の音声デジタイズ

機能を装備しましたので、声や音楽を原音に近い音声ファイルとして取り込み、いつでも再生するこ

とができます。

●lMB 5イ ンチフロッピーディスクドライブ 2基内蔵

記憶容量lMバ イトの 5イ ンチミニフロッピーディスクドライプを2基標準装備。またオートロー

ド、オートイジェクト機構を採用していますので、誤操作など|こ よる危険からディスクを守り、ドラ

イブ讀わりもすっきりとしています。

●充実のインターフェイス

高度な処理能力を備えたコンピュータ|こ ふさわしい、将来性 を考慮した多彩なインターフェイスを

標準装備。ハードディスクや RS-232Cイ ンターフェイスはもちろん、オーディオ入出力端子、イメ

ージ入力端子、立体視端子などで、独自の機能がひろがります。

4
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1 3 本機構成

1.3 本機構成

〈CPU部〉

●メインCP∪ は、内部 32ビ ット、外部 16ビ ットの68000(ク ロック10M Hz)

●新開発のスプライトiC、 キーボードにはサブCP∪ を使用

●lMバイト5イ ンチフロツピーディスクドライプ2基内蔵

●先進のビットマップ表示

〈ROM〉

● lPL ROM

●CG ROM(JIS第 1・ 第 2水準漢字、1/4角文字含む)

くRAM〉

●メインメモリ

(口)∨ RAM
・ァキスト用 (ビットマップ)

・グラフイック用 (ビツトマップ)

・スプライト用

●スタティック RAM

128KB

768KB

lMB(12MBま で拡張可)

512KB

512KB

32KB

16KB

くキーボード部〉

●シリンドリカルスカルプチヤータイプのフルキーボード

●セパレートタイプ ASC‖ 準拠カナ付

●テ ンキー、フアンクシ ∃ンキー (10個 )装備

〈マウス・トラックボール部〉

●スイッチ切り替えでトラックボールにもなる新開発デバイス

くシステム拡張〉

●豊富な内蔵インターフェイス

・プリンタインターフェイス (セ ントロニクス社仕様|こ 準拠)

・ジ∃イステイツクインターフエイス (アタリ社仕様に準拠)× 2個
・アナログ RGB信号出カインターフェイス

・音声ライン入出力

・RS-232Cイ ンターフェイス
・外部フロツピーデイスクインターフェイス
・ハードデイスクインターフェイス (SCSI(Sma‖ cOmputer system!nterface)規 格準拠)

。マウスインターフェイス

・イメージ入カインターフエイス (オプシ∃ンのカラーイメージユニット (CZ-6∨ Tl)用 )

●拡張 1/Oス ロツト 本体に 2ス ロット内蔵
・種々のインターフェイスボードを接続可能
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箱の中に入つている
ものの確認

①

④

②

◎

⑥

⑤

②
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2.箱 の中|こ 入っているものの確認

お買い上げいただいたシャープ X68000の パッケージの中|こ は、次のものが入つています。中身を

取り出して確認して<だ さい。万―無いものがありましたら、お買い求めの販売店までご連絡願いま

す。

④コンピュータ本体

②キーボード

◎マウス・トラックボール

④マニュアル
・取扱説明書 (本書)

・BASICマ ニユアル

・ユーティリティソフト、ゲームソフト説明書
・日本語ワードプロセッサ操作説明書
・Human68kユーザーズマニュアル

⑤ケープル

・アナログ RGB信号ケーブル

・テレビコントロールケーブル

⑥フロッピーディスク

・システムディスク (含 X― BASIC)

・日本語ワードプロセッサディスク

・辞書デイスク

・ゲームデイスク (グラディウス)

②保証書その他

・保証書

・お客様ご相談窓□一覧表

・フアンクションラベル (4枚)

・フロッピーディスクドライブナンバー表示ラベル

・キートップラベル

・日本語処理用ラベル
・カードプラ (2個 )
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各部 とヽ機能

ここでは、×68000の各部の名称と機能|こ ついて説明します。各コネクタなどの接続方法|こ ついて

は、「5.コ ード、ケーブルをつなぐ」をご覧<ださい。

3.1 コンピュータ本体の前面

⑩

①

③

②

⑤

8
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②

①

③

31 コンピュータ本体の前面

①ドライブアクセス表示用ランプ

5イ ンチフロッピーディスクをデイスクドラ

イブ|こ 挿入すると、緑のランプが点灯します。

ディスクの動作中は赤いランプが点灯します。

ディスクの挿入を促すときは、緑のランプが

点滅 します。

② 5イ ンチフロツピーディスクドライブ

ここ|こ 5イ ンチフロッピーディスクを入れ

ます。ディスクの入れ万1こ 関しては、本章「6.

キーボード、マウス、ディスクについて」を

参照してください。

③イジェクトボタン (EJECT)

ボタンのランプが点灯しているとき、このボ

タンを押すと、フロッピーディスクをディス

クドライブから取り出すことができます。デ

イスクの取り出し万に関しては、「6.キ ーボ

ード、マウス、ディスク|こ ついて」を参照し

てください。

④ヘツドホン端子 (PHONES)
ここにお手持ちのヘッドホンのプラグを差し

込めば、コンピュータミュージックをステレ

スで楽しむことができます。

⑤ ジヨイスティツク用コネクタ(JOY ST!CKl)

ゲー△などでジ∃イスティックを使いたいと

きは、ここに市販のジョイスティック (アタ

リ社仕様準拠品)を 接続します。このほか、

コンピュータの後面|こ ももう 1箇所ジョイス

テイック用コネクタが用意されていますので、

これらを同時|こ 使えば、二人でゲームを楽し

むことができます。
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3.各 部の名称と機能

⑩

◎ 電源スイッチ (POW匡 R)

コンピュータを動がすときは、コンピュータ

の後面のメイン電源スイッチを 入`〃(ON)

|こ してから、このスイッチを 入`″(ON)|こ

します。なお、ディスクドライブなどの動作

中にこのスイッチを誤って 切`″(OFF)に し

ても、すぐ|こ は電源が切れないような機能が

付加されています。電源スイッチ|こ ついて詳

し<は 、第 2部「 1.1 電源の ON、 OFF、

リセット」を参照 して<ださい。

②音量調整ボリューム (VOLUME)
内蔵スピーカーとヘッドホンの音量を調節す

るつまみです。左 |こ 回すと音が小さ<な り、

右に回すと音が大き<な ります。

◎キーボードコネクタ (KEY BOARD)
ここにキーボードを接続します。キーボード

|こついては、本章「6.キーボード、マウス、

ディスクについて」を参照してください。

⑨ マウス用コネクタ (MOUSE)
ここにマウス・トラックボールを接続 します。

マウス用のコネクタは、この他キーボードに

も 2箇所用意されています。マウス・トラッ

クボールについては、本章「6.キ ーボード、

マウス、デイスクについて」を参照してくだ

さい。

⑩インジケータ部
｀`POヽ A′ ER″ 、 丁`!MER″ 、` HIGH RESC).″ の

表示があります。電源 (POWER)ラ ンプは

後面のメイン電源スイッチだけが入っている

とき赤色|こ 、さらに前面の電源スイッチが入

ると緑色に点灯します。また、タイマーや後

部のリモートコネクタの信号|こ よって電源が

入`″(ON)状 態|こ なつているとき、および

前面の電源スイッチが 入`〃(ON)が ら 切`″

(OFF)状 態にされてから実際|こ 電源が切ら

れるまでの間は、緑色 |こ 点減します。

ただし、タイマーにより電源が 入`〃(ON)

してから1分間は緑色に点灯し、その後は緑

Π
Ｈ
Ｈ
日

③

H16H RESO.TIMER POWER

Θ◎ ◎

Sl‐口ARP
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の点滅|こ 変わります。

タイマー (TIMER)ラ ンプ は内蔵の電子タ

イマーがセットされ ているとき、高解像度

(HIGH RESO.)ラ ンプ はデイスプレイの

解像度を表す水平同期周波数が 31kHzの と

きに、それぞれ赤色 |こ 点灯します。また、タ

イマー |こ よって電源 が 入`″(ON)|こ なる

と、タイマーランプは点滅します。タイマー

|こ ついては、第 2部「 2.6 デスクア クセサ

リアイコン」をご覧<ださい。

① リセットスイッチ (RESET)

プログラムが止まらなくなったときなど、こ

のリセットスイッチを押します。これを押す

と、コンピュータは電源スイッチを入れたと

きと同じ状態になります。

ミ Q助助

3.1 コンピュータ本体の前面

⑫インタラフトスイッチ (lNTERRUPT)
ビジュアルシェルをお使いである限り、見が

け上は⑭のリセットスイッチと同じ動作をし

ます。リセットスイッチとインタラプトスイ

ッチとの違いの詳細については、第 2部「1.1

電源の ON、 OFF、 リセット」をご覧<だ さい。

⑩キヤリングハンドル

本体を移動させたり、持ち運ぶとき|こ は、こ

のキヤリングハンドルを使い讀す。キヤリン

グハンドルを使うときには、ハンドルを上か

ら軽<押 してください。自動的|こ出てきます。

もう 1度押すと本体|こ 収まります。
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3.各部の名称と機能

3.2 コンピュータ本体の後面

①

⑩

①

②

　
　
◎

○

⑮
　
⑮
　
⑭

④
　
⑤
⑥
　
②
　
　
③
　
　
⑨

⑭ ⑫  ⑬

③③ ③

宅
目
日
目
目
目
Ｊ

“
日
日
日
日
ロ
ロ
日
日
日
日
ｑ

Θ “②
Θ

③

,6κ

Θ

RSI,t,0

○  ○

12
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①

32 コンピュータ本体の後面

① スロットカバー (1/O SLO丁 )

拡張ボードを挿入するときは、これを取り外

します。2つ のカバーがあります。拡張ボード

の取り付け万 1こ ついては、Appendix「 A.

システム拡張」を参照して<ださい。

②リモートコネクタ (R=MOT匡)

後面のメイン電源スイッチを 入`〃(ON)|こ

してあれば、前面の電源スイッチが 切`″

(OFF)|こ なっていても、この端子からの信

号|こ よって電源スイッチを 入`″
|こ すること

ができます。

③ プリンタ用 コネクタ (PRINTER)

別売のプ リ ンタ (CZ-8PK5、 CZ-8PK6な

ど)を接続す るためのコネクタ です。セン ト

□ニクス社仕様準拠です。

※本機で使用可能なプリンタは、CZ-8PK3

～6、 CZ-8PCl、 CZ-8PNl~で づ`
~。

④フレームフース (FG)

システムを拡張する場合、ここと外部機器と

の間をアースケーブルで結び、各機器が安定

した動作をするように配慮 した端子で、2箇

所あります。

⑤立体視端子 (STEREOSCOPIC)
立体映像を楽しむとき|こ 、この端子を使用し

ます。

⑥専用ディスプレイテレビコントロール用

コネクタ (TV CONTROL)
同梱のテレビコントロールケーブルで、専用

ディスプレイテレビ (CZ-600D)と 接続す

るコネクタです。これを接続することによっ

て、専用ディスプレイテレビを本機のキーボ

ードでコントロールしたり、タイマー設定す

ることができます。

②

　

　

③

④
　
⑤

⑥
　
②
　
　
③
　
　
⑨

RS-232C

⑩

1-1/O SLOTつ

O② ③

② Θ

…
…

田
＝
□
一
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1-1/O SLOT-2

③③ ②

O O

3.各 部の名称と機能

①

②シースルーカラー端子

(SEE THROUGH COLOR)
別売のカラーイメージユニット(CZ-6V丁 1)

と接続する端子です。これを接続することに

より、ビデオ画面とコンピュータ画面との半

透明合成スーバーインポーズが設定できます。

③イメージ入力用コネクタ (IMAGE IN)

別 売の カラーイメージユニツ ト(CZ-6V丁 1)

と接続 するコネクタです。 これを接続するこ

とにより、テレビまたはビデオの画像データ

(アナログデータ)を 取り込み、デジタル信

号|こ 変換して、パソコン用の画面データ (デ

ジタルデータ)と して、グラフィック VRAM
Iこ 書き込むことができます。

◎アナログ RGB信号出力用コネクタ

(ANALOG RGB OUT)
専用ディスプレイテレビ(CZ-600D)や アナ

ログ RGB入 力対応のCRTデ ィスプレイ

(CU-15Mlな ど)と 接続するコネクタ です。

⑩ RS-232Cコ ネクタ (RS-232C)

RS-232C(通信|こ 使わねる規格)用 のコネク

タです。モデムや音響カプラ、そのほが RS―

232C規格のインターフェイスを持った周辺

機器と接続できます。

②

　
　

③

④
　
⑤

⑥
　
⑦
　
　
③
　
　
◎

RS232C

⑩
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⑩

3.2 コンピュータ本体の後面

⑭ オーデイオ入力端子 (AUDiO IN)

人の声や音楽などを、オーディオアンプを通

じて入力する端子です。入力した音声などの

アナログデータは、BASICの コマンドと本機

の ADPCM機能によってデジタル化さね、

音声データとしてメモリやフアイル|こ 取り込

むことができます。

⑫オーディオ出力端子 (AUD10 0UT)

本機で作ったシンセサイザー音を、オーディ

オアンプ|こ 出力する端子です。音量の調節は、

オーディズアンプで行ってください。

⑬ ジヨイスティック用コネクタ(JOY STiCK 2)

本機の前面と、この場所|こ 2箇所ジ∃イステ

ィックの接続コネクタがあります。

⑭電源コード

AC100∨ の電源を供給するための電源コー

ドです。

⑮ メイン電源スイッチ (POWER)
前面の電源スイッチが 切`〃(OFF)|こなって

いても、このス イッチが 入`″(ON)な ら

ば、テレビコントロールやタイマー制御が可

能です。長期間本機を使用しない場合以外は、

つね|こ 電源を 入`〃(ON)|こ しておきます。

完全|こ 電源を切 りたいとき|こ は、このスイッ

チを 切`〃(OFF)に してください。電源|こ つ

いて詳し<は 、第 2部「1.1 電源の ON、

OFF、 リセット」を参照してください。

①

⑮

　
⑮
　
⑭

（口
）鰤αＵ

（〕）‐Ｎ
『

JOY STICK 2

■
日
目
目
目
日
り

‘
日
日
Π
日
日
目
日
日
日
日
ｑ

「
８１
創
可
引
創
司
引
創
引
引
Ｊ

く

′
１８
１８
‥・
１８
Ｌ
卜
＝
Ｌ
卜
Ｆ
ヽ

O

Ю②
ｏ

HARD
DISK

Ⅸ 触 NS10N
FDD

■
■
■

0

⑪ ⑫  ⑬
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3.各 部の名称と機能

⑩

⑩サービスコンセント (AC100V OUT)

ディスプレイ、フ
°
リンタなどの電源(AC100∨ )

を、300Wま でこのコンセントがら取ること

ができます。サービスコンセントは、前面・

後 面の電源スイッチの状態 (` 入〃が 切` ″が)

|こ かがわらず、コンピュータ本体の電源プラ

グがコンセント|こ 差し込まれている限り通電

されています。

⑫ 外部フロッピーディスクドライブ用コネクタ

(EXPANS10N FDD)

別売の拡張用フロッピーディスクドライプを

接続するコネクタです。

⑩ ハードディスクドライプ用コネクタ

(HARD D:SK)

別売のハードデ イスクドライブ (CZ-500H

など)を 接続するコネクタです。SCSI規 格準

拠です。

⑩強制イジェクトボタン (D!SK EJECT)

前面③のイジエクトボタンを押してもディス

クが取り出せない場合 (フ ロッピーディスク

ドライプ内|こ 紙片が入ったとき等)、 強制的に

フロッピーディスクを取り出すためのボタン

です。ディスクの取り出し万1こ ついて詳し<
は、本章「6.キ ーボード、マウス、デイスク

|こ ついて」を参照して<ださい。

①

①

　
⑮
　
⑭

◎◎

‐Ｎ JOY STICK 2

O

③

Ю②
Θ

HARD
DISK

Ⅸ 触 NS10N
FDD

一■
■

0

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

O ⑫  ⑬
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一一卍・̈”・網儘 取り扱いで注意すること

4.1 こんなところに置いて<ださい

●風通しの良い場所に

コンピュータ|こ は、本体の温度上昇を防ぐた

めに、通蹴 が設けられています。布、本など

を通風孔の上に置くなどしてふさがないように

して<ださい。また、コンピュータを風通しの

悪い、狭い場所に押し込まないようにして<だ

さい。

と<に 、本機は空冷フアンを使つております

ので、コンピュータ本体の後面は 10cm以上ス

ペースをとってください。

●湿気や ほこりに要注意

湿気の多 い場所や、ほこりの多 い場所には置

かないで くだ さい。故障の原 因 |こ なります。

θ

●直射日光をさけて

直射日光の当たる場所や、暖房器具の近く|こ

置がないで<ださい。本体およびフロッピーデ

ィスクをいためる原因となります。また、極端

な低温・高温の場所にも置がないで<だ さい。

●雑音対策を

雑音の多 い環境では、電源に混入する雑音を

ラインフ イル タ ーなどで取 り除 いて <だ さ い

また、RGB信 号ケーブルやテレビコントロ

ールケーブルと他の電源コードとは、できるだ

け離しておいて<ださい。

17
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4.取 り扱いで注意すること

4.2 ふだん使うときには

●衝撃を与えないで

コンピユータは精密な電子部品でできていま

す。落としたり、物をぶつけたりして、本体|こ

衝撃を与えないで<だ さい。故障の原因|こ なり

ます。

●水や異物に注意

コンピュータの内部|こ 、)1夜 状のもの、針やピ

ンなど金属物が入ると故障の原因|こ なります。

異物が入らないよう|こ ご注意<ださい。

と<|こ 、液状の異物が入った場合には、すぐ

|こ 電源差し込みプラグを抜き、お買い上げの販

売店、またはもよりのお客様ご相談窓□|こ ご連

絡<ださい。

●画面のヤケに注意

コンピュータに接続されているディスプレイ

装置のテレビ画面は、長時間連続して同じ点を

表示 し続けると、その箇所|こ ヤケ (点 の輝度が

落ちたり、|こ じんだりすること)が 生じること

があります。長時間の連続表示を行う際|こ は、

ディスプレイの輝度を下げてお使い<だ さい。

18
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ウ_

42 ふだん使 うときには

●コンピュータに機器をつなぐには

シヤープ指定の機器をご使用ください。指定

機器以外の使用怠らび |こ 改造は、故障の原因に

なることがあります。

●汚れを取るには

汚れは、柔らがい布に水または中性洗剤を含

ませて軽くふいて<ださい。ベンジン、シンナ

ーなど揮発性のものを用いると、外装の塗料が

落ちたり変色したりしますので、絶対 |こ 使用し

ないでください。

●つゆつきについて

つゆつき (結露)と は、空気中の水蒸気が冷

却されて水)商 となることです。たとえば、暖か

い部屋に冷たい水の入つたコップを置<と 、表

面|こ 水
'商

がつきますじ、この現象と同 じように

コンピュータ内部の精密部品|こ も水滴がつくこ

とがあります。つゆつきが生じると、コンピュ

ータが誤動作することがあります。

つゆつきは、次のようなときにおきやすいの

でご注意<だ さい。

・湿気の多いところや湯気のたちこめていると

ころ。

・寒いところから急に暖がいところ|こ 持ち込ん

だとき。

・暖房 した直後の部屋内。

・エアコン、扇風機などの冷風が直接当たると

ころ。

ざ

)ヽ ′

｀ヽ

´

，ヽ
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4 取り扱いで注意すること

4.3 電源|こついて

凩
場″×

%
珍

●電源コードの取 り扱 いは

電源コー日こ傷 をつ けたまま使用す ると危険

で す。電源コー ドを机 やイスの下 |こ 敷 いた り、

物 |こ はさんで傷 をつ けないようにご注 意<だ さ

い。

また、電源コードを抜くときは、助ず差し)△

みプラグを持って抜いてください。

● AC100Vでご使用を

電源・電圧は AC100Vで ご使用<ださい。電

源・電圧が極端|こ 高がったり、低かったりする

と故障の原因となり、十分性能が発揮できない

場合があります。このようなときは、お買い上

げの販売店、またはもよりのお客様ご相談窓□

|こ ご相談<ださい。

●電源スイッチの` 入―切″(ON/OFF)に ついて

コンピユータ動作を確実にするため、電源ス

イッチの 入`―切〃は、10秒以上の間隔をあけて

操作 してください。訳た、スイツチの入った状

態で電源プラグを抜き差ししないで<ださい。

電源スイッチの
｀
入 ―切

〃
操作は、次 の手順で

行 ってください。

電源 入`″の場合

④本体後面のメイン電 源スイッチを ｀`入〃

(ON)|こ し

②本体前面の電源スイッチを 入`〃(ON)|こ

してください。

電源 切`″の場合

④本体前面の電源スイツチを 切`〃(OFF)

|こ し

② 本体後面 の メ イ ン電源ス イ ッ チ を 切`″

(OFF)|こ して<ださい。

※万一故障 したときや異常を感 じた場合 は使用

を中止 し、お買 い上 げの販売店 、またはもよ

りのお客様ご相談窓 □|こ ご相談<だ さい。

ヽヽ

|̀|.|1罐
t
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●メイン電源スイッチとキーボードについて

本体後面のメイン電源スイッチを 入`″(ON)
|こ した状態で、キーボードをキーボード接続端

子|こ 差 し込むと、誤動作することがあります。

この場合は、キーボードを接続端子|こ 差 し込ん

だまま、メイン電源スイッチを 切`″(OFF)に

し、10秒ほど置いて再び 入`″(ON)|こ して<
ださい。

43 電源について

●長い間使用しない場合は

長い間お使い|こならない場合は、出ずメイン

電源スイッチを 切`〃(OFF)|こ した後、電源プ

ラグをコンセントがら抜いておいてください。

●電波障 害の場合は

専用デイスプレイテレビに接続してご使用の

場合、テレビ電波の強弱|こ より画面|こ 縞模様が

出ることがありますので、アンテナ線には必ず、

同車0ケ ーブル (5C-2∨ )をご使用ください。●完全 に電源を切るには

コン ピュータ本体の前面 |こ ある電源スイッチ

を切 つただけでは、完全 |こ 電源が切れているわ

けではあ りません。タイマー機能や、操作キ ー

|こ よるテ レビコントロール機 能が働く状態で す。

完全 に電源 を切 るには、 後 面 の メイン電 源 ス

イッ チ を ｀
切

〃 (OFF)|こ してください。

本機は、第二種情報装置 (住宅地域またはその隣接した地域 |こ おいて使用されるべき情報装置)

で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置等、電波障害自主規制協議会 (VCCI)
基準に適合しています。

しか し、本機をラジオ、テレビジ∃ン受信機に近接してご使用 |こ なると受信障害の原因となるこ

とがあります。

この取扱説明書|こ 従つて正 し<取 り扱って<ださい。

21



・・ |‐ .い ..■―・   |‐    ..

コード、ケーブルをつなぐ

5,1 接続する前の注意点

④コンピユータ本体やつなごうとする各機器の電源は跡硼 り、電源プラグをコンセントがら抜いて

おいて<ださい。

②プラグやコネワタのピン (金属部分)|こ は直接手を触れないで<ださい。サビが発生し、接触不良

|こ なることがあります。

③つなごうとするプラグのピンと、コネクタのピン穴をよく見<ら べ、ぴったりと含うよう|こ してつ

ないで<ださい。

④プラグはピン穴|こ 合わせ、まつすぐ挿入し完全|こ 差し込んで<ださい。

⑤コネクタ|こ 近いところでケーブルを極端|こ 曲げないでください。断線の原因となります。

22



52 キーボード、マウス・トラックポールをつなぐ

5.2 キーボード、マウス・トラツクボールをつなぐ

コンピュータ本体|こ キーボードやマウス・トラックボールをつなぐ際|こ は、プラグ|こ ある矢印を上

|こ して、奥までしっかりと差し込んで<だ さい。

SHA,aP

キーボード|こ もマウスをつなぐコネクタが 2箇所あります(図 の位置および反対側)。 コネクタカバ

ーを取りはずし、本体につなぐときと同じよう|こ 奥までしっかりと差し込んで<ださい。左右とも働

きはまつた<同 じです。

/~＼

躊

SHAr2P

I aecr I

◎ Θ ◎ ◎

一
一

I orcr I

◎ Θ◎◎
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5.コード、ケープルをつなぐ

「

・  ハ

Э .、5 ディスプレイ装置をつなぐ

●専用ディスプレイテレビ (CZ-600D)をつなぐ

本体後面のアナログRGB信 号出力用コネクタ (ANALOG RGB O∪ T)と 、ディスプレイテレビ

後面のアナログRGBコ ネクタ (ア ナログ 15ピンコネクタ)と を、本機に同梱のアナログ RGB信号

ケーブルで接続してください。また、本体後面の専用ディスプレイテレビコントロール用コネクタ(丁 ∨

CONTROL)と 、ディスプレイテレビ後面のテレビコントロールコネクタとを、本機に同梱のテレビ

コントロールケーブルで接続して<だ さい。

③ Oロヨ

F。 _ィのヽ  O
S・

"SCOC―くり

畠
囲
闇
固

｝
岡

ＦＧ②
ｏ

墨1胤く③
回 ◎

]]
O

フィルターがついている側のケープルを接続して

<ださい。

くディスプレイテレビ後面〉

〇 ● 。③

|‖ ‖|

匡 コ

´ 望
=摯

、

||卜 ((((411
｀ 葡

=Fノ
ER亘璽]

OΘ

③

く本体後面〉
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5.3 ディスプレイ装置をつなぐ

●RGB方式ディスプレイ (CU-15Mlな ど)を つなぐ

本体後面のアナログRGB信 号出力用コネクタ (ANALOG RGB OUT)と 、ディスプレイ後面の

アナログRGBコ ネクタ (アナログ 15ピンコネクタ)と を、本機|こ 同梱のアナログRGB信号ケーブ

ルで接続して<ださい。

注意 :こ の他のカラーディスプレイ装置をご使用になるときは、本機|こ 同梱のアナログRGB信号用

ケーブルが使用できるかどうが、またデイスプレイの仕様が本機と組合せ可能がどうかをよく

お確 かめ<だ さい。

フィルターがついている側のケープルを接続して<だ さい。

〈RGB方式ディスプレイ後面〉

く本体後面〉

③0

Ⅳ CttTR()―

霰̀

1` |
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5 コード、ケーブルをつなぐ

5.4 その他の周辺装置をつなぐ

本機|こ はその他|こ も様々な拡張インターフエイスが用意されています。本機に接続することのでき

る周辺機器の一覧については、本書巻末の Appendix「 A.シ ステム拡張」をご覧ください。

OV

＼

‐ ロ ロ ロ ロ

ヽ

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
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キーボード、マウス、
デlィスク |こついて

情報を入力するため、そしてその情報をどのよう|こ 処理するのがコンピュータ|こ 命令するため|こ は、

キーボードやマウスなどがり要です。また、プログラムやデータといった、いわゆるソフトウェアの

入れ物として、ディスクはな<て はならない記憶媒体です。

ここでは、コンピユータの重要な周辺機器であるキーボードやマウス・トラックボール、およびデ

ィスクの扱い万1こ ついて解説し讀す。

6.1 キーボード

本機のキーボードは、キヤラクタキー、特殊キー、テンキー(数値入カキー)、 カーソルコントロー

ルキー、フアンクシ∃ンキーの 5つのブロックで、使いやすい構成 |こ なっています。

キーボー ドの大部分を占めるキヤラクタキーは、SHIFTキ ーや、ひらがなキー、全角キー、CAPS
キー、記号入カキーとの組合せで、文字や数字、記号やグラフィックシンボルなどを表現できるマル

チキーです。また、同じキーを押 し続けると、その文字を連続 して入力できるリピート機能を持って

います。

コンピュータに文字を入力するときには、キーボード上のキヤラクタキーを押します。これを キ`

ー入力〃といいます。特殊キーと組み合わせてキー入力を行うことによって、様々な文字や符号を入

力することができます。

■■璽璽1壼璽
|

% 刻脚 ?ょ
よ

1脚
||‐ |

1拒」

IL
』脚 ヽ

ｌｚ
共 ■

v ll
⊇式|

ゝ

IL

合

↓

9 +

5

回回

a\f6aooo
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6.キーボード、マウス、デイスク|こついて

□特 殊 キー

特殊 キ ーはキヤラクタキ ーと違い、それぞれ特殊な働 きを します。これらのキーは、使用するソフ

トウェア |こ よって機能や意味が異なることがありますので、詳 し<は 、それぞれのソフ トウェアの解

説を参 照 してください。

ここで は特殊キーの代 表的な機能を紹介 します。

●主 |こ 文字入力に関係するキー

回 回

↑
←

↓

」|□
7‖ 181 +

」1回

」|□
0‖ |'|

SHIF丁 (シフトキー)

このキーを押しながらキヤラクタキーを押すと、フルフアベットの大文字、または各キー

の上段|こ ある文字を入力できます。左右|こ 11固ずつありますが、どちらを使ってもがまいま

せん。また 、次の CAPS キーがロックされているとき|こ 1玉:H匠ロキーを使うと、アルフ

フベットの小文字が入力されます。

CAPS (キ ヤピタルロックキー)

アルフアベットの大文字を入力するのに使い志す。一度押すとロックされた状態となり、

キー|こ ある赤いランプが点灯します。このランプが点灯しているとき|こ キヤラクタキーを

押すと、コンピュータ|こ 大文字が入力されます。もう一度押すとロックは解除されます。

このキーはアルファベットのみに作用し、他のキー|こ は影響を与えません。

(ス ベースキー)

文字列の区切 りなどにスペース(空 白)を入れるとき|こ 使います。スペースキーを 1回押す

と 1文字分のスペースがあき、押 し続けるとリピート機能が働きスペースを続けて入力で

きます。

巨亜亘ヨ(タ ブキー)

タブ文字を入力するの|こ使います。タブ文字を入力すると、画面上で8桁ごと|こ 行の頭を

揃えることができて便利です。

」 (リ ターンキー)

いろいろな意味がありますが、入力した文字をコンピュータに知らせたり、改行したりし

ENTER キーも、リターンキーと同 じ働きを します。
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6.1 キーボード

CTRL (コ ントロールキー)

他のキーと組み合わせて、特殊な機能を実行 します。CTRL キー と組み合わせて使用でき

るキーとその内容は、動作中のソフトウェア|こ よって異なります。OS、 BASIC、 ワープロ

など、そのとさ動作しているソフトウェアのマニュアルを参照してください。

[互亘ヨ(がなキー)

キーボードからカタカナを入力します。一度押すとロックされた状態となり、キーにある

赤いランプが点灯します。もう一度押すとロックは解除されます。このキーが押されてい

るとき|こ 巨回らが亘∃キーを押すとひらがなが入力できます。

●主に文字編集に関係するキー

回 回
T 一　

　^ヘ

ヽ 0●

』国 ヽ ヽ
―

，
ｔ

■^

||
鈎
〔

↑
← |→

」 |

」IL

□IL

」IL

BS

DEL

INS

圧亘亜亘I(ホームキー)

カーソル を画面のホーム位 置 |こ 戻 します。

BREAK

(バ ックスペースキー)

カーソルの直前の文字を 1文 字削除します。このとき、カーソルの位置から右倶」の文字列は

すべて左|こ 1桁移動します。

(デ リートキー)

カーソル上の文字を1文字削除します。このとき、カーソルの位置がら右側の文字はすべて

左|こ 1桁移動します。

(イ ンサートキー)

キーボー ドから文字を入力するときのモードを、インサート (挿入)モード|こ します。一

度押すとロックされた状態となり、キーにある赤いランプが点灯 します。もう一度押すと

ロックが解除され、通常の入カモード (オーバーライトモード)|こ 戻ります。インサート

モードでは、入力した文字列はカーソル上にあった文字の直前に入力され、その後ろ|こ あ

る文字はすべて右|こ 1桁移動 します。オーバーライトモードでは、カーソル上の文字を書き

換えます。

(ブレークキー)

コマンドやプログラムの実行を強制的|こ 中断します。
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6.キ ーボード、マウス、ディスク1こついて

区至E□ (コ ピーキー)

そのときのデスクトップ画面のハードコピーをプリンタ|こ EO字 します。/ヽ 一ドコピー|こ 関

する詳細は、本書第 3部「4.画 面のハー ドコピーをとる方法」を参照して<だ さい。

OPT.2 (オ プション2キ ー)

前後 面の電源スイッチ が どちらも
｀`
入

〃 (ON)状態であれば 、 SHIFT キーの代 わ り ここ

のキーを使って、後述 (第 3部「2.テ レビコントロール、スーバーインポーズ」)のテ

レビコントロールを行うことができます。

なお、以下のキーは、そのとき|こ 動作しているアプリケーシ∃ンによって働きが異なります。詳し

くはそれぞれのアプリケーシ∃ンのマニュアルをご覧<だ さい。ビジュアルシェル上では、とくに動

作しません。

UNDO

OPT.1

ESC (エ スケープキー)

□匡□ (ヘ ルプキー)

(ア ンドウキー)

(オプシ∃ン1キ ー)

(カ ーソルコントロールキー)

(□ ―ルアップキー、□―ルダウンキー)

●主に日本語入力の際に使 うキー 僻 細は、本部部 部「1日 本語を入力する」を参照)

回回

全
ぐ コ

劃|ヒ
*|‖ ―

」|ヒ 螢IL
4‖ 15

」|ヒ

凶IL

XFl ～□   (変 換キー 1～5)

がな漢字変換を行うの |こ 使います。

巨璽巨互亘∃(ひらがなキー)

ひらがなを入力するの|こ 使います。一度押すとロックされた状態となり、キーにある緑色

のランプが点灯します。もう一度押すとロックは解除されます。このキーは、|かロ キー

のランプが赤<点 灯しているときのみ有効です。

ROLL∪ P ROLL DOヽ へ′N

"0 ¨
［

%̀ 瞥
一　

　^
べ

ｌ
γ

一

ヽ

』●
く ,■

―
．
〓

」
朧

も

一

ＩＭ
Ｌ
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61 キーボード

□    (全 角キー)

文字を全角として入力するが半角として入力するがを決めます。一度押すとロックされた

状態となり、キーにある緑色のランプが点灯します。もう一度押すとロックは解除されます。

|(□ 一マ字キー)

日本語入力の際に、□一マ字で入力するかどうかを決めます。一度押すとロックされた状

態となり、キー|こ ある赤色のランプが点灯します。もう一度押すとロックは解除されます。

(コ ー ド入カキー)

日本語入力の際|こ 、コードで入力するキーです。一度押すとロックされた状態となり、キ

ーにある赤色のランプが点灯します。もう一度押すとロックは解除されます。

記 号入力 (記号入カキー)

日本語入力の際に、記号を入力するキーです。一度押すとロックされた状態となります。

もう一度押すとロックは解除されます。

屋巨董□(登録キー)

日本語入力の際|こ 、辞書|こ ユーザー登録単語を登録します。詳 し<は 日本語処理 |こ ついて

の説明 (第 3部「 1.日本語を入力する」)をご覧<ださい。

ロキヤラクタキー
1つ のキヤラクタキー (文字キー)で 、数種類の文字を入力することができます。どの文字を入力す

るかは、特殊キーとの組合せで選択することができます。

回 回 國 け回

ここでは2つ のキーを例に、文字入力の方法を説明しきす。表中の 十`〃と ｀
,″ は以下のことを意

味 しています。

十 A キーを押しながらロ キーを押す

(例 :団 1日 十 □ SHIF丁

キーをロック してお<
CAPS

キー を押 しなどら キーを押す)

CAPS

A

□ ― マ

コー ド入

■■ ― ‐ 口 ■ 璽 璽 珂 」1瞳

ヽ
―

●

一

■

』■
|.*

[1け

”
ユ

Ｌ
Ｌ 勢

［

＝
■
ス

い

」
嘔
［

0
ぐ ] →

ｎ●
Ｖ

+

A B

E

A

E E(例
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♯
　
あ

3 あ

6.キーボード、マウス、ディスクについて

X入 力される文 字 は半角文字です

X入力さ れ る文 字 は全 角 文字です

E  い
い

Y入力され る文 字 は半 角 文字 です

押すキー 入力される文字

匿亜工]+□
□
□

□

匝
匝
匝

「
¬

,L」

,[亜亜□
,匿団亘]+

,[至亜 □か な SHIF丁 +□

３

♯

フ

フ

ア

ア

押すキー 入 力される文字

□
□
□
□
□
一剣
一

匿
匡
匿
匡
匿
匿

「

¬
,L」

,[亘正コ+□

,匝□ ,□
,匝□ ,匡亘□
,匝□ ,[匪正コ+

,匝□ ,匡亘亘|

□

SHIFT +□

３

♯

ア

あ

フ

あ

押すキー 入力される文字

□
匿亜工]+□
匝 団 ,□
匝 団 ,匿亜王]+□
匝□ ,□
匝□ ,匝亘萱□ ,□

匝□ ,匿亜王]+□
□ ,匝□ ,圧亘 コ+

ｅ

Ｅ

Ｅ

ｅ

イ

イ

イ

ィ

押すキー 入 力される文字

□ ,□
□ , SHIFT+□

□ ,[豆豆団 ,□

□ ,図 団 ,医Ⅲ ]+□
全 角 か な ,□

□ ,□ ,匝亜 ],□
□ ,□ ,図亘]+□
□ ,匝亜□ ,巨董コ 十□

ｅ

Ｅ

Ｅ

ｅ

イ

い

イ

い

※入 力され る文 寧 は全 角 文字です
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6.1 キーボード

□ その他のキー

回 回
一

〈ベ

ヽ L

』0.

Ц♭」
―

ス
Ｌ
］

|〉

ピ

‖到 L 効
［

嘔
［

0
ぐ コ

0

」|

●テンキー
テンキーは、た <さ んの数値データ を入力するとき |こ 便利なよう|こ 、独立 してキーボー ドの右倶」|こ

配置されています。 そのまま押すと 、対応する数や内容 が入力できます。

区
=匡

|(ク リアキー)

このキーを押すと、カーソルが画面在上端に移動すると共に、いままで画面|こ 表示されて

いた文字が消されます。

匡Ⅲ正団 (エ ンターキー)

特殊 キーのリターンキ ー と同 じです。

/ (ス ラッシュ)

害」算の÷記号の意味を表 します。

(ア スタリスク)

乗算の ×記号の意味を表 します。

● フアンクションキー
キーボードの一番上の Fl ～巨Ⅲコと書がれたキーは、フアンクシ∃ンキーと呼ばれます。このキ

―を押すと、あらがじめ設定されている文字列が入力されます。キーの内容は、各ソフトウェアで異

なります。また、自分で適当な文字列を定義することもできます。

●専用デイスプレイテレビコントロール
テンキーおよびカーソルコントロールキーを、それぞれ SHIFT キーまたは OPT.2 キーと組み

合わせること|こ よって、専用デイスプレイテレビをキーボード上でコントロールすることができます。

詳しくは、第3部「2.テ レビコントロール、スーパーインポーズ」を参照してください。

記

入 ヨ

"

/

8 +

4

*
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6.キ ーボード、マウス、デイスク|こ ついて

6.2マ ウス・トラックボール

マウス・トラックボールは、キーボードと並る`重要な入力装置です。マウス・トラックボールは、

ポインティングデバイス (座標入力装置)と も呼ばねるもので、画面上のポインタを自由|こ 移動して

命令その他を選択します。

本機のマウス・トラックボールは、好み|こ 応じてマウスとしても、トラックボールとしても使用で

きます。

□構 造

左ボタン 右ボタン
マウス・

トラックボール

切 り替 えスイツチ

ボール脱着ぷた

正面マーク

マウスカバー

く正面〉

34
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⇔

M田コ匡コT

6.2 マウス・トラックボール

□機能と特長

●マウス・トラックボールは、マウスとしても

トラックボールとしても使用することができ

ます。どちらの形態で使用しても、使い方が

異なるだけで、実際の動作は同じです。好み

や使い勝手に応 じてお使いください。

くトラックボールとして使用する場合〉

①マウスを裏返し、底面の｀`M/丁〃
(マ ウス/ト

ラックボール)の 切り替えスイッチを ｀`丁〃
|こ

します。

②上部のマウスカバーを取りはずします。

〈マウスとして使用する場合〉

④上部のマウスカバーを取り付けます。

マウスカバーを取り付ける際は、マウスカバ

ー上部|こ ある線状の突起の位置|こ ご注意くだ

さい。突起は、マウスカバーを外 したとき|こ

現れる山型の突起 の方向と合わせ て取 り付け

るのが正 しい位 置です。

②マウスを裏返し、底面の｀`M/T″ (マ ウス/ト

ラツクボール)の切り替えスイッチを M`″ |こ

します。

※なお、「マウス」「 トラツクボール」の実際の使

い方|こ ついては、次頂「 □使い万」で説明して

いますので、そちらをご覧ください。

●マウス・トラックボールのボタン|こ は、 在`ボ

タン″と 石`ボタン″の 2種 類があります。

図のよう|こ 、左右ボタンとも、上面と倶」面|こ

1個 ずつ装備されています。すなわち、2種類

のボタンが 2つ ずつ、計 4イ固のボタンがある

わけです。上面、倶」面|こ 関わらず、同じ側(左

または右)のボタンは同じ機能ですので、場

合|こ 応じて使いやすい方のボタンをお使い<
ださい。

ここを

左ボタン

右ボタン
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二≡一
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¬

6.キ ーボード、マウス、デイスク|こついて

正 面 マーク

●マウス・トラックボールは、正面のマーク(マ

ウスカバーの線状の突起、およびマウスカバ

ーを外してトラックボール|こ したとき|こ 現ね

るШ型の突起)の方向が画面の情報を示 しま

す。正面マークは 90°  までの範囲で右に回

せます。

ですから、正面マークの位置を変えること|こ

よつて、マウス・トラックボールの移動方向

と画面上のポインタの移動方向との対応を、

自由|こ 設定することができます。

自分でマウス・トラックボールを握ったとき

|こ 、一番自然な状態で正面マークが指先|こ 向

<よ うに、正面マークを回して角度を設定し

てお使いください。

●下の 3つ の図は、それぞれ矢印の方向が画面

の上万向|こ なり訣す。

正 面 マ ー ク

↑
Ｉ
Ｉ

贅●
´

/

一

匡一一一・・
¬

一

腫一一．．
Ｅ・・・

~~¬
一一一

ハ
０（０

‐―→

可
「

〃瑶膨＼

〃 多ミミ 形 ″ ミ ミ



6.2 マウス・トラックボール

□使い方

①マウスとして使用する場合

机の上などの平らな面の上にマウス・トラッ

クボールを置き、これを滑らせて使います。移

動|こ よつて接地面のボールが回転 し、その動き

|こ 応 じて画面上のポインタビ移動 します。

マウス全体を動かして使うので、操作する面

|こ はある程度の広さ (30セ ンチ四万程度)が
必要です。操作面を確保 してください。

マウスは、原則として石手で使うように設定

されていますが、この設定はいつまでも自由|こ

左手用|こ 変更することができます。設定変更の

方法|こ ついては、第 2部「1.4 マ ウス・トラ

ツクボールの使い万」末尾のコラム「左手でマウ

ス・トラックボールをお使い|こ なる人のため|こ 」

で説明しています。

② トラツクボールとして使用する場合

底面の切り替えスイッチをトラツクボール倶」

(` 丁〃
)|こ し、マウスカバーを取り外すことによ

つて、トラツクボールとして使用することがで

きます。平らな場所 (机の上など)|こ マウス・

トラツクボールを置き、手でボールをころがし

て使つてください。この場合、マウス・トラッ

クボール自体は動かしませんので、マウスとし

て使用する場合に比べ、狭い場所でも使用でき

ます。

いずれの場合 |こ も、命令や指示を与えるとき

には、ポインタを適当な位置|こ 移動させてマウ

スボタンを押す (ク リックする)こ とによって

実行します。詳 しい使い方 |こ ついては、第 2部

「1.4 マウス・トラツクボールの使い万」で解

説 していますので、そちらをご覧くだ さい。
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6.キーボード、マウス、デイスク|こついて

くボールの取り出し方〉

①

□取扱上のご注意

●マウス・トラックボールは、極端な凹凸のな

い水平な面でご使用<だ さい。

●すべすべした面(油 、ヮックス、パウダーを塗

った面、テフロンなど潤滑性のある面)でマウ

スを操作すると、ボールがスリツプし、ポイ

ンタが動がな<な るときがあります。

●マウストラックボールの内部(ボ ール以外の

部分)に付着した異物は、乾いた布で取り除い

て<ださい。

●ホコリの多い場所でのご使用は避けてくださ

い。とくに、ボールの滑走面|こ ホコリ、水、

油等があり、ボール面にそれらが付着すると、

正常な機能をはたさないことがありますので、

きねいな面で滑走させて<だ さい。

●落としたり、ぶつけたり、強いシ∃ックを与

えないでください。

●持 ち運びの際には、コー ドを持たな いで<だ

さい。

●ボールガ汚れた場合は、下ケースの脱着ぶた

をはずし、ボールを洗い、乾いた布で水分を拭

きとり、十分 |こ 乾燥させたうえで元 |こ 戻 して

<だ さい 0」図参照)。

ボールを洗浄するときは、中性洗剤をご使用

<だ さい。漂白剤、シンナー、アセトンなど

の有機溶剤、ワックス、クリーム、オイルな

どは使用しないで<ださい。また、イヒ学雑巾

や、ワックス・オイルの付いた布でボールを

拭がないでください。ボール表面にオイルな

どの皮膜ができると、スリップの原因となり

ます。

‖  ‖

マウス・トラックポールを裏返しにして、
ポール脱着ぷたを O`PEN″ の方へ引き寄せます。

②

すると、マウス本体からボール脱着ぶたがはずれ

ますので、中からボールを取り出してください。
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63 フロッピーデイスク

6.3 フロッピーディスク

フロッピーディスクは、情報を収納するためのものです。フロッピーディスクは、磁性体を塗布し

た薄いポリエステル円板をビニール製のジヤケットで包んだもので、磁気|こ よって情報を記録します。

フロッピーディスクは、ディスクドライブ|こ セットすること|こ よって、コンピュータの外部記憶装置

として使用できます。

ロフロッピーディスクの構造

ラベル

ライトフロテクトノッチ

センターホール

インデックスホール

ッドウィンドウ

●ライトプロテクトノッチは記録を保護するための切り込みで、ここ|こ専用のシールを貼ってお<と、

そのディスクには新たな情報の書き込みや消去ができな<な り、すで|こ 記録されているデータやプ

ログラダ 保護されます。

●インデックスホールは、フロッピーディスク|こ 記録されているデータやプログラムを読み出すとき

の基準点となるところです。誤ってふさがないよう|こ 注意してください。

本機で使用するフロッピーディスクは、両面高密度 (2HD)と 呼ばれる、表裏を使用した記録密度

の高いものです。記憶容量 (記録することができる情報量)|ま 、1枚 当たり約 l Mbyte(メ ガバイト)

あります。

フロッピーディスクヘの書き込みや読み出 しは、ディスクをドライプの中で回転させ、ドライプ内

の磁気ヘッドを接触させることによって行います。
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6.キ ーボード、マウス、ディスクについて

□取扱上 の ご注 意

フロッピーディスクは、大切なデータやプロ

グラムを納める収納庫です。ディスクの取り扱

いを誤ると、ディスクばかりが、その中のデー

タやプログラムを失ってしまうことになります。

一度使えな<なったディスクは、中に入ってい

たデータと共|こ 、三度と使用できる状態lこ はな

りません。大切なデータを守るため|こ 、以下の

逹意は必ず守ってください。

①フロッピーディスクはエンベロープ|こ 入れて

保管する

長時間使用しないとき|こ は、ディスクは出ず

ドライブから取り出して、エンベ□―プ (保 護

封筒)|こ 入れて保管して<ださい。放置してお

<と 、ゴミなどが入り、動作の際にエラーを生

じる原因となります。

②記録面にさわらない

フロッピーディスクの記録面を汚したり傷つ

けたりすると、誤動作の原因となったり、使用

不能になったりします。

③磁気を近づけない

磁気を帯びたものや磁気を発するもの|こ近づ

けると、フロッピーディスクの内容を壊してし

まいます。

④曲げたり折つたりしない

フロッピーディスクを曲げたり折ったりしな

いでください。使用不能|こ なります。

⑤直射日光や高温 (50°C以上)は避ける

直射日光の当たる場所や、50°C以上の高温|こ

なる場所には置かないよう|こ して<だ さい。使

用不能|こ なります。
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SHARP

6.3 フロッピーディスク

ロフロッピーディスクのセット

●デ ィスクの入れ万

・本体に電源が入っている状態 (電 源ランプが

緑色|こ 点灯している状態)で、ディスクドラ

イブにディスクを挿入します。

・ディスクが正し<挿入されると、ドライブ上

部のドライブアクセス表示用ランプが緑色|こ

点灯します。デイスクアクセス (デ ィスクの

読み書さ)の 最中は、このランプが赤<点灯

します。緑色のランプの点滅は、ディスクの

挿入を促していることを表し意す。

・ディスクが正しい向きで挿入されないと、デ

ィスクドライブはこれを検出し、自動的|こ デ

ィスクをイジェク トします。この場合は、正

しい向きでもう一度ディスクを挿入 して<だ

さい。

●デ ィスクの取り出 し方

・本機のディスクドライブは、フロッピーデイ

スクのオートイジェクト機能を備えています。

すなわち、動要なときには自動的|こ ディスク

ドライブからディスクが出されます。

オートイジェクトされるとき以外に、ディス

クを取り出したい場合には、ディスク挿入□

の下にあるイジェク トボタンを押します。

・イジェクトボタンは、ボタン内の緑色のラン

プが点灯しているときのみ使うことができま

す。ディスクアクセスの最中などは、このラ

ンプが消え、イジェクトボタンを押してもデ

ィスクを取り出すことはできません。

EJFCT E

Θ◎◎

イジエクトボタン
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6.キ ーボード、マウス、ディスク|こ ついて

O

強制イジェクトボタ ン

・ディスクドライブ|こ 紙片などの異物が入った

り、プログラムが暴走したなどと いった特殊

な状況下では、イジェクトボタン を押しても

デイスクが取り出せないことがあ ります。こ

のような場合|こ は、本体裏面|こ あ る強制イジ

ェクトボタン (DISK EJECT)を 使います。

強制イジェクトボタンは、文字通 リディスク

をその状態|こ 関わらず強制的に押 し出してし

まいますので、やむを得ない場合 のみ使うよ

うにして<ださい。正常な動作中 |こ 強制的に

イジェクトすると、ディスク内容 が破壊され

る恐れがあります。

ロディスクドライブ取扱上のご注意

●イジェクト時|こ 、フロッピーデイスクが出る

のを妨げるようなこと (フ ロツピーディスク

取り出し□の前にものを置いたり、指で押え

たりなど)を しないで<だ さい。

●ドライブ内|こ は、保護シートやフロッピーデ

ィスク以外のものは入れないで<ださい。

●ディスクにラベルを貼るときの注意

ラベルが厚いもの、ラベルの隅が浮いたも

のなどを貼つた場合、ディスクが ドライブ

から正常にイジェクトされない場合があり

ます。
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f 使用開始から終了まで

1.1 電源の ON、 OFF、 !リ セツト

(1)電源を入れる前に

コンピュータを箱がら出したら、電源を入れる前|こ しておがなければならないことがあります。デ

ィスクドライブの中|こ 保護シートが入っていますがら、まずこれを取り除いてください。1呆護シート

は、ディスクドライプの磁気ヘッドを輸送などによる損傷がら防ぐために挿入されています。実際|こ

コンピユータを使うとき|こ は勢要のないものですから、電源を入れる前に必ず保護シートを取り出し

ておいてください。

ディスクドライブのフロッピーデイスク挿入□は、中央がへこんでいます。そこから保護シートを

つまんで、手前にヨ|い て取り出して<ださい。保護シートは、両方のデイスクドライブに入っていま

すので、両力とも忘れず|こ 取り除いてください。

取り出したシートは保存しておいてください。今後あらためてコンピュータを輌送しなければなら

な<な ったとき、このシートをディスクドライブ内|こ 入れておけば、ディスクドライブを傷めること

なく安全|こ 運ぶことができます。

(2)電源を入れる (ON)
それでは、電源を入ねてください。このコンピユータ|こ は、電源スイツチが 2つ あります (第 1部

「3.各部の名称と機能」を参照)。 ひとつはコンピユータ本体の後面にある「 メイン電源スイツチ」、

もうひとつはコンピュータ本体の前面|こ ある「電源スイツチ」です。

後面のメイン電源スイツチはコンピユータのおおもとのスイツチで、コンピュータ全体に電源を供

給するがしないかを決めています。これが 入`″(ON)|こ なっていないと、い<ら前面の電源スイツ

チを 入`″(ON)|こ しても意味があり訳せん。ですから、コンピュータを箱から出して初めて電源を

入れるときは、讀ずこのメイン電源スイツチから 入`″(ON)|こ します。

もちろん実際に本機を使う|こ は、コンピユータ本体の電源だけでな<、 ディスプレイやプリンタな

ど、コンピュータ|こ つながっているものの電源も入れる必要があります。

そこで、電源の入ね方を順序だててまとめてみましょう。まず、コンピユータ本体の電源プラグを

家庭用コンセント|こ差し込んで<ださい。

④コンピュータ本体の後ろ|こ あるメイン電源スイツチを 入`″(ON)|こ して<ださい。すると、コン

ピュータ前面の電源ランプ (POWER)が赤<点灯します。

②専用ディスプレイテレビの電源を入れて<ださい (電源スイツチの位置は、デイスプレイテレビの

取扱説明書で確認して<ださい)。 このとき、デイスプレイテレビはテレビモード|こ なります。
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1 1 電源の ON、 OFF、 リセット

③最後に、本体正面|こ ある赤い電源スイッチを押して 入`〃(ON)の 状態|こ して<だ さい。電源ラン

プは、赤色から緑色に変わります。これが、コンピュータ本体の電源が入っている状態です。同時

|こ 、デイスプレイテレビはコンピュータモード|こ 変わります。

電源を 入`〃(ON)|こ するとしばらくして、次のようなメッセージが表示されます。

正し辞ィ%夕2錯:J幅芳お臭れ、。日監

コンピユータは電源を入れると、まず、コンピュータ本体|こ ディスクドライブが何台つながってい

るが、デイスクドライブにデイスクが入つているがなどを調べます。ディスクドライブ|こ 入っている

デイスクが「システムディスク」(本章「1.2システムディスクを入れる」参照)だつたら、自動的に

それを読み込み、「デスクトップ画面」を表示します。

この場合は、まだデイスクドライブ 0、 1の どちら|こ もディスクを入れていないので、上のようなメ

ッセージが表示されたわけです。この後の作業は、本章「 1.2 システムディスクを入れる」をご覧く

ださい。

(3)電源を切る (OFF)
コンピュータ本体の電源は基本的に、前面の電源スイッチを 切`″(OFF)|こ すれば切れます。ただ

し、電源スイツチは、コンピュータの作業が終了してから切るようにして<ださい。本機は、コンピ

ュータの作業中 (た とえばディスクの読み書きの途中)|こ 電源スイッチを 切`″(OFF)|こ しても、す

べての処理を終えるまでは電源が切ねないような特殊な機能を内蔵していますが、これはあ<ま でも

誤操作がらデータを守るための防御機能です。いつも正 しい操作を心がけて<だ さい。

以下に、正 しい電源の切り方をまとめます。

①まず、コンピュータが何かの作業をしている最中でないかどうかを確認して<ださい。アプリケー

シ∃ンやその他のプログラムを実行中なら、作業を終えてプログラムを終了してください。
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1 使用開始から1:冬 了まで

②ディスクドライブが動作中でない (ド ライブアクセス表示用ランプが赤<点灯していない)こ とを

確認したうえ、ディスクをイジェクトして<だ さい。ディスクの取り出し万1こ ついては、第1部

「6.3 フロッピーディスク」を参照して<だ さい。

③コンピュータ本体前面の電源スイッチを押して 切`〃(OFF)|こ して<だ さい。

④続いて、デイスプレイやプリンタなど周辺機器の電源を ｀`切〃(OFF)|こ してください。

◎ (完全に電源を切る場合には)コ ンピュータ後面のメイン電源スイッチを 切`″(OFF)|こ して<だ

さい。

※コンピュータ本体の電源を切った後もタイマーやテレビコントロール機能をお使い|こ なる場合は、

本体後面のメイン電源スイッチは 切`″(OFF)|こ しないで<ださい。

(4)リ セットする
リセットとは、コンピュータの回路|こ 対しある特殊な信号を与えて、電源を 入`″(ON)|こ したと

きと同じ状態がら起動し直す作業のことです。プログラムやコンピュータのハードウェアが予想外の

動作をしてしまって、正規の終了操作ができない状態 (「 暴走」などと呼ばれる)|こ なったとき、リセ

ットすれば電源を入れ直すよりも手早くマシンを立ち直させることができます。

本機には、リセット機能を持ったスイッチが 2つ あります。ひとつが「 リセット (RESET)ス イッ

チ」、もうひとつが「 インタラプト (!NTERR∪ PT)ス イッチ」です。どちらも、コンピュータ本体の

上部|こ ついています。

ビジュアルシェルを使用しているときにリセットする場合には、どちらのスイッチをお使い|こ なつ

ても見ガけ上は変わりません。しかし、押された状況 |こ よっては動作が異なることがありますので、

一般|こ 単|こ コンピュータ本体を再起動 したいだけのときは、リセットスイッチを使うよう|こ して<だ

さい。

キー( CTRL キ

一を押 しなが ら キーを押す)を入力した状態となります。また、X― BASiC上 でインタラプト

スイッチを押すと、 BREAK キーを押した状態と同 じになります。OSの コマンドモー ド、X―

BASIC Iこ ついて詳しくは、それぞれ「 Human68kユ ーザーズマニュアル」、「BASICマ ニュアル」

をご覧ください。

C

C

ヽ ●....
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1 3 起動 ―デスクトップ画面

1.2 システムディスクを入れる

コンピュータの電源を入れ、ディスクの挿入を促すメツセージが表示されたら、システムディスク

をデイスクドライブ 01こ 挿入して<ださい。ラベル側が左|こ なるよう|こ し、奥までしっかり差し込み

ます (ディスクの入れ万1こ ついては、第 1部「6.3フ ロッピーディスク」を参照)。 すると、ディスク

ドライプ 0の ドライブアクセス表示用ランプが赤<点灯し、コンピュータがディスクからプログラム

を読み込んでいることがわかります。プログラムを読み込んでいる間、デイスプレイテレビ|こ は

×68000の タイトル画面が表示されます。

本機では、システムディスクを起動すると自動的|こ「ビジユアルシェル」と呼ばれるプログラムを

実行します。以降の操作説明は、このビジュアルシエルを中心|こ 行います。

なお、起動時|こ 自動的|こ ビジュアルシェルを実行 しない方法は、第 3部「3.デ スクトップを使わな

い操作」で、OSIこついては別冊の「 Human68kユーザーズマニュアル」で説明しています。詳しく

は、そちらを参照 してください。

※ここではコンピュータの電源を 入`″(ON)|こ してからシステムディスクを起動しましたが、ディ

スクの挿入を促すメツセージが表示される前|こ システムデイスクをデイスクドライブ01こ 挿入し

てもかまいません。このときは、ディスクの挿入を促すメッセージを表示せず|こ コンピュータはシ

ステムデイスクを読み込み始めます。

1.3起動 ―――デスクトップ画面

システムディスクを入れてコンピュータを起動すると、自動的|こ ビジュアルシエルが実行され、画

面は次のようになります(次の画面は一例です)。
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1 使用開始から終了まで

これが、ビジュアルシエル|こ よる「デスクトツプ画面」です。「デスクトツプ」は、文字通りあなた

の机の上です。デイスク内のファイルや、実行できる命令など、あなたが処理したい作業|こあ要なお

よそすべてのものが、目に見える形で画面|こ 表示されています。あなたが、自分の机の上で、ベンと

紙などの道具を使って仕事を進めてゆ<よ うに、これらのビジュアル (視 覚的)なシンボルマークを

使って、目的のプログラムを実行させたり、ファイルを操作したりするのです。

これから、この「 デスクトップ」での作業の進め方を説明してゆくわけですが、まず画面|こ 見えて

いるものを簡単|こ 紹介 します。

●ウィンドウ

表示されたばかりのデスクトップ画面には、｀`A:〃 というタイトルのウィンドウが開いています。

ウィンドウは、橋報を表示するための「窓」のようなもので、勤要に応じて開いたり閉じたりすること

ができます。ウィンドウの扱い万1こ ついては、本章「1.6 ウィンドウ の使い万」で説明します。

●ポインタ

画面に表示された指示記号です。マウス・トラックボールで自由に動がすことができます。通常、

ポインタは矢[Dの形をしていますが、作業の内容によって形が変わることがあります。

●アイコン

アイコンは、様々なコマンドや機能をシンボル化して画面|こ 表示した、一種のメッセージです。ポ

インタをアイコン|こ合わせてマウス・トラックボールのボタンを押せば、行いたい作業を選択できま

す。アイコンについては、本章「1.5 アイコンとは」および「 2.各種のアイコンの使い方」で説明

しています。

●アイコン領域

画面右侵」の、アイコンが収められている場所を指します。

1.4 マウス・ トラックボールの使い方

デスクトップ上での操作は、すべてマウス・トラックボールを用いて行います。マウス・トラック

ボールは、

④「ポイント」 (マ ウス・トラックボールでポインタの位置を指示する)

②「クリック」 (マ ウス・トラックボールのボタンを押す/離 す)

③「 ドラッグ」 (マ ウス・トラックボールのボタンを押したまま、ポインタの位置を移動する)

④「ダブルクリック」 (マウス・トラックボールのボタンを、続けて2回 押す)

という 4つ の基本動作をマスターするだけで、自由|こ使うことができます。マウスとして使う場合

も、トラックボールとして使う場合も、これら4つ の動作で作業を進めてゆ<こ とには変わりありま

せん。

以下の手順|こ 従って、実際にマウス・トラックボールを操作してみて<ださい。
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1.4 マウス・トラツクボールの使い方

●マウス・トラツクボールを動かす

くマウスとして使用する場合〉

まず、机の上など|こ 30m四 万程度の平らな

場所を用意して<ださい。そこにマウスを置い

て適当|こ 動がすと、画面上のポインタ (指示マ

ーク)が 、マウスの動く通りに動きます。ただ

し、どんな|こ 遠くまでマウスを動かしても、ポ

インタが画面の外に出ることはありません。

くトラックボールとして使用する場合〉

マウス・トラックボールを裏返 して、底面の

切り替えスイッチをトラックボール側 (` T`〃 )|こ

し、表|こ 返してマウスカバーを取りはずせば、

トラックボールとして使うことができます。ボ

ールを手でころがすと、画面上のポインタがボ

ールの動き|こ 従って動きます。

ポインタは矢[Dの 形をしていますが、1士 事の

内容|こ よっては他の形|こ なることもあります。

たとえば、少し時間のががる作業をしていると

きには、砂時計の形に変わります。

●ポイントする
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1 使用開け ら終了まで

ポインタを目的の位置|こ 動かし、そこ|こ 重ねることを「ポイントする」といいます。マウス・トラ

ックボールを動かして、画面右側のアイコン領域にあるアイコン(シ ンボルマークのこと)を 1つ 1つ

ポイントしてみて<ださい。ウインドウの中|こ あるアイコンもポイントしてみましよう。

●クリックする
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アイコンを正確にポイントできるようになったら＼今度はその位置でマウス・トラックボールのボ

タンを押してみ表しよう。ウィンドウの中|こ 収められているアイコンのうちポインタを重ね、そのま

まの位置でマウス・トラックボールの在ボタンを軽く一度押してみて<ださい。この操作を「 クリッ

クする」といいます。クリックされたアイコンは反転 して黒<な ります。これは、そのアイコンが 選`

択された〃ことを意味 しています。

ボタンを押して離すとき|こ 、マウス・トラックボールを動がさないよう|こ 注意して、続けていろい

ろなアイコンをクリックしてみて<ださい (た だし、クリックしてもいいのは、いまはウィンドウ内

のアイコンだけです。アイコン領域のアイコンをクリックしてもそのアイコンを 糧 択する〃ことは

できません)。 前|こ 選択されていたアイコンは白色|こ 戻 り、新た|こ 選択されたアイコンが黒<反転表示

されます。

選択を取り消す場合には、ウィンドウ内のアイコン以外の場所 (ウ ィンドウの 地`〃の部分)で 、

マウス・トラックボールの左ボタンをクリックして<ださい。

●ドラッグする

何かをポイントし、そこで左ボタンを押したままマウス・トラックボールを動かすことを「 ドラッ

グする」といいます。ウィンドウ内のアイコンのうち、どれが1つ をポイントし、そこで左ボタンを押

したまま、マウス・トラックボールを動かしてみて<ださい。選択されたアイコンは、マウス・トラ

ックボールの動きと共|こ ウィンドウ内でひさずられるよう|こ して移動してゆきます。適当な位置でマ

ウス・トラックボールのボタンを離せば、アイコンはその位置で固定されます。

すなわち、この操作でアイコンをウィンドウ内のあちこちへ自由|こ 移動することができるわけです。
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1.4 マウス・トラックボールの使い万

Ω (覇|,論I濡 く《 倫 シ
●
"t," ,■

●.“  CY針 , t函 Sヽ●  苺P,も  0"1●Sヽ 日OWSヽ

灯 シ 了 予 熙仰

胴 曰 回 コ`

早

□

固

□
福饉に

“

口肛 贅0●, |:|

⊂璽亜 亘⊃

■ A
一繰一瞳一

國 回

白 コ
涯〕

血E]

●ダブルクリックする

クリックを、素早く2回続けて行う動作を、「ダブルクリツク」といいます。「ダブルクリック」

は、主にアイコンのウィンドウを開くとき|こ 使います。ここでは、画面右侵」のアイコン領域の一番下

|こ あるごみ箱の形をしたアイコン (ごみ箱アイコン)の ウィンドウを開いてみましよう。ごみ箱アイ

コンにポインタを重ね、その位置でマウス・トラックボールの左ボタンを続けて2回 クリックして<
ださい。画面にウィンドウが開きます (9ワ

｀
ルクリックしてもごみ箱のウィンドウが現れない場合は、

クリックの間隔をもっと速くしてみてください)。 今はまだごみ箱の中は空なので、ウィンドウの中|こ

は何も表示されていません。

※システムデイスク|こ ライトプロテクトシールを貼つておくと、ごみ箱フイコンのウィンドウを開く

ことはできません。

⊂三亘≡⊃

Ω 101鰍 蕊 く《 倫 灯

ざ υ き'む'IⅢl%品
□ □ 鍮 曰 □ □ 国

CuP.“   m■ .い   F'Hい C.OS 山T∝ xEC.腑 ] IIN    8,SIC   福饉
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1 使用開始から終了まで

このよう|こ 、アイコンをダブルクリックすると、そのアイコンのウィンドウを開<こ とができます。

ただし、すべてのアイコンガウィンドウを開<わ けではありませんので注意して<だ さい。

ウィンドウを閉じる|こ は、ウィンドウの左上にある Z`〃 のマーク (ク ローズボックス)を クリッ

クします。｀`
lZ〕

〃
|こ ポインタを重ね、その位置でマウス・トラックボールの左ボタンを押して<だ さ

い。ウィンドウが、ごみ箱アイコンに吸い込まれるよう|こ 消えてゆきます。

マウス・トラックボールはいろいろな仕事に頻繁|こ 使用しますので、使い万 1こ は早く慣れるように

しま しょう。マウス・トラックボールの使いん|こ ついて簡単にまとめると、以下のよう|こ なります。

・ウィンドウ内のアイコンを 選`択″するに|ま ・・・

目的のアイコンをポイントし、そこで左ボタンをクリックする。

・ウィンドウ内のアイコンを 移`動″するには・・・

目的のアイコンをポイントし、それを左ボタンでドラッグする。

・ウィンドウを開<|こ |ま ・・・

目的のアイコンをポイントし、そこで左ボタンをダブルクリックする (た だし、すべてのアイコン

がウィンドウを開<わ けではない)。

マウス・トラックボールの操作には、この他|こ も右ボタンを用いた「クリック」や「 ドラッグ」が

あります。右ボタンの使い万1こ ついては、もう少し先|こ 進んでから実習します。操作自体は左ボタン

を使う場合と変わりありませんので、ここでは左ボタンでの「 クリック」や「 ドラッグ」の方法をし

っかリマスターしておいて<ださい。

※マウス・トラックボールのボタンについて

マウス・トラックボールのボタンは、全部で 4個 ありますが、これらは左倶」と右倶」とで 2組 |こ 分が

れます。すなわち、左倶」面のボタンと上部在恨」のボタン、右倶」面のボタンと上部右倶」のボタンは、

それぞれ同じ機能です。｀`左ボタン″といつたときには、上部左倶」のボタンでも左倶」面のボタンで

も、どちらを使ってもがまいません。

左右ボタンの機能|こ ついては、場合によって異なりますので、その都度説明します。

左ボタン 右ボタン

一

匿
・・・

＼
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1 4 マウス・トラックボールの使い万

左手でマウス・ トラックボールをお使いになる人のため に

本機のマウス・トラツクボールは原則として石手で使うよう調整され、本書もそれを前提

として書がれています。 しかし、左手でマウス・トラックボールを操作すると、ポインタの

動きやボタン操作などが不自然で使いに<<な ります。そこで、左手でマウス・トラックボ

ールをお使いになる万は、次のようにして<ださい。この処理は、いった′υ電源を切ると元

の右手用に戻るので、本機の電源を 入`〃(ON)|こ するごと|こ 行う動要があります。

●まだ本機の電源スイッチを 入`″(ON)|こ していない場合

本体後面のメイン電源スイッチが 入`〃
(ON)、 前面の電源スイッチが 切`″(OFF)の と

き、マウス・トラックボールの左ボタン (刻 みが入つた万のボタン)を 押えながら前面の

電源スイッチを 入`″(ON)|こ してください。

●すで|こ 起動した後である場合

マウス・トラックボールのケーブルをいつたん本体前面の「 マウス用コネクタ」(ま たはキ

ーボードの両恨]面 |こ あるマウスコネクタ)から抜さ、マウス・トラックボールの左ボタン

(亥」みが入つた方のボタン)を 押えながら、あらためてケーブルをコネクタ|こ 接続 して<だ
さい。

●左手用|こ なつたマウス・トラックボールを再び右手用|こ 戻す|こ は、マウス・トラックボー

ルのケーブルを抜き、改めて差し込んで<ださい。または、いったんコンピュータの電源

を切ってください。

以上 のような操作で以 降 は、

右ボタン、左ボタンの機能

ポインタが動<万向

が逆転、変更されます (下 図参照)。 本説明書は、一員して右手でマウス・トラックボールを

使うことを前提|こ して書かれていますから、以上の作業で左手用マウス・トラックボールに

変更 した万は、説明書の記述を左手用|こ 読み換えてご利用<ださい。

画面上のポインタの動き 左手用 右 手用
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1.使用開始から終了まで

Ω 圏
航̀

蕊 く《 倫 切

,シ 珀 灯 孫抑 ゐ 品

胴 曰 回 回 、□ □
福a

ポインタ

ウィンドウ

⊂
=正

三∋

口A

ヽ

|

血 曰

J田
"●とコ

四 國

直 コ

アイコン領域

「

~~~~~~~¬

時計フイコン

ディスクアイコン

テスクアクセサリ
アイコン

ニューフォルダー
フイコン

クリップボード
アイコン

コピーフイコン

プリンタフイコン

ごみ箱アイコン

画面 |こ いくつか表示されているシンボルマークが「アイコン」です。アイコン|こ は、画面右侵」のア

イコン領域 |こ 表示されているものと、ウィンドウ内に表示されているものとの 2種類があり、各々そ

の意味が異なります。

アイコン領域のアイコンは、こねを選択すること|こ より実行できる様々な機能を絵文字でイメージ

化したものです。使い方はそねぞれのアイコンによって様々ですが、いずれも何らかの作業を行うこ

とには変わりありません。

これ |こ 対して、ウィンドウ内のアイコンは、そのウィンドウの持っている情報をシンボル化したも

のです。ですから、これらを選択しても、それだけでは「作業」を行うことはできません。すなわち、

アイコン領域のアイコンが「 作業内容」を表 しているのに対して、ウィンドウ内のアイコンは「作業

の対象となるもの」を表 しているわけです。

以下に、これら2種類のアイコンについて簡単|こ 説明します。

(1)ア イ コ ン領域 の ア イ コン

アイコン領域のアイコンは、これを選択すること|こ より、それぞれ固有の働きを行います。

ここでは、画面右倶」|こ まとめらねているアイコンの種類とその機能について説明します。

1.5 アイコンとは

●ディスクフイコンA
ディスクドライブ01こ 入っているフロッピーディスク (こ の場合システ

ムディスク)を表します。デスクトップでは、ドライプ0の ことを「A」 、

ドライブ 1の ことを「B」 として区別していますので、ディスクアイコンの

横|こ「A」 が表示されます。ディスクアイコンの下には、そのディスクに付

けられているボリューム名が表示されてます。

■ A
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1.5 フイコンとは

●デイスクフイコン B
同様|こ 、デイスクドライブ 11こ フロツピーデイスクが入っていねば、アイ

コン領域に「デイスクアイコン B」 が表示されます。フイコンの横|こ は「B」

が、アイコンの下にはディス例こ付けられているボリユーム名が示されま

す。

●ディスクアイコンC
デイスクアイコン Cは 、コンピュータ内のメモリ|こ 用意されている

「RAM(ラム)デ イスク」を表します(RAMデ ィスク|こ ついては、「2.1

デイスクアイコン」で説明)。 デイスクアイコンの横には「 C」 が、下|こ は

RAMデ ィスクのボリユーム者が表示されています。

●ごみ箱アイコン

不用になつたフアイルなどを捨てるごみ箱です。捨てたフアイルを、ご

み箱から再び拾つて<る こともできます。

●ニューフォルダーフイコン

新 しいフォルダーを作ります(フ ォルダーについては、「1.6 ウィンド

ウの使い万」末尾のコラムおよび「2.3 ニューフォルダーアイコン」で

説明)。

●プリンタフイコン

フアイルの内容をプリンタ|こ 出力します。また、画面の様子をそのまま

プリンタに出力することもできます。

●コピーアイコン

フアイルやフオルダー、ディスクの内容を、丸ごと別のファイル、フォ

ルダー、デイスク|こ コピーします。

●クリップボードアイコン

文書などをここ|こ 保管しておくと、いつでもその内容を呼び出して使用

することができます。クリップボードアイコンは、デスクアクセサリの1つ

である「メモ帳」や、「電話帳」などで使用します。

●デスク刀 セサリアイコン

カレンダーやメモ帳、ソフトキーボード、電話帳などの機能を使うこと

ができます。

●時計アイコン

デスクアクセサリの 1つで、デスクトップ上のデジタル時計です。

■ B
FUMI

■ C
Rn‖_DISК
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デイスクアイコンの形は、そのアイコンのウィンドウが開いているかど

うがで異なります。ここでは、ウィンドウの開いていないディスクアイコ

ンの形を示します。



1.使 用開始から終了まで

各アイコンの詳しい機能とその使い万1こ ついては、「 2.各 種のアイコンの使い万」 を参照して<

ださい。

(2)ウ ィ ン ドウ内のフイ コ ン

コンピユータでは、すべての情報が「フアイル」という単位で扱われます。「ファイル」は情報の枠

|こ 過ぎませんので、その内容は様々です。たとえば、ワードプロセッサのプログラムも「フフイル」

ですし、そのプログラムを使って作成した文章も「フアイル」です。ファイルには、それぞれ固有の

名前がついており、コンピュータはその名前でそれぞれのファイルを区別しています (フ アイル名|こ

ついては、本頂末尾のコラムを参照してください)。

ウィンドウでは、こういつた様々なファイルを「 アイコン」という形で表しています。フアイルの

種類や役割を、目で見てわかりやすくしたものが「 アイコン」で、アイコンの形はそのフアイルごと

|こ 異なります。各フイコンの下|こ は、そねぞれのファイルの名前が表示されていますので、この名前

とフイコンの形とでファイルを見分けることができます。

ここでは、ウィンドウ内のアイコンの種類と意味|こ ついて説明します。なお、ウィンドウ内のアイ

コンについては、「2.1 ディスクアイコン」でも説明しています。

n: 日

Ω 図 1罵1儒 く《 倫 灯
HU‖ANoSYS   TITLE.SYS    KEY.SYS    uSKCG.SYS   BEEP.SYS   CONFIG.SYS  PR‖ DRり .SYS

灯 シ 灯 了 卿 罰 鳳
PC‖DRV.SYS nSK60κ oSYS Rn‖ DISК oSΥ 〔SRn101SKoSYs  us.x    CO‖ ‖nttD.X ICO‖DnTn.υ〔

目れ
日    ■

L」 胴 曰
記==L
幽 国 □

CLIP,VS     NOTE.US    PHONE.US  nUT01EXEC.BnT    BIN msrc flf,

□
〓

巨

●コマンドファイル

OS(基本ソフト)の「 コマンド」が入ったファイルです。「X― BAS!C」

ゃ「ェディタ (ED)」 などのファイルもコマンドファイルです。コマンド

ファイルのアイコンは、それぞれの機能に応 じたさまざまな形をしていま

すが、ファイル名の拡張子はどれも .`X″ です (拡張子|こ ついては、本頂

末尾のコラムを参照して<だ さい)。

睦
CHKDSK.X
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1.5 ラフイコンとは

●システムフアイル

システム設定を行うためのファイルです。フアンクシ∃ンキーの機能設

定 |こ 助 要 な ｀`KEY.SYS″ や、RAMデ ィス ク を 使 う た め に助 要 な
｀`RAMDISK.SYS″ などがあります。システムフアイルのアイコンも、そ

れぞれの機能|こ 応 じて、その形はさまざ意ですが、フアイル名の拡張子は

すべて .`SYS〃 です (拡張子については、本頂末尾のコラムを参照して<
ださい)。

●文書フアイル

ワードプロセッサなどで作つた文書のファイルです。フアイル名の拡張

子は、｀`.DOC″ 、｀`.T× T″ などでづ
~。 ｀`NOTE.VS〃 や C` LIP.∨ S″ など

も文書フアイルです。文書フアイルのアイコンの形は、右の通りです。

この他 |こ も、次 のよ うなアイコンが用意されています 。

●辞書ファイル

漢字やかなな どを使 うためのデ ータ が入つたフアイル です。フアイル名

の拡張子は、
｀`.DIC″ などです。

辞書フアイルのアイコンの形は、右 の通りです。

●プログラムファイル

X― BASICな どで作つた、プログラムのフアイルです。アイコンの中|こ 書

かれている文字を見れば、どの言語のプログラムかもわかります。ファイ
ル名の拡張子は、 .`BAS″ などです。

プログラムフアイルのアイコンの形は、右の通りです。

●フオルダー

中にい<つかのフアイルを収めた、 フ`アイルの入れ物″のようなもので

す(フ アイルではありません)。 このアイコンをダブルク リックすると、フ

ォルダーのウィンドウが開き、中のフアイルを見ることができます (フ ォ

ルダーについて、詳し<は「1.6ウ ィンドウの使い方」末尾のコラムおよ

び「2.3 ニューフォルダーアイコン」を参照)。

※｀`Q∪ ICKSTAR丁 ″
という名前のフォルダーをつくって お くと、ビジュア

ル シェル起動時 |こ 自動的|こ
｀`QUiCKSTART″ ウィン ドウが開きます。

КEYoSYS

U
こ コ

●
1010101

―
q   い

Ш
RA‖DISK.SYS

‖ANUnL.丁XT

SHARP_S.DIC

ABC.BAS

BIN

DIC

FOR
PR工 ‖T
NEXT
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1.使用開始から終了まで

ファイル名の付 け方 について

ディスク上 |こ 置かれるデータは、すべて「 フアイル名」|こ よつて管理されています。ユー

ザーは、この「 ファイル名」|こ よって目的のファイルを指定するだけで、ディスクの内容 |こ

ついての詳細を知らなくても、ファイルを自在に扱うことができます。細かな約束ごとはす

べて、OSが処理してくれるがらです。

ユーザー侵」の唯一の約束ごとは、「ファイル名」の付け万および指定方法です。ここでは、

ファイル名の付け方に関する規則を挙げてみます。

●拡張子を付けない場合         ●拡張子を付ける場合

ファイル名(18文字以内)          フアイル名(18文字以内)

■■■■■■■ ■□□□□□□□□□□  ■■■ ■ ■■■■□□□□□□□ 。■■■
L_________」 L_」

区別される

(8文字以内)

区別されな い

名前(18文字以内) 拡張子(3文字以内)

①ファイル名は、名前と拡張子で構成される。一般的|こ フアイル名と言えば名前と拡張子を

合わせたもののことをいうが、拡張子を省略して名前の部分だけをファイル名と呼ぶこと

もしばしばある。

②ファイル名の名前と拡張子は、 .`′

′
(ピ リォド)で区切られる。

③フアイル名|こ は半角文字で 1～18文字(全角文字では1～9文字)、  拡張子には0～3文 字

(同 0～1文 字)が使用できる。ただし、フアイル名は初めの8文字 (同 4文字)ま でしか区

別されない。たとえば、｀`ABCDEFGHI″ と ｀`ABCDEFGHX″ は同じフアイル名と見なさ

れる。

④名前と拡張子|こ は、英数字、カナ、漢宇および各種記号ガ使用できる。アルフアベットは、

小文字でも大文字でも使えるが、区別はされない (な るべく大文字を使用したんがよい)。

使用できる文字は次の通り :A～ Z、  0～ 9、  &、  #、 (、  )、  @、   、 、̂ (、  )ヽ

|、  カナ文字、 全角文字 (カタカナ、ひらがな、漢宇など)。

⑤拡張子|こ は、通常そのファイルの性質や種類を表す名前を付ける。

例 :× ・………ソフトリロケータブル実行ファイル

R・ ………・リロケータブル実行ファイル  BAT・ …・・バッチ処理ファイル

Z・ ……… アドレス固定実行ファイル   BAS・ …・・BAS:Cソ ースフアイル

A・ ………ライブラリファイル      C・ ………C言語ソースファイリし

SYS… …・システムフアイル       S・ ………アセンブリ言語ソースファイル

など

⑥ PRN、 CON、 NUし、A∪ X、 PCMと いった文字列は、ファイリレ名|こ 使用できない (予約

ファイル名)。

ファイル名 |こ ついて詳し<は、別冊の「 Human68kユ ーザーズマニュアル」の第 3章を参

照してください。

区別 される

(8文 字以内)

区別 され ない 区別 され る
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1.6 ウィンドウの使い万

1.6 ウィンドウの使い方

デスク トップ上での作業は、そねぞれの作業に必要な ｀
対象

〃を選び、その対象に対する処理命令

を指示することによつて行います。こうした作業の主な ｀
場″となるのが、「 ウィンドウ」です。ウィ

ンドウは、様々な情報を表示する「窓」のようなものです。ここでは、ウィンドウの使い方について

説明します。

起動時のデスクトップには、｀`A:〃 のウィンドウが開いていますので、実際にこれらのウインドウ

を操作してみましよう。

なお、マウス・トラックボールのボタンは、左ボタンも右ボタンも使用しますが、この頂では主|こ

左ボタンを使った操作|こ ついて説明します。右ボタンを使って行える動作は次頂「1.7 コマンドメニ

ューの使い万」で説明しています。

ただし、本機のマウス・トラックボールは、左利きの方にも使いやすいよう|こ 左手用に設定するこ

とができます (本章「1.4 マウス・トラックボールの使い万」末尾のコラム参照)。 ここでは右手で

使うことを想定した記述になつていますので、左手でお使いの方は読み換えてお使い<だ さい。

(1)ウ ィンドウ内の様子
ここでは、｀`A:″ のウィンドウを例に、ウィンドウ各部の名称と機能を簡単に説明 します。
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1.使 用開始がら1:冬 了まで

・タイ トルバー

ウィンドウの名前 (ウ ィンドウタイトル)が表示されます。

・サイズボツクス

ウィンドウの左上隅と右下隅|こ 1つずつあります。ウィンドウの大きさを変更するボックスです。

・ズームボックス

ウィンドウのサイズを最大にします。最大サイズのウィンドウを元の大きさ|こ 戻すこともできます。

・スクロールバー

縦方向と横万向の 2つ のバーがあります。バーの中には、「 スクロールボックス」があります。ウイ

ンドウの大きさよリウィンドウ内の情報が多いときは、このバーを使ってウィンドウの内容を上下

左右にスクロールすることができます。

・ウィンドウチェンジボツクス

複数のウィンドウが開いている場合、一番手前にあるウィンドウを一番後ろ|こ もっていきます (重

なったウィンドウを上がら順番|こ め<り ます)。

・クローズボックス

ウィンドウを閉じます。

このウィンドウ|こ は、ドライブAIこ入っているディスク (こ の場合システムディスク)の 内容がア

イコンで表示されています。ウィンドウタイトルは ｀`A:″ となっています (` A:″ は、「 ドライブA

のデイスク」を表しています)。

このよう|こ デイスク内容の一覧を表示したものを、ディレクトリ (目 録)と 呼びます。ディレクト

リについては、本頂末尾のコラムで説明していますので、詳し<はそちらを参照して<ださい。

(2)ウ ィンドウを選択する
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1.6 ウィンドウの使い万

デスクトップには、複数のウィンドウを表示させることができます (最高 30個 まで)。 ただし、い

くつウィンドウが開いていても、実際に操作できるのは、一番上 (手前)|こ 表示されたウィンドウだ

けです。このウィンドウのことを「アクティブウィンドウ」と呼びます。アクティブウィンドウでは、

タイトルバーが黒く表示されるとともに、スクロールバーや各種のボックスが現れるので、そこでの

作業が可能になつたことがわがります。ワ クティブウィンドウ」よりも下にあるウィンドウで作業を

行いたい場合には、そのウィンドウを「アクティブウィンドウ」|こ選択しなけねばなりません。

「アクティブウィンドウ」を選択するには、目的のウィンドウのどこかを直接クリックするか、また

はウィンドウの右上隅|こ ある「 ウィンドウチェンジボックス」を使います。

ここでは、現在 ｀`A:″ の下|こなっている ｀`B:″ のウィンドウをアクティブウィンドウにしてみま

す。

● (` B:′/の ウィンドウが少しでも見えていれば)` B`:″ のウィンドウの中でクリックしてくださ

い。

幅 祠
n―

^̂|

0ロロ

偏司
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ヽ

⊂王
=互

⊃

口 A

■ B
おⅨ辞●

アクティプウィンドウ

四 回

山コ
涯璧

血[憂b

クリックする場所はどこでもかまいません。｀`B:″ のウィンドウが ｀`A:″ のウィンドウの下から

少しでも見えていれば、その中のどこかをクリック して<ださい。すると、｀`B:″ のウィンドウがデ

スクトップの―番上 (手前)|こ 表示されて、アクティブウィンドウになります。

2つのウィンドウのサイズや位置|こ よつては、下にあるウィンドウが刀 ティブウィンドウ|こ ずっ

かり隠れてしまうこともあります。このような場合には、ウィンドウをクリックして、アクテイブウ

ィンドウを選択することはできません。

こういったとき|こ 便利なのが、アクティプウィンドウにある「 ウィンドウチェンジボックス」です。

「ウィンドウチェンジボックス」は、現在のアクティブウィンドウを重なつたウィンドウの一番後ろ

|こ もってゆ<の で、下|こ あるウィンドウが見えな<て もアクティブウィンドウを変えることができま

す。
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1.使用開始から終了きで

●アクティブウィンドウのウィンドウチェンジボックスをクリックしてください。

すると、重なったウィンドウがめくられたように、アクティブウィンドウが変わります。

ウィンドウチェンジボックスをクリックしたり、下|こ あるウィンドウを直接クリックしたりして、

アクティプウィンドウをいろいろ変えてみて<ださい。

(3)ウ ィンドウを閉じる
ここで、2つ開いているウィンドウのうち、｀`B:〃 のウィンドウを閉じてみましよう。開いている

ウィンドウを閉じるには、クローズボックスを使います。まず、｀`B:〃 のウィンドウをアクティブウ

ィン ドウ|こ してくだ
｀
さい。

●ポインタをクローズボックスの上|こ 置いて、マウス・トラックボールの左ボタンをクリックしてく

ださい。
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1.6 ウィンドウの使 い方

アクティブウィンドウの輔郭がみるみる小さくなり、もとのアイコンの中|こ 吸い込まれるよう|こ し

て消えてゆきました。これで、デスクトップに開いたウィンドウは1つ |こ なりました。

(4)ウ ィンドウのサイズを変える
開きたてのウィンドウは常|こ 一定の大きさですが、ウィンドウのサイズは、適宜変更することがで

きます。ウィンドウのサイズを変えるには、ウィンドウの右下または左上|こ あるサイズボックス、お

よび右上|こ あるズームボックスを使います。

サイズボ ックス ズームボックス CIE互亜⊃

■ A

サイズボックス
四 □

直コ
堰三璽

血邑

Ω 回 1胤:蕊 く《 禽 了

,,シ 灯 攣1為

由 日 姻 曰 回 回

旱

国

●ポインタをウィンドウの右下のサイズボックスの上|こ 置き、マウス・トラックボールの左ボタンを

押したまま右斜め下に動かして<ださい (ド ラッグ)。

ポ|タ ンを押したままマウス・トラックボールを動かしてい<と 、動かした位置を基準とした新しい

ウィンドウの輔郭が点線で描かれます。ボタンを離すと、ウィンドウはその位置で新しいサイズに変

わります。

このように、右下のサイズボツクスは、ウィンドウの上辺と左辺を固定したまま、サイズを変更し

ます。こね|こ 対して、左上のサイズボツクスは、ウィンドウの底辺と右辺を固定したまま、サイズを

変更 します。試してみてください。

●ポインタをズー△ボツクスの上に置いて、マウス・トラックボールの左ボタンをクリックして<だ
さい。
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1.使用開始から終了まで
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ウィンドウは画面全体|こ 広がります。このよう|こ 、ズームボツクスは、ウインドウのサイズを画面

いっぱい (ス クリーンサイズ)|こ します。もう一度ズームボックスをクリックすると、ウィンドウは

元の大きさ|こ 戻 ります。

2つのサイズボツクスと、ズームボツクスで、ウインドウのサイズをいろいろ変えてみて<ださい。

縮小や拡大など、自在に行うことができます。

(5)ウ ィン ドウを動かす
ウィンドウは、デスクトツプ上で自由に動かすことができます。ウィンドウを動かすには、そのタ

イトルバーの任意の場所をドラッグします (た だし、バー中のいろいろな ボ`ツクス″をクリックし

ないこと)。
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1.6 ウィンドウの使 い方

●タイトルバーをポイントし、マウス・トラツクボールの左ボタンを押したままウィンドウを目的の

場所までドラッグします。

ポインタの動き|こ つれて、ウィンドウの輔郭だけがヨ|きずられるよう|こ して移動します。マウスボ
タンを離せば、ウィンドウはその位置|こ 書き直されます。デスクトップ上のあちこちに、ウィンドウ
を移動させてみて<ださい。

目的の場所|こ 動かす前に、マウス・トラックボールのボタンを離してしまったときには、もう一度

そこから同じ手順でウィンドウを移動させてください。

(6)ウ ィンドウ内の情報をスクロールする
ウィンドウ内の情報量が多くて、ウィンドウ|こ 一度|こ 表示できないような場合は、ウィンドウの枠

|こ スクロールバーが現れます。ウィンドウからあ応ヽれた情報は、このスクロールバーを使って、上下

左右 にスクロールさせることができます。

●サイズボックスを使つてウィンドウを小さくして、中の情報がいくつか隠れるようにして<ださい。

|⊂互 亜
=)

■ A
スクロールボックス

スクロールバー

スクロールバー

スクロールボックス

四 國
山 コ
堰三妻

血曰

ウィンドウの右側および下倶」|こ ある棒状の部分がスクロールバーです。スクロールバーは、矢EDの

組み合わさつたスクロールボツクスと、その前後にある灰色の部分がらなります。

●ウインドウの下部 |こ あるスクロールボックス内の、右向きの矢[]を クリック します。

|⊂互亘亘亘)
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1.使 用開始から終了まで

すると、矢印 (→ )が黒<変 わり、ウィンドウの内容が左側|こ 流れて、隠れていたアイコンが右倶」

がら見えてきます。ボタンを押し続けると、押している間、ウィンドウは右方向|こ 一定速度でスクロ

ールしつづけます (ウ ィンドウの内容は左|こ 流ねてゆくよう|こ 見えますが、石万向をあらたに表示し

てゆ<、 という意味で、これを「右スクローリし」と呼びます)。 また、スクロールボックスも、バーの

中を右倶」|こ 移動 します。

この他、スクロールボックスの矢EDの万向|こ 従って、左、上、下の方向にも同じよう|こ スクロール

させることができます。

●ウィンドウの下部にあるスクロールボックス (矢 E日 以外のところ)をポイントし、左の万向|こ ドラ

ッグします。

ポインタの動きにつれて、スクロールボックスの輔郭が動きます。ボタンを離すと、スクロールボ

ックスはその位置|こ 移動し、それ|こ 伴い、ウィンドウ内の表示も対応する位置のもの|こ 変わります。

スクロールバー (灰色の部分)はフルサイズのウィンドゥ (ズームボックスでズームしたときのウ

ィンドウサイズ)|こ入る情報の長さを、スクロールボツクスは現在表示されているウィンドウの長さ

を表します。ですから、たとえば、フルサイズのウィンドウ情報の中間部分を見たい場合には、スク

□―ルボックスをスクロールバーの中央付近へ動かして<ださい。

●スクロールボックスの右倶」の灰色の部分をクリックします。

クリックした方向 (右側)|こ―瞬でスクロール し、それ|こ伴ってスクロールバー内のスクロールボ

ックスの位置も変わります。ウィンドウ内の表示はそのときのウィンドウの大きさ分だけ、クリック

した方向|こ 移動 します。

このよう|こ 、スクロールバーの中の灰色の部分を直接クリックしても、対耐 る位置のウインドウ

の内容を見ることができます。

以上で、ウィンドウの基本的な扱い方は習得できました。ウィンドウの開閉および移動やサイズ変

更、スクロールや刀 ティプウィンドウの選択……こねらのテクニックは、いずねもデスクトップ上

で作業を進めてゆく|こ あたって出要不可欠です。自由にウィンドウが扱えるようになるまで、十分操

作を繰り返してみてください。次の頂では、ウィンドウとコマンドメニューを使った、実際の作業の

進め方について説明します。
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16 ウィンドウの使い万

ディレクトリとは

「ディレクトリ」とは、ファィルやフォルダーの名簿です。デイスクフイコンをダブルクリ
ツクすると、デスクトツプ|こ「 ウィンドウ」が開きます。ウィンドウの中に表示された情報
が「デイレクトリ」と呼ばれるもので、そのデイスク|こ 入つている内容 (フアイルやフォル
ダー)の 一覧を表しています。

しかし、ディスクにしまうファイルの数が増えて<る と、1つ のディレクトリ(ウ ィンドウ)

でフアイル管理を行うことがしだい|こ 大変になってきます。このようなときには、ファィル
をいくつかに分類して、それぞれにディレクトリを持つことができると便利です。これは、
いつてみればたくさんの書類を用途別|こ 分けて、フオルダーにしまうのと一緒です。

すなわち、フォルダーはフアイルを整理するための入れ物です。デスクトップでは、ぬ要
|こ 応じて自由|こ フォルダーを作り、その中|こ フアイルをしまうことができます (「2.3ニ ュ

ーフォルダーアイコン」参照)。

もちろん、フォルダーの中の「 ディレクトリ」を見ることもできます。フオルダーのディ
レクトリを見るには、ディスク全体のディレクトリを見るときと同じように、フォルダーの

アイコンをダ
｀
ブルクリックします。フォルダーごとのウィンドウが開いて、そのフォルダー

|こ 入つているファイル (や フォルダー)が表示されます。もちろん、フォルダーの中|こ ある
フォルダーも、その中|こ フアイル (やフ/1ルダー)を 入れられるので、その「デイレクトリ」
を見ることができます。

このように、ディスクには複数の「ディレクトリ」が存在します。すなわち、それだけフ
アイルをしまう場所がある、ということです。複数のディレクトリは、箱の中に箱があり、
その中|こ また箱がある ……・という形 (※ )に なつており、フアイルはどの箱|こ 入つていても
がまいません。同じ箱 (デ ィレクトリ)の中には、同じ名前のファイルを入れることはでき
ませんが、違う箱の中であれば、同名のフアイルをしまうこともできます。

※このような形のディレクトリ群は、それぞれが何層|こ も重なつて存在するので、「階層ディ

レクトリ」と呼ばれています。フォルダーを作るごとに新しいディレクトリが新しい「階
層」となり、その中のフアイル (や フォルダー)を 管理するわけです。「階層ディレクトリ」
|こ ついての詳細は、別冊の「 Human68kユーザーズマニュアル」を参照して<だ さい。

f-t=<v2t-r)
f-l>v<tv

階層0 階 層 1 階層2 階層3

BASiC.×
BASiC

丁ES丁 .BAS

卜(¥) LETTER 月間予定 .DOC
NT

報告書 DOC
TEXT

COMMAND.X MEMO.DOC

FORMAT.X
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1 使用開始から終了まで

1.7 コマンドメニューの使い方

ロ コマンドメニユーとは

デスクトップ|こ は、ウィンドウやアイコンの他にも、作業|こ 用いる 道`具″が用意されています。

これが「コマンドメニユー」です。コマンドメニユーは、デスクトツプ上で使える命令 (コ マンド)

を、メニュー形式でまとめたものです。このメニユーは、常に画面に用意さねているものではありま

せんが、必要なときに画面|こ表示させることができます。

ポインタがアイコン領域以外のどこを指していてもかまいませんので、マウス・トラックボールの右

ボタンを押えてみてください。ポインタのすぐ下の位置 |こ メニユーボツクスが表示さねます。メニユ

ーボックス内の、 l`nfOrmatiOn″ O`pen″ ｀`Rename″ ｀`Look Name″ ｀`Look Date″ L`ook Size″

｀`
sOrting′

′` W`‖ d Card″ E`xit″ というメニューが、それぞれの作業を実行する命令 (コ マンド)で

す。

以上の 9つ のメニューは、いつでも実行できるわけではありません。そのとき実行することのでき

ないコマンドは、メニューの中で点線表示されます。各コマンドを確認 したら、マウス・トラックボ

ールは動がさずlこ 、そのままボタンを離してください。

このよう|こ 、コマンドメニューは、マウス・トラックボールの右ボタンを押すこと|こよって、デス

クトップ上に表示されます。ボタンを押したままポインタをドラッグして、目的のコマンドの上が反

転したところでボタンを離せば、そのコマンドが選択されます。ただし、選択できるコマンドは、実

線ではっきりと表示されたものだけです。点線で表示されているコマンドは、選択することができま

せん (反転表示されません)。

次に、各コマンドの機能と使い方を説明しましよう。
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1.7 コマンドメニユーの使い万

(1)lnbrmation(フ アイル情報の表示 )

!`nfOrmatiOn″ は、フアイルやフォルダーのサイズ (大 きさ)や作成・更新日時など、そのフアイ

ル (フ ォルダー)|こ 関する様々な情報を表示するコマンドです。フアイル情報を見るには、次のよう

|こ してください。

④まず、目的のフアイル (フ ォルダー)の アイコンを、マウス・トラックボールの左ボタンでクリッ

クして<ださい。すると、選択されたフアイル (フ ォルダー)が黒<表示されます。

選 択 さ れ た フ ァイル
⊂

==亜
∋

■A

圏回

直 コ
埋Ξ妻

血圧B

1蕊 軒 《 倫 熙

ン ,シ 珀 卿 罰 鳳

∝1'●  ●1し ヽ 前 に い 0,■海 .mi :n 薦 ,̀

Ω

□ 『≡]
[] □ 「冨¬

哩L」 □嗣 曰

②適当な場所で、マウス・トラツクボールの右ボタンを押してコマンドメニューを表示させてくださ

い。｀`!nfOrmation〃 は実線で表示さねています。ボタンを押したまま、ポインタを l`nformatlon〃

までドラッグさせて<だ さい。
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1.使用開始から終了まで

③ l`nformation″ が黒く反転さねたら、マウス・トラックボールのボタンを離して<ださい。する

と、次のように、目的のファイル (フ ォルダー)の情報を表示したウィンドウが開きます。

bり tes)

12:00:00

Ω く《(
∝Ep.SYS思

シ

編調
喧コ

句
ヨ

Ｆ

」

⊂
=⊃

念 熙蕊 蕊

フイル名 TI■[.Sヽ
サイズ 7K("12

87/05/15
合:¥

|⊂互亜亜亜⊃

■ A
疇■お餞

アイコンの形

テ ィ

圏 回

|□□
1埋雪

フアイ

フアイ

フ

面E動

※ バス名|こ ついて詳し<は 、別冊の「 Human68kユーザーズマニュアル」を参照して<ださい。

④ファイル情報を確認したら、｀`OK″ をクリックしてウィンドウを閉じて<ださい。

(2)Open(フ ォルダーのウィン ドウを開<)
O`pen〃 は、指定したフォルダーのウィンドウを開いたり、指定したフアイルを実行したりするコ

マンドです。フオルダーを指定してコマンドメニューがら O`pen″ を選択すると、デスクトツプ上|こ

そのフォルダーのウィンドウが開きます。ファイルを指定して｀`Open″ を選択すると、それが実行で

きるフアイル (アプリケーシ∃ンのファイルやOSの コマンドファイルなど)だったら、そのフアイ

ルのプログラムが実行されます。指定したファイルが実行できないフアイル(テ キストフアイルなど)

の場合は、「このフアイルは実行できません」というメッセージが表示されます。
｀`Open〃 は、次のような手順で使用 します。

①まず、目的のフォルダー (ま たはフアイル)の アイコンを、マウス・トラックボールの左ボタンで

クリックして選択 して<だ さい。

②適当な場所で、マウス・トラックボールの右ボタンを押 してコマンドメニューを表示させて<ださ

い。
｀`Open〃 は実線で表示されています。ボタンを押 したままで、ポインタを ｀`Open〃 までドラ

ッグして<だ さい。
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1.7 コマンドメニューの使い万

③ ｀`Open″ が黒<表示されたら、マウス・トラックボールのボタンを離して<ださい。すると、指定

したフォルダーのウィンドウが開さます (フ アイルを指定した場合、そのフアイルのプログラムが

実行されるか、「このファイルは実行できません」というメッセージが表示されます)。

■ A

フォルダー ウィンドウ

圏 國

□
運]
血 邑

１

．
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く
く

団
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‐
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凸 職 、亭 合 、昌 爾 聾

ぶ 甲 旦 Q昌 口聰 ε紬

ι 1ヽ蒻 轟 浴 踵、3

O`pen〃 を使わず|こ 、直接目的のフォルダー (ま たはフアイル)のアイコンをダブルクリックして

も、全<同 じ結果が得られます。
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1.吏用開始から終了まで

(3)Rename(フ アイル名の変更)

｀`Rename″ は、指定したファイルの名前を変更するコマンドです。フアイル名の変更は、次のよ

う|こ 行います。このとき、ディス例こライトプロテクトシールを貼っていると、ファイル名の変更を

することはできません。

①まず、名前を変更したいファイルを、マウス・トラックボールの左ボタンでクリックして<ださい。

すると、選択されたフアイルが黒く表示されます。

②適当な場所で、マウス・トラックボールの右ボタンを押して、コマンドメニューを表示させて<だ

さい。｀`Rename〃 は実線で表示されています。ボタンを押したままで、ポインタを ｀`Rename″ ま

でドラッグさせてください。

③ ｀`Rename″ が黒<反 転されたら、マウス・トラックボールのポタンを離して<ださい。すると、

次のようなウィンドウが開きます。

④新し<付けるフアイル名をキーボードから入力して<ださい。フアイル名は半角文字で 18字 (全角

文字で 9字)ま での範囲で付けることができます。ただし初めの 8宇 (4字 )ま でしか区別されま

せん。

⑤名前を付けたら、リターンキーを押すが、｀`OK″ をマウス・トラックボールの左ボタンでクリック

して<ださい。 R`ename″ のウィンドウが閉じ、目的のフアイルの名前が、新たに入力したもの

|こ 変わります。

※名前のつけ替えを中止する場合は、` C`ANCEL″ をクリック して<ださい。何も入力 しないでリター

ンキーを押しても、名前の付け替えを中止することができます。

現在のファイル名

新しいファ
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1.7 コマン ドメニューの使い万

卸 Look Name、 Look Date、 Look Size(ア イコン表示形式の設定)

｀`Look Name″ ｀`Look Date〃 ｀`Look Slze″ は、ウィンドウ内のアイコンを、それぞれ名前・日

付・大きさと共に表示するように設定するコマンドです。

通常、ウィンドウ内のアイコンは、そねぞれのフアイルやフォルダーの名前と共に表示されていま

すが(` L`ook Name″ )、 名前の代わりに、各フアイルやフォルダーの作成/更新日時(` Look Date″ )

や、K=1024バ イト単位のファイルサイズ (` Look Size″ )を表示させることができます。

いずれの表示形式も、コマンドメニューから該当するコマンドを選択して用います。まず、表示形

式を設定したいウィンドウを開いてから、マウス・トラックボールの右ボタンを押してコマンドメニ

ューを表示し、そのままポインタをドラッグして L`ook Name″ (名 前)、
｀`Look Date〃 (日 付)、

L`ook Size″ (大 きさ)の 中から、目的の表示形式を選択して<ださい。

ウィンドウ内のアイコン表示のようすは、たとえば次のよう|こ なります。これらは例ですので、実

際のウィンドウの内容と異なる場合があります。

● Look Name(名 前表示 :通常の表示形式 )

|⊂互
=憂

E)

象

Ａ
●
　
“

■

』

● Look Date(日 付表示)

⊂
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⊃
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1.使 用開始から終了まで

● Look Size(サ イズ表示)

⊂
==互

⊃

口 A

四 國

白 コ
手事じ
こコ

(5)So面 ng(フ イコンの並び替え)
｀`

Sorting″ は、ウインドウ内のアイコンを、ある一定の順序 |こ 従って並び替えるコマンドです。並

び替えの順序は、そのときのウィンドウのアイコン表示状況 |こ よって異なります。

● ヒЮk Name(名 前表示 :通 常の表示形式)

通常のアイコン表示形式で｀`Sorting″ を実行すると、各アイコンがそのフアイル名(フ ォルダー名)

のアルフアベットll贋で表示されます。

※アルフアベットの大文字は、小文字より先 |こ 表示されます。

● Lα)k Date(日 付‐表示 )

L`ook Date〃 モードで ｀`
Sorting″ を実行すると、各アイコンがそのフアイル (フ ォルダー)の

作成/変更日付順で表示され意す。最も新し<作成/変更されたファイル (フ ォルダー)のアイコン

が最初|こ 表示されます。

● Look Size(サ イズ表示)

｀`Look Size″ モードで S`Orting″ を実行すると、各アイコンがそのファイルのサイズ順で表示さ

れ志す。最も大きいサイズのフアイルが最初に表示されます。フォルダーは一番最後に表示されます。

並び替えを行うには、次の手順に従って<ださい (画面は、通常の表示モードで並び替えを行った

場合のものです)。

Ω (図 蕊 蕊 く《 倫 シ
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回 国ヽ□ □ 回銅 曰
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1.7 コマンドメニューの使い方

④目的のウィンドウを開き、並び替えを実行したいアイコン表示モードを選択して<ださい (前 述の

「 (4)Look Name、 Look Date、 Look Size」 参照 )。

②マウス・トラックボールの右ボタンを使つて、コマンドメニューから S`ortlng〃 を選択してくださ

い。

③ボタンを離すと、一瞬のうちに並び替えが行われ、ウィンドウ内のアイコンは新しい位置で表示さ

れます。
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1.使用開始から終了まで

(6)Wild Cad(フ アイルの検索)

W`‖ d Card″ は、ウィンドウ内に表示されたフアイルやフォルダーのアイコンの中から、名前を

指定したフアイル (フ ォルダー)だけを選択して表示させるコマンドです (指定した名前を検索して、

該当するファイル(フ ォルダー)が見つがれば、そのアイコンを表示します)。 フアイルの検索は、次

のよう|こ 行います。

①まず、フアイルの検索を行いたいウィンドウを開いてください。

②デスクトップ上の適当なところで (ど こでもがまいません)、 マウス・トラックボールの右ボタンを

使って、コマンドメニューがら W`‖ d Card′′を選択して<だ さい。

③すると、次のようなウィンドウが開きますので、検索したいフアイル名 (ま たはフォルダー名)を

キーボードから入力して<ださい。ファイル名の指定万法|こ ついては、本章末尾のコラムを参照し

てください。

④ファイル名 (フ ォルダー名)を入力したら、リターンキーを押すか、` OK″ をマウス・トラックボ

ールの左ボタンでクリックしてください。 V`V‖ d Card″ のウィンドウが閉じ、 該当するフアイル

(ま たはフォルダー)の アイコンが最初のウィンドウ内に表示されます。

※検索を中止する場合は、` CANCEL″ をクリック してください。何も入力しないでリターンキーを押

しても、フアイルの検索を中止することができます。

該当するフアイルが見つからない場合、ウィンドウ内は空になります。もとのウィンドウを表示す

るには、一度ウィンドウを閉じ、改めてウィンドウをオープンするか、もう一度 W`‖ d Card″ を実

行して、検索するファイル名|こ「 *.*」 を指定 して<だ さい (フ ァイル名|こ「 *.*」 を指定する

と、「 すべてのファイル」という意味|こ なります)。

検索ファイル
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1.8 作業の終了

(7)Exit(ビ ジュアルシェルの終了)
｀`

Exit〃 は、ビジュアルシェルを終了するコマンドです。ビジュアルシェルを終了すると、画面は OS
(Human68k)のコマンドモー ドになります。

ただし、｀`
Exit″ は、常に選択できるわけではありません。｀`

Exit″ を使つてビジュアルシェルを終了

できるのは、コンピュータをコマンドモードで起動 したときです。ふつう|こ コンピュータを起動 する

と、自動的にデスクトップ画面が表示されてしまい、コマンドモードには入りません。｀`
Exit″ を使う

には、コンピュータの起動時|こ コマンドモード|こ入るように設定しておく以要があります。

コマンドモードの概要および起動時のモード設定の方法|こ ついては、第3部「3.デスクトップを使

わない操作」で説明していますので、そちらをご覧ください。

コマンドメニューがら｀`
Exit″ を選択すると、開いていたウィンドウがすべて閉じられてからデスク

トップが消え、画面は次のよう|こ なります (Human68kの コマンドモード画面)。

n刈

1.8 1乍 業の終了

デスクトップ上での作業が終わったら、すべてのウィンドウを閉じ、フロッピーディスクをディス

クドライプから取り出してから、コンピュータの電源を切ってください。正しい終了の手順は、以下

のとおりです。

④ディスクの入っているディスクアイコンを、マウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表

示されるメニューから｀`Close/Elect〃 を選択してください。すると、指定したデイスクのウィンド

ウが閉じられ、続いてそのディスクがドライプがらイジエクトされます。同時に、画面のアイコン

領域から、対応するディスクアイコンがなくなります。
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1 使用開始から終了まで

國

□
事3こ
と コ

血 邑

②すべてのディスクがイジエクトされていることを確かめてから、コンピユータ本体の電源スイッチ

および周辺機器の電源を切ってください。

◎完全|こ電源を切るとき|こ は、コンピュータ本体の後面|こ あるメイン電源スイッチを切って<ださい。

ただし、メイン電源スイッチを切ると、タイマー機能やキーボードからのテレビコントロール機能

(専用ディスプレイテレビ使用時)を使うことができな<な ります。

電源の切り方|こ ついて詳し<は 、「1.1(3)電源を切る (OFF)」 を参照してください。
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1 8 作業の終了

ファイルの指定方法

フアイルを指定 する場合 |こ は、特 定の 1つ のフアイル を指定する場合 と、複数のフアイル を

同時に指定する場 合 とがあります。

1つ のファイル を指定するときには 、ファイル名 をよ <確 がめて、目的の フアイルを正 し<
指定 してください。

複数のフアイル を指定するとき |こ は、「 ワイル ドカー ド」と呼ばれる記号 を用います。 ワイ

ル ドカードとは、フ アイル名を構成 す る文字の代わ り |こ 用 いる一種の代 用文字で、
｀`

?〃 と
｀`*″

の 2種類があ ります。
｀`

?〃 は任意 の半角文字 1文 字 を 、｀`*〃 はあらゆ る文字列 (文字がな

くてもよい)を 表 しますので、これ らを普通の文字 と組 み合わせることによって、複数のフ

アイルを様々に指定 することができ ます。たとえば 、

ABC?E.×

というファイル名 を用いた場合、

ABCDE.X
ABC2E.X
ABCテE.X

などのフアイルがすべて当てはまります。また、

SAMPLE.*

では、拡張子はなんでもかまわなしヽ (な くてもよい)わ けで、

SAMPLE.BAS
SAMPLE.DOC
SAMPLE

などが含まれます。

このように、ワイルドカードを使用すれば、その条件 にあつたすべてのフアイルを一度 |こ

指定することができます。コマンドメニューで｀`Wild Card″ (フ アイルの検索)を実行する

ときなど|こ 、有効 |こ 利用して<だ
｀
さい。なお、ワイル ドカード|こ ついての詳細は、別冊の

「 Human68kユ ーザーズマニュアル」の第 3章 をご覧<ださい。

79



各種のアイコンの使い方

2.1 ・ディスクアイコン

コンピュータを使うの|こ 、「デイスク」は欠がすことのできないものです。コンピュータを動か売

めに動要なプログラムも、コンピュータを使った結果である様々なデータも、すべてがこの「デイス

ク」|こ収められているのです。

「ディスクアイコン」は、こういつたデイスク内の情報を扱うためのアイコンです。

(1)アイ コ ン の 形

ディスクアイコンは、アイコン領域のディスクエリアの中|こ あって、文字通リフロッピーデイスク

の形をしています。ディスクエリァは、ディスクごとに用意され、それぞれドライブ名で区別されま

す。

ディスクエリア内の様子は、たとえば次のよう|こ なっています。

ディスクアイコン

ー

ドライブ名

Human61k ュ ー ム名

ディスクフイコン

フロッピーディスクを表し、ダブルクリックするとウィンドウを開きます。ウィンドウを開いてい

るディスクのディスクアイコンは、次のような形になります。

■A

籠
ドライプ名

ディスクの入っているドライブ名 (こ の場合「 A」)を表します。表小されるドライブ名は、デスク

トップで区別 しているドライブ名です。すなわち、ドライブ0な ら「 A」 、ドライブ 1な ら「B」 が

表示されます。ドライブ CIま「 RAM(ラ ム)デ イスク」と呼ばれ、コンピュータ内のメモリの一部

をディスクドライブと同じよう|こ使った 仮`のディスク″です。RAMデ ィスクの中|こ は、フロッピ

ーディスクと同じように、フアイルやフォルダーなどを収めることができますが、電源を切るとそ

の内容は失われてしまいますので注意して<ださい。

起動したばかりのときには、RAMデ ィスクの中|こ は何も収められていません。

※同梱のシステムディス例こは、RAMデ ィスクが登録されていません。RAMデ ィスクを登録する万

法|こ ついて詳しくは、別冊の「 Human68kユ ーザーズマニュアル」を参照して<ださい。
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2.1 ディスクァィコン

ポリューム名

ディスクに付けられている名前を表 します。

なお、使用するフロッピーディスクが、ライトプロテクト (書き込み禁止)されていると、ディス

クアイコンは次のような形で表示されます。

―

切込みがふさがれている

ライトプロテクトとは、フロッピーディスクの保護処理の 1つで、そのディス例こ対するデータの書
き込みを禁止することを言います。ライトプロテクトされたディスクは、データを読むことはできま

すが、その内容を変更(データの追加、変更、消去)す ることはできません。5イ ンチのディスクをラ

イトプロテクトするには、ディスクの右横にある切込みをシール (光 を通さないもの)で ふさぎます。

(2)デ ィスク内の情報を見る (ディスクのウィンドウを開<)
デイス例こどういう情報が入つているが見るためには、目的のデイスクのディスクアイコンをダブ

ルクリックして、ウィンドウを開きます。ただし、すで|こ ウィンドウを開いているディスクのディス

クアイコンは、夕
|しブルクリックしてもウィンドウを開き讀せん。

ここでは、システムディスクの内容を調べてみましよう。次の手順|こ 従ってください。

① (デ ィスクアイコン Aの形が変化していないことを確かめて)デ イスクアイコンAをダブルクリッ

クしてください。

②デイスクアイコン Aの 形が変わり、デスクトップ上|こ 、システムデイスクのウィンドウが開きま

す。
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2 各種のフイコンの使 い万

これで、ディスク内の内容を確かめることができます (な お、後述の「 デイスクメニュー」を使つ

て、目的のディスクのウィンドウを開<こ ともできます )。

ウィンドウ内|こ は、いろいろな形のアイコンがあります。これらの 1つ 1つが、デイスク|こ 入ってい

る情報を表しています。フイコンの形と種類については、「1.5(2)ウ ィンドウ内のアイコン」を参照

して<だ さい。

アイコンの下には、それぞれのフアイル (ま たはフォルダー)のG前が表示されています。この名

前とアイコンの形で、各フアイル (ま たはフォルダー)の区別を行います。また、アイコンの名前が

長いと、隣のアイコンの名前と重なって見えなくなって しまうことがあります。

(3)デ ィスクメニューの使 い方

ディスクアイコン|こ ポインタを重ね、そこでマウス ・トラックボールの石ボタンを押すと、ポイン

タのすぐ下|こ い<つ がメニューが現れます。これらのメニューは、ディスクを操作するための様々な

機能 (デ ィスクのィジェクト、ディスクのフォーマット、インフォメーシ∃ンなど)を 使うためのも

ので、「デイスクメニュー」と呼ばれます。

ディスクメニューは、その中から出要な命令を選択することによって使用 します。ただ し、点線で

表示されたメニューを選択することはできません。次の手順|こ 従つて<ださい。

④ポインタを、ディスクアイコン Aの上に重ねて<だ さい。

②その位置で、マウス・トラックボールの右ボタンを、しばら<押 したまま|こ して<だ さい。

ポインタのすぐ下|こ 、いくつかのメニューが現れます。

③ボタンを押したまま、マウス・トラックボールをドラッグさせ、メニューを1つ ずつポイントしてみ

てください (ボタンは離さないこと)。

ポイントされたメニューのうち、選択可能なものだけが黒い反転表示|こ 変わります。

④ここでは、｀`Close/Elect〃 を選択してみましょう。ボタンを押したまま、ポインタを C`lose/

Elect″ の上|こ 運び、そこでボタンを離して<ださい。
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2.1 ディスクァィコン

偏
:司

И̂ ~̂|
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咀 ヽ

ロ

」一

デ イ ス ク ア イ コン Aが消 え る

圏 ロ

直コ
イ亭L
にコ

血E動

ドライブA(ド ライブ 0)に入っていたディスクが自動的|こ イジエクトされ、アイコン領域からドラ
イブ Aのディスクアイコンが消えます。このよう|こ 、実行したい命令が黒<反転表示されたときにボ
タンを離すと、その命令が選択されます。

命令を選ぶ作業を途中で中止したい場合は、ポインタをメニユーの枠の外に動かして<だ さい。ポ
インタがメニューの外側|こ あつて、まだ命令が反転表示されていないときにマウス・トラツクボール
のボタンを離せば、何も選択されません。

メニュー内の各命令の機能は、以下の通りです。

・:nforrnation

指定されたデイスクのドライブ名、ポリューム名 (デ ィスク名)、 ディスクの全容量および使用容
量、残り容量、ライトプロテクトの有無などの情報を表示したウィンドウを、デスクトップ上|こ 開
きます。見終つたら、｀`OK″ をクリツクして、インフォメーションのウィンドウを閉じてくださ
い。
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2 各種のアイコンの使 い万

・ ()pen

指定されたディスクのウィンドウをデスクトツプ上|こ 開きます。デイスクアイコンを直接ダブルク

リックしても、ウィンドウを開<こ とができます。

Close//Elect

指定されたディスクを、ドライブがら自動的|こ イジェクトします。同時|こ そのデイスクを表すデイ

スクアイコンがアイコン領域がらなくなります。このとき、指定さねたディスクのウインドウはす

べて閉じられます。

Volume Narrle

指定されたデイスクのポリユーム名 (デ イスク名)を付け変えます。この命令を選択すると、現在

のボリューム名を表示すると共|こ 、新しいボリューム名を聞いてきますので、半角文字で 18文 字

(漢宇などの全角文字で9文字)以内の名前をキーボードがら入力して<ださい。漢字などの入力万

法|こ ついては、第 3部「1.日 本語を入力する」を参照して<だ さい。

なお、ライトプロテクトさねたデイスクのボリューム名を付け変えることはできません。

・Format

指定されたデ イスクを、フォーマ ッ ト (初 期化)し ます。

新品のディスクは、そのままでは使用することができません。デイスクを1冊 のノート|こ たとえれ

ば、新しいディスクはただの紙の東のようなものです。これをノートとして使うため|こ は、まず紙

をとじて冊子|こ し、中|こ 罫線を引<な どして、ノートとしての体裁を整えなけねばなり意せん。こ

のよう|こ 、中|こ データを書き込めるよう|こ 準備を整える作業ど、ディスクのフォーマット(初期化)

です。一度もフォーマットされていないディスクは、ディスクドライブに挿入した時点で検出され

ます。このとき画面には、そのディスクをイジェクトするがフォーマットするかをたずねるウィン

ドウが表示さねますので、ウィンドウ内のメッセージ|こ 従って、処理を決めてください。

この「Format」 では、指定したドライブ|こ 入ったデイスクをあらためてフォーマットします。フオ

Ｘ・一
挙
螂̈

國
い

Ω
い
灯
¨
曲

．∝

ノ
ア

ふ
、Ｃ

倫グ
ヽ

И
Ｎ

{mn68k現在のポリューム名

新しいポリューム名

⊂
=⊃

臥
ヽ

　
書
¨

Ａ

市
¨
Ｂ

Ｇ
一

饉

睡
一
饉

ｍ
一

‐ヽ

國

直 ■
ィンドウ

堰三}

醜 ≡ふ

84

ボ1リ



21 ディスクァィコン

―マットしたい目的のデイスクが入ったディスクアィコンのメニューから、｀`Format″ を選択する
よう|こ して<ださい。ただし、ライトプロテクトさねたディスクをフオーマツトすることはできま
せん。

ディスクをフオーマットする |こ は、次の手順に従ってください (こ こではドライ:ブ Bのデイスクを
フオーマツトしています)。

④ Formatを 選択すると、｀`ディスクをフオーマツトします〃というメツセージが表示されます。フォ
ーマットすると、そのデイスクの中に入つている情報はすべて消えてしまいますがら注意して<だ
さい。

②ほんとうにそのドライブのデイスクをフォーマツトしてもよいがどうが確認してから、 O`K〃 をク
リックして<だ さい (こ こで ｀`CANCEL〃 をクリツクすれば、フオーマットを中止することができ
ます)。 すると、再度確認のメッセージが表示されます。

ディスクをフォーマットします
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2.各種 のアイコンの使い方

◎ O`K″ をクリックすれば、デイスクのフオーマツトが開始されます (フ ォーマットを中止する場合

は、｀`CANCEL″ をクリックしてください)。

2.2 コピーアイコン

「コピーフイコン」は、その名の通り、ディスクやフォルダーやフアイルを自由に複写するアイコン

です。コピーするものは、フアイルでもフォルダーでもディスクでもかまいません。

(1)ア イ コンの形

コピーアイコンは、次のような形をしています。

ただし、コピーアイコンを使用すると、次のよう|こ コピーアイコンがら紙ゃディスクが出ます。こ

の紙やディスクをドラツグしてコピー先|こ移すまで、次のコピーはできません。

(2)フ ァイルのコピー

ファイルのコピーは、次の手順で行います。

④コピーしたいファイルのアイコンの上|こ 、ポインタを重ねます。
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2.2 コピーァィコン

②その位置でマウス・トラックボールの左ボタンを押し、ボタンを押したままの状態で、ファイルの

アイコンをコピーアイコンの上まで、ドラッグしてきて<ださい。コピーアイコンがら紙が出ます。
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紙 が出 る

この「紙」をコピー先|こ 運びます。紙の上でマウス・ トラックボールの左ボタンを押すと、コピー

したファイルの名前が表示されます。
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コピーしたフアイルの名前

血E動

③コピーアイコンから出てきた紙 (コ ピーされたフアイル)の上|こ ポインタを持ってきてください。

④その位置でマウス・トラツクボールの左ボタンを押し、そのまま「紙」のアイコンを、収めたいウ

ィンドウの中までドラッグしてください。
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2各 種のアイコンの使い万

※このとき、も ともとコピー した いフアイルが収め らね ていたウイン ドウ に、そのまま「 紙 」 を収め

ることはでき ません。この場合 、画面に、次 |こ 実行 できる項目がい<つか表示され意すので、その

中から最も適 した処理を選択 して<ださい。

⑤ボタンを離すと、そのウィンドウにコピーされたフアイルが収められます。このとき、ドラッグし

た四角い点線は「ファイル」のアイコンに変わり意す。コピーアイコンの方の紙はな<な ります。
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◎コピーされたファイルのファイル名は、コピー元ファイルのファイル名と同じです。新た|こ ファイ

ル名を付ける場合には、コマンドメニューから ｀`Rename〃 を選択して、適宜名前を付け変えて<
ださい (コ マンドメニューは、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、デスクトツプ上に表

示さねます)。
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2.2 コピーアイコン

(3)フ ォルダーのコピー
コピーフイコンでは、フアイルと同じ手順でフォルダーもコピーすることができます。フォルダー

をコピーすると、その中|こ あるフアイルは、そのま訳一緒にコピーされますが、その中にあるフォル

ダーはコピーされません。コピーするフォルダーの中にフォルダーがあると、コピーアイコンは中の

フォルダーを無視してコピーを実行し訣す。その結果、コピーされたフォルダーの中には、ファイル
だけしか入つていないことになります。中のフォルダーをコピーしたいときには、あらためてそのフ

ォルダーを1つずつコピーして<ださい。

フォルダーのコピーは、次の手順で行います。

①コピーしたいフォルダーのアイコンをドラッグして、コピーアィコンの上まで運びます。

②マウス・トラックボールのボタンを離すと、コピーアイコンから紙が出ます。この場合、「紙」はコ

ピーされたフォルダーです。紙の上でクリックすると、コピーしたフォルダーの名前が表示されま

す。

③コピーアイコンがら出てきた「 紙」(コ ピーされたフォルダー)を ドラッグして、収めたいウィンド

ウの中まで移動して<だ さい。

※コピー元のフォルダーが入っているウィンドウ|こ 、コピーしたフォルダーをそのまま収めることは

できません。この場合、メッセージと共に、次に実行できる項目がい<つが表示されますので、そ

の中から最も適した処理を選択して<ださい。

④ボタンを離すと、そのウィンドウ|こ コピーされたフォルダーが収められます。このとき、ドラッグし

た四角い点線|ま「 フォルダー」のアイコンに変わります。

⑤コピーされたフォルダーの名前は、コピー元フォルダーの名前と同じです。

コピーが完了したら、そのフォルダーをダブルクリツクして、内容を確1認 してみてください。

四 ディスクの コピー

「コピーアイコン」では、デイスクをコピーすることもできます。デイスクのコピーは、と<に ディ
スクのバックアップ (複製)を作るときに便利です。不注意な操作や、停電などの不慮の事故|こ 備え
て、大切なディスクには、勤ずバックァップを作っておきましょう。

※ただし、コピーできるのは2HDのフロッピーディスク間だけです。異なるメディア(RAMデ ィス

クを含む)|こ はコピーできません。

ディスクのコピーには、コピーする元となるデイスクと、コピーする先となるデイスクが必要|こ な

りまず。コピー先のデイスク|よ 、新 しいものでなくてもかまいませんが、一度フオーマツトされたも

のでないといけません (フ オーマットについては本章の「 2.1(3)デ ィスクメニューの使い万」を参

照)。

フオーマツトされていないデイスクをコピー先のディスクとして用いようとすると、そのディスク

がドライブに挿入された時点で、画面 |こ デイスクをフオーマツトするがどうがたずねるウィンドウが

表示されます。ウィンドウ内のメツセージ|こ 従つてディスクをフオーマツトしてから、ディスクコピ

ーを行うよう|こ してください。

「 コピーフイコン」は、ディスクをまるごとコピーしますので、コピー先のディスクに入っていた情

報は消され、すべてコピー元のデイスクの内容|こ 変わつてしまいます。コピーを開始する前 |こ 、コピ
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2 :各 種のアイコンの使 い万

―先のディスク|こ 嚇要な情報が入っていないがどうか確認するよう|こ して<ださい。

ディスクをコピーする手順は、次のよう|こ なります (こ こではドライブ Aのディスクをドライブ B

のディスク|こ コピーしています)。

①コピーする元となるディスクのアイコン (こ の場合ディスクアイコン A)を ドラッグして、コピー

アイコンに重ねて<だ さい。すると、コピーアイコンがらディスクが出ます。この「ディスク」が

コピーされたデイスクです。ディスクの上でクリックすると、コピーしたディスクのドライブ名が

表示されます。

‘

出́
　
く
く

鰤

口A

■B

コピーしたディスクのドライブ名

血 邑

②このディスクをドラッグして、コピーする先のディスクのアイコン(こ の場合ディスクアイコン B)

まで移動して<ださい。
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」飢軸‐‐‐‐‐‐‐‐輌
｝出］ユ甘

」呻

１

田́
　
く
く

嘲

90



⊂
=⊃

C亜亜⊃

ドライブAの 内容を
ドライブBに コピーします

22 コピーァィコン

③マウス・トラックボールのボタンを離すと、次のようなメッセージが表示されます。

④コピー元デイスクのドライブとコピー先ディスクのドライプを確認して、コピーを実行してもがま

わなければ O`K″ をクリックして<ださい (こ こで C`ANCEL″ をクリックすれば、コピーは中

止されます)。

⑤すると、再度確認のメッセージが表示されます。コピーを実行する場合は ｀`OK″ をクリックしてく

ださい (コ ピーを中止する場合は ｀`CANCEL〃 をクリックしてください)。

ドライブBのすべてのデータが削除されます
思い直すつもりはありませんか

、(=亜こ
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2.各種のアイコンの使い万

◎これで、ディスクのコピーが行われます。コピー作業中は、画面に「 ディスクコピーを実行中です」

というメ ン`セージが表示されます。

コピー先ディスクのアイコンのボリューム名 (デ ィスク名)は 、コピー元デイスクのアイコンのボ

リユーム名 (デ イスク名)と 同じ|こ なります。新た|こ ボリューム名を付ける場合には,ディスクメ

ニューがら ｀`VOlume Name″ を選択して、適宜名前を付け変えて<ださい (目 的のデイスクアイ

コンをポイントしてマウス・トラックボールの右ボタンを押すと、ディスクメニューが表示されま

す)。

また、ディスクだけは、コピーアイコンを使わずにコピーすることもできます。コピーしたい (コ

ピー元の)デ ィスクアイコンを、コピー先のデイスクアイコン|こ 直接ドラッグし、重ねればよいので

す。ここではドライブ Aの ディスクをコピー元、ドライブ Bのディスクをコピー先として、作業の手

順を説明します。

①アイコン領域|こ あるドライブ
｀Aの アイコンにポインタを重ねます。

②マウス・トラックボールの左ボタンを押して、そのままドライブ Bのアイコンのところまでドラッ

グして<だ
｀
さい。

Ω 図 1黒:濡 く《 倫 シ

了 ,シ 猾 欄仰1罰 鳳

由 日 肉 曰 回 □ 国
mSiC  橋饉

圏回

直 コ

『
覇こ

とコ

血ED

◎2つのディスクアイコンが完全に重なり合つたところでマウス・トラックボールのボタンを離す

と、画面|こ コピーアイコンを使つ賜 含と同様、「 ドライブAの 内容をドライプ BIこ コピーしてい

ます」というメッセージが表示されます。以降の手順は、コピーアイコンを使つた場合と同じです。

④コピーが終了すると、アイコン領域|こ あるコピー先ドライブ(B)のディスクアイコンのポリューム

名が、コピー元ドライブ (A)のディスクアイコンのボリユーム名と同じ|こ なっていきす。
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2.2 コピーァィコン

(5)フ アイルや フ ォ ルダーの移 動

コピーアイコンによるコピーとは別|こ 、フアイルやフォルダーを移動させることができます。ウィ

ンドウからウィンドウヘ、目的のフアイルやフォルダーをドラッグして運べばよいのです。ただし、

これは「コピー」でな<て「移動」ですから、フアイルは移動先に移り、移動元のウィンドウ|こ は残

りません。また、フォルダーを移動する場合、その中にフォルダーがあると、` サ`ブディレクトリがあ

るので移動できません〃というメッセージが表示されて、移動は行われません。

以下に、フアイル (フ ォルダー)を移動する手順をまとめます。

④移動したいフアイル (フ ォルダー)の入っているウィンドウと、移動先となるウィンドウを、重な

らないように開いて<ださい。

シ ツ 繹 灯 卿
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“

●
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.̀、 田ol黎 .s■ mHol,(,s 螂.x ∞口錮,x
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⊂
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■ A
い‐綸誡
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移動するフアイル

閂 □

直コ
運ヽ聖

耐 ≡ヨ,

②目的のフアイル (フ ォルダー)を ポイントして<ださい。

③その位置でマウス・トラックボールの左ボタンをクリックし、ボタンを押したまま、目的のフフイ

ル (フ ォルダー)を移動先のウィンドウの中までドラッグして<ださい。

合

０

ツ シ 切 灯 卿 貪

Pttnり |||||!|||||)` ヽ□ □ 国 □

⊂
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閣 國

直 コ
堰三}
血E轟
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2.各種のアイコンの使い万

④ボタンを離すと、そこにフアイル (フ ォルダー)のアイコンが収められ、同時に移動元のウィンド

ウから消え歓す。ただし、移動先|こ 同じ名前のフアイル (フ ォルダー)があると、そのままでは移

動を行うことができません。この場合、メッセージと共に、次に実行できる項目がい<つ か表示さ

れますので、その中から最も適した処理を選択してください。
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2.3 ニューフォルダーフイコン

「ニューフォルダー」は、フォルダーを作るためのアイコンです。

フォルダーは、ファイルを整理するのに非常に便利な道具です。|ま じめ、ディスク|こ収められたフ

アイルが少ないうちは、その名前 (フ アイル名)だけで区別できます。しかしファイルの数が多<な

って<る と、区別できるファイル名を付けるのに苦労しますし、関連ずるファイルが画面にまとまっ

て表示されないので混乱しがちです。

そんなとき、紙でできた実際のファイルは、フォルダーや紙ばさみに入れて整理します。デスクト

ップでも、同じよう|こ フアイルをフォルダー|こ入ねて整理することができるのです。もちろん、フォ

ルダーの中|こ またフォリじダーを入れる、ということもできます (最高200個 まで重ねられます)。

(1)アイ コンの形

アイコン領域|こ ある次のような形のフイコンが「ニューフォルダーアイコン」です。

「ニューフォルダーフイコン」は、作らねたフォルダーのアイコンと同じ形で、中|こ NEWと 書がれ

ています。「ニユーフォルダーアイコン」がら、新しくフォルダーを作り出して名前を付け、その中|こ

フアイル (やフォルダー)を収めることによって、ウィンドウ内のフォルダーができあがります。
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2.3 ニューフォルダーアイコン

(2)メニューの使い方
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ニューフォルダーアイコンをポイントして、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、｀`Open″
｀`C10Se″ というメニューが表示さねます。2つ のメニューのうち、現在使うことのできないメニュー

は、点線で表示されます。ボタンを押したまま、ポインタを目的のメニューの上|こ 移動 し、メニュー

が黒く反転 したところでボタンを離せば、そのメニューが選択されます。ただし、点線で表示された

メニューを選択することはできません。

2つ のメニューの機能は、以下の通りです。

Open

ニューフォルダーのウィンドウを開きます。ニューフォルダーアイコンを直接ダブルクリックして

も、ニユーフォルダーのウィンドウを開<こ とができます。

■ A

■ B

ニューフォルダーのウィンドウ
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2.各種 のアイコンの使い万

・Close

開いている三ューフォルダーのウィンドウを開じます。ウィンドウの中|こ あるクローズボックスを

クリックしても、ニューフォルダーのウィンドウを閉じることができます。

0 新 しいフォルダーの作り方
新規のフォルダーを作成する手順は、次のようになつています。

④まず、新しく作成するフォルダーを入れる先となるウィンドウを開いて<ださい。

②ポインタをニューフォルダーアイコンの上|こ 重ねて<ださい。

③そこでマウス・トラックノ|ミ
~ル の左ボタンを押し、そのままニューフォルダーアイコンを収めるウ

ィンドウの中までドラッグしてきてください。
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④マウス・トラックボールのボタンを離すと、そのウィンドウ|こ 新しいフォルダーが収めらねます。こ

こで、フォルダーに付ける名前を聞いてくるので、フォルダー名をキーボードから打ち込んで<だ

さい。フォルダー名 (デ ィレクトリ名)は半角文字で18文 字、全角文字で 9文字以内です (フ ォル

ダー名の付け万は、フアイル名の付け万と同じです。詳しくは「1.5 アイコンとは」末尾のコラム

を参照してください)。
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2.3 ニューフォルダーアイコン

⑤フォルダー名を入力したら、リターンキーを押すが、マウス・トラックボールの左ボタンで O`K″

をクリックしてください (こ こで C`ANCEL″ をクリックすれば、フォルダーの作成を中止するこ

とができます)。

※フォルダー名を入力しないでリターンキーのみを押すか、｀`OK″ をクリックすると、` C`ANCEL〃

を選択 したのと同 じことになります。

最初からフアイルを中|こ 収めたフォルダーを作ることもできます。この場合、まずニューフォルダ

ーのウィンドウを開いて、その中に収めたいフアイルを入れてから(い くつでも入れられます)、 ニュ

ーフォルダーアイコンを目的のウィンドウの中|こ ドラッグ します。以下の手順|こ従ってください。

※ただし、フォルダーを中|こ 収めたフォルダーを新しく作ることはできませんので注意して<ださい。

フォルダーの中にフォルダーを入ねる場合は、まず新しくフォルダーを作ってから、フォルダーの

コピーガ移動を実行してください。

④ニューフォルダーのメニューから｀`Open〃 を選択するが、ニューフォルダーアイコンを直接ダブル

クリックして、ニューフォルダーのウィンドウを開いて<ださい。

②フアイルのコピーや移動などのテクニックを使つて、新し<作 るフォルダーに収めたいファイルを、

ニューフォルダーのウィンドウの中に入れて<だ さい。
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以上で新しいフォルダーを作ることができました。作られたフォルダーは空のフォルダーですので、

適宣フアイル (フ ォルダー)の コピーや移動など (本章「2.2 コピーアイコン」参照)を行つて、

フォルダーの内容を整理してください。
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2.各種のアイコンの使い万
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③(新 し<作成するフォルダーを収める先となるウィンドウを開いてから)ニューフォルダーアイコン

を目的のウィンドウの中|こ ドラッグして<ださい。

ヽ

αい い  口,●

“

□ 日

・
　

　

ま

　̈
　
　
”

・

ａ

　̈
　
　
　

‐ｎｌ
一

Ａ

耐
¨
Ｂ

リ

ロ
嚇一■
醜一

國

匡□

埋≡}

血圧動

④ここで、フォルダーに付ける名前を聞いてくるので、フォルダー名をキーボードから打ち込んで<
ださい。フォルダー名 (デ ィレクトリ名)|ま 半角文字で18文字、全角文字で9文字以内です。
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2.3 ニューフォルダーアイコン

※フォルダー名を入力しないでリターンキーのみを押すが、 O`K″ をクリックすると、｀`CANCEL〃
を選択したのと同じこと|こ なります。

⑤ニユーフオルダーのウィンドウに入つていたファイルは、すべて新しく作られたフオルダーの中|こ

移り、ニユーフォルダーのウィンドウは自動的|こ 閉じられます。

なお、フアイルのアイコンを直接ニユーフォルダーアイコンに運んでも、フアイルを入れたフィル
ダーを作ることができます。ただし、この場合、フアイルは新 しいフォルダーの中|こ「移動」されま
すので、元のウィンドウには残りません。元のウィンドウ|こ も目的のフアイルを残したい場合|こ は、
コピーアイコンを使つて、コピーされたフアイル (コ ピーアイコンから出た「 紙」)をニユーフォルダ
ーアイコンに運るヽよう|こ してください。直接ニユーフォルダ

｀
一アイコンに運ぶことのできるフアイル

は、一度|こ 1つ だけですが、何回がファイルを運べば、複数のフアイルを入ねたフォルダーを作ること
もできます。

このように、新し<フ ォルダーを作る万法はいろいろあります。どの方法を使っても、目的のフォ
ルダーを作ることができますので、そのときの状況や好みなどに応じて、自由に使い分けて<だ さい。

(4)フ ォルダーの内容 を見るには
見たいフォルダーアイコンをダブルクリツクしてください。そのフォルダーの中に含まれるファイ

ルやフォルダーのディレクトリが、新しいウィンドウとなつて表示されます。
また、ニユーフォルダーアイコンをダブルクリツクすると (ま たはニューフォルダーのメニューが

ら O`pen″ を選択すると)、 次に作成するフォルダーの中身を見ることができます。
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2.各種のアイコンの使い万
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※システムディス例こライトプロテクトシールを貼っておくと、ニューフォルダーアイコンのウィン

ドウを開<こ とはできません。

2.4 ごみ箱フイコン

「ごみ箱アイコン」は、いらなくなったファイルやフォルダーを処分するためのアイコンです。フア

イルやフォルダーは、アイコンとして表示されているときは、いつでも「ごみ箱」|こ 捨てることがで

きます。また、ごみ箱のメニューがら E`mpty″ を選んで実行するまでは、「ごみ箱」|こ 捨てたもの

を、再び拾ってくることもできます。

※システムディス例こライトプロテクトシールを貼つてお<と 、ごみ箱アイコンのウィンドウを開<

ことはできません。

(1)フ イ コ ンの形

フイコン領域の、一番下|こ位置しているのが「ごみ箱アイコン」です。「ごみ箱アイコン」は、通常

次のような形 を しています。

「ごみ箱」の中に直接フアイルやフォルダーを捨てるときには、アイコンは次のよう|こ 、ふたを開い

た形|こ なります。
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24 ごみ箱アイコン

(2)メニューの使い方

ごみ箱アイコンをポイントし、マウス・トラツクボールの右ボタンを押すと、｀`Empty〃 ｀`Open″
｀`

C10Se″ の 3つ のメニューが表示されます。このうち、現在使うことのできないメニューは、点線

で表示されます。ボタンを押したままポインタを目的のメニユーの上|こ 移動 し、目的のメニユーが黒

<反転したところでボタンを離せば、そのメニユーが選択されます。ただ し、点線で表示されたメニ

ューを選択することはできません。

以下に、各メニューの機能を説明します。

・Empty

ごみ箱の中に捨てられたフアイル をすべて消去し、ごみ箱を空にします。｀`Empty〃 を実行するま

での間は、ごみ箱の中|こ 捨てたフアイルは、ごみ箱の中で保存され続 けます。

Open

ごみ箱のウインドウを開きます。ごみ箱アイコンを直接ダブルクリック しても、ごみ箱のウィンド

ウを開くことができます。

・Close

開いているごみ箱のウィンドウを閉 じます。ウインドウの中にあるクローズボックスをクリックし

ても、ごみ箱のウインドウを閉じることができます。
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2.各種のフイコンの使 い方

(3)フ アイルを処分する
不用になったファイルの処分 は、次 のような手順 で行 います。

①ポインタを、処分したいファイルのアイコンに重ねて<ださい。

②マウス・トラックボールの左ボタンを押し、そのままの状態で目的のフアイルをごみ箱アイコンの

上までドラッグして<だ さい。

ファイル
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③ボタンを離すと、そのフアイルのアイコンは、ごみ箱の中|こ 捨てられます。
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2.4 ごみ箱アイコン

目的のフアイルを、ごみ箱ウインドウ|こ 移動して、処分することもできます。次の手順に従ってく

ださい。

④処分したいフアイルが入つているウィンドウを開き、そのアイコンを表示させてください。

②ごみ箱アイコンを、マウス・トラツクボールの左ボタンでダブルクリックしてください。または、
ごみ箱アイコンのメニユーから O`pen″ を選択してください。すると、デスクトップの下の巧|こ 細

長<、 ごみ箱のウィンドウが開きます。

③処分したいフアイルをポイントし、マウス・トラツクボールの左ボタンを押えて、ごみ箱ウインド

ウの中までドラツグしてきて<ださい。ボタンを離すと、そのフアイルのアイコンは、ごみ箱のウ

インドウ内|こ 移動します。
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2.各種のアイコンの使い万

④ごみ箱ウィンドウの左上|こ あるクローズボックスをクリックするが、ごみ箱アイコンのメニユーが

ら ｀`C10Se″ を選択して、ウインドウを閉じて<だ
｀
さい。

四  フォルダ ー を処分する

フォルダーは、直接ごみ箱アイコン|こ ドラッグすること|こ よつて処分します。ただし、フォルダー

を処分すると、その中|こ あるファイルもすべて処分されるため、デスクトツプに確認のウィンドウが

表示されます(下 図参照)。 一度捨てたフォルダーは、フアイルと違つて、あとで拾つてくることがで

きませんので、処分は慎重|こ行つて<ださい。

中のフアイルごとフォルダーを処分しても構わないとき|こ は ｀`OK′′を、処分を中止するときには

｀`CANCEL〃 を、それぞれクリックして<ださい。

また、処分しようとしたフォルダーの中|こ フォルダーが入っていると、` サ`ブディレクトリがあるた

め削除できません″というメッセージが表示さねて、処分は行われません。中のフオルダーを先|こ 処

分してから、目的のフオルダーを捨てるよう|こ して<だ さい。

※ディレクトリについては、「1.6 ウィンドウの使い殉」末尾のコラムを参照して<だ
｀
さい。

(5)ごみ箱の中をのぞ<
「ごみ箱」の中をのぞ<|こ は、ごみ箱フイコンを、マウス・トラックボールの左ボタンでダブルクリ

ックするが、ごみ箱のメニューから O`pen″ を選択してください。ごみ箱のウィンドウが開いて、中

|こ 収められているファイル (フ ォルダー)を確かめることができます。

このディレクトリの中のファイルは
すべて削除されます
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24 ごみ箱アイコン
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ごみ箱の中|こ あるファイル

(6)ごみ箱に捨てたフアイルを拾い出す
ごみ箱のウィンドウを開いて、その中|こ フアイルのアイコンが表示されていれば、そのフアイルは、

元通り|こ復元することができます。

ごみ箱 に捨てたフアイル は、ごみ箱のメ三ユーから ｀`Empty″ を選んで実行するまでは、ごみ箱の

中で保存 されます。ですから、それまでの間なら、一度捨てたフアイルでも、再びごみ箱の中から拾

つて<る ことができます。捨てたファィルの復元は、次の手順で行って<だ さい。

④ごみ箱アイコンをマウス・トラツクボールの左ボタンでダブルクリックするが、ごみ箱のメニュー

から O`pen″ を選択して、ごみ箱のウィンドウを開いて<ださい。

②復元したいファイルを収めるウィンドウを開いて<ださい。

③復元したいフアイルをポイントし、マウス・トラックボールの左ボタンを押えて、復元先のウイン
ドウ内までドラッグしてきて<だ さい。
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2各 種のアイコンの使い万

④ファイルがウィンドウの中|こ 入ったら、ボタンを離してください。これで、目的のファイルが復元

さねました。

※ただし、捨てたフォルダーは、削除されてしまうので、拾い上げることができません。
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2.5 プリンタアイコン

「プリンタフイコン」は、ファイルの内容をプリンタに出力するためのアイコンです。フアイルの内

容は、画面に表示することはできませんので、文書ファイルなどは、プリンタアイコンで紙|こ ED刷 し

て内容を確認してください。

また、プリンタフイコンのメニューを使うこと|こ よって、そのとき画面|こ 表示されていたデスクト

ップの様子を、そっ<り そのままプリンタ|こ 出力する (ハードコピーをとる)こ ともできます。

(1)フイ コンの形

「プリンタアイコン」|よ 、次のような形をしています。

ただし、ファイルの内容をプリンタに出力している間は、次のようにプリンタアイコンから紙が出

で、印字作業中であること を示 します。
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25 プリンタアイコン

(2)フ ァイルの内容 をプ リンタに出力する

ファイルのプリンタヘの出力は、次の手順|こ従って行ってください。

①まずプリンタの接続状態を確認してください (ケーブル、電源など)。

②目的のフアイルのアイコンをポイントし、マウス・トラックボールの左ボタンを押えて、そのまま

プリンタアイコンの上までドラッグしてきて<ださい。
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血
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◎ボタンを離すとプリンタが動きだします。印字作業中は、プリンタフイコンから紙が伸び、画面|こ

は次のよ うなメッセージが表示 されます。 この間 、ビジユアル シェルの操作 はできません。

DO∝2.SWPを 印刷中です

(IttE=D

紙が出てし
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2.各種のアイコンの使い方

④プリンタヘの出力が終わると、元のデスクトツプ画面|こ戻ります。

ED宇 途中で[□ 字を取りやめることもできます。メッセージのウィンドウの中 |こ ある ｀`CANCEL″ を

クリック してください。ウインドウが閉じ、印刷が停止します。

出力結果は、たとえば次のようになります。

XFl
SHIFT+

XF2
SHIFT+

XF3

XF4
SHIFT+

XF5

F10

F9

F8

F7

前 の 文 節 に 戻 る
XFl 文 節 を 1文 字 縮 め る

文 節 を 後 ろ に 移 動
XF2 文 節 を 1文 字 の ば す

漢 字 変 換

換

換

変

変

角

名

半

仮

↓

片

↑

■
角

↑
全

名仮

４

平

ＦＸ

確 定

変 換 モ ー ド切 り 替 え

学 習 モ ー ド切 り 替 え

辞 書 ドラ イ プ 変 更

コ ー ド体 系 変 更

(3)・デスクトップ画面のハードコピーをとる

画面の様子を、そのままプリンタ|こ 出力することを「ハードコピー」とか、「ハードコピーをとる」

と呼びます。

デスクトップ画面は、プリンタフイコンの H`ard COpy″ メニューを選択すること|こ よって、プリ

ンタ|こ 出力することができます。次の手順|こ従ってください。

④まずプリンタの接続状態を確認して<ださい (ケーブル、電源など)。

②プリンタフイコンをポイントし、そこでマウス・トラックボールの右ボタンを押えると、ポインタ

のすぐ下|こ
｀`Hard COpy″ というメニューガ表示されます。

―
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2.6 テスクアクセサリアイコン

③ボタンを押えたままで、ポインタを少し下|こ ドラツグし、｀`Hard COpy″ が黒<反転表示されたと

ころでボタンを離すと、プリンタが動き始めます。プリンタには、ボタンを離したときに表示され

ていた画面がそのまま出力されます (た だし、ポインタとデスクアクセサリのソフトキーボードは

出力されません)。 ハードコピーしている間は、ビジュアルシエルの操作はできません。

④プリンタヘの出力が終わると、元のデスクトップ画面|こ戻ります。

※ハードコピーをとつている間は、途中でプリンタ出力をキヤンセルすることはできません。

なお、ハードコピーED宇に使用できるプリンタは、以下の通りです。
・CZ-8PK3   ・CZ-8PK4   ・CZ-8PK5
・CZ-8PK6   ・CZ-8PCl   ・CZ-8PNl

デスクトップ画面のハードコピーは、キーボード上のある特定のキーを押すことによっても、プリ
ンタ |こ 打ち出すことができます キーを押せば、そのときデイスプレイ|こ 表示されているデス
クトップ画面がいつでもプリントされます (た だしポインタとソフトキーボードはED宇 されません)。

ハードコピーのとり万1こ ついて詳し<は 、第3部「4.画 面のハードコピーをとる方法」 をご覧くだ

さい。

2.6 デスクアクセサリアイコン

「 デスクアクセサリ」は、 デスクトップ上で自由|こ 使うことのできる小さなアプリケーションです。

カレンダー、メモ帳、タイマーなどといった機能を、実際に机の上に備えられた道具と同じような感

覚で使用することができます。

これらのアクセサリは、メニュー形式で提示されます。使用するときには、デスクアクセサリの上

でマウス・トラックボールの右ボタンを押し、表示されるメニューの中から、使いたいアクセサリを

選んでください。

ただし「時計」だけは、デスクトップ上 (アイコン領域の一番上)|こ いつでも表示さねているので、

メニ ュー|こ は登録され ていません。

(1)ア イコンの形

デスクアクセサリアイコンは、次のような形をしています。

ポインタをデスクアクセサリアイコンに重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、次の

ようなメニユーが表示されます。

COPY
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2.各種のアイコンの使 い万

各ガ セサリは、ポインタを目的のメニューまでドラッグさせて選択します。目的のメニューが黒

<反転表示されたところで、マウス・トラックボールのボタンを離せば、対応するアクセサリがデス

クトップ上に表示されます。

(2)時計の使い方

「時計」は、アイコン領域の一番上 |こ 常|こ 表示されているので、現在の時亥」をいつでも確認すること

ができます。

時亥」を設定するには、デスクアクセサリのメニューの中の T`imer〃 を使います (後述の「 ⑨ タイ

マーの使い万」参照)。

(3)ソフトキーボードの使 い方 (Keyboard)
「 ソフトキーボード」は、本機のキーボードの絵を画面に表示して、マウス・トラックボールで文字

を入力することができるアクセサ リです。ソフトキーボードを使えば、実際のキーボードを使わな<
ても、マウス・ トラックボールで入力が行えます。また、ソフトキーボード上で、簡単な計算を行う

こともできます。

ポインタをデスクアクセサリアイコン|こ 重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、アク

セサリのメニューが表示されますので、そのままポ インタを ｀`Keyboard〃 まで運んで <だ さい。
｀`Keyboard″ が黒く反転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトップ上|こ キーボードが表示

されます。
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2.6 デスクアクセサリアイコン

■ A
ワローズボックス

ソフトキーボードのウィン ドウ 國画

直 コ

『
寡L

4コ

血邑

ヽ

腫 コ
国回 饉口亜麺口回 ロロ□口国 国国国 口団□□

町熙

マウス・トラツクボールの左ボタンで、画面上|こ ある CAPS 、匝亜亘コキーなどをクリックしてみ
てください。クリツクしたキーが黒<反転表示されるととも|こ 、画面上のキヤラクタキーが、そのと

き入力できるキヤラクタに変わります。実際のキーボー ドで 、CAPS や が な キーなどを押 してみ

ても、同様の結果が得られます。希望するキヤラクタは、キーボードからタイプしても(11画面上のキ

ーをマウス・トラツクボールの在ボタンでクリックしても、入力することができます。

実際の入力は、デスクトップ上|こ 、文字を入力できるウィンドウ (フ ァイル名やディスク名を聞い

てくるウィンドウ、メモ帳ウィンドウなど)が開いているときしか行えません。ソフトキーボードか

ら入力されたキヤラクタは、直接そのウィンドウの中に表示されます。ソフトキーボードのウィンド

ウは、タイトルバーにあたるところをドラッグすること|こ よつて、デスクトップ上を自由に移動でき

ますので、ウィンドウが重なつて見に<い とき|こ は、ソフトキーボードを動かしてください。

また、ソフトキーボードは電卓として使用することもできます。キーボード右倶」上部|こ ある 匡藝コ
をクリックすると、'キ ー表示が変わbビツラドキ=ボニト若最上蔀:が電単用の表示バネル|こ なります
(下図参照)。 OPT.2 キーを押 しなが ら C)PT.1 キーを押 しても、電卓モー ドになります。

表 示 パネ ル
10進 表示

オールクリア

バックスベース

イツチ(ON/OFF)
モリ内容を呼び出す
モリヘの加算

メモ リヘ の 減 算

ウィンドウヘの入力

(エ ンター )

メモリ内容をクリフする

16進表示

BS

J
FT

↑

国 回 回 □ 回 □ 国 国 回 □ 回 団

〈匡
=コ

電卓で使用するキー)
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2.各種のアイコンの使い方

キーボード右側のテンキー (数値入カキー)をクリックして、計算式を入力すると、パネル|こ 計算

結果が表示されます。エンターキーをクリックすると、パネル内の数値は、文字入力できるウインド

ウ中のカーソル位置|こ 移動します。

電卓は、通常 10進表示 (DEC)ですが、[HE]をクリックすると、いつでも 16進数表示 (HEX)

に変わります。また、[→]を クリックすると、パネル上の末尾の数字が削除されます。その他、通常

の電卓と同じよう|こ 、クリアやメモリクリアなどといった機能が用意されています (前 図のキー設定

参照)。

必要な作業が終わったら、クローズボツクスをクリックして、「 ソフトキーボード」のウィンドウを

閉じて<ださい。

なお、ソフトキーボードは、OSのコマンドモード (第 3部「3.デ スクトップを使わない操作」参

照)お よび X― BASIC上 でも使用することができます。コマンドモードでは、マウス・トラックボー

ルの右ボタンクリックで、ポインタ表示→ソフトキーボード表示→ソフトキーボード消去→ポインタ

消去→ポインタ表示……と状態が変化します。ポインタが表示されているときにマウス・トラックボ

ールの石ボタンをクリックすれば、画面|こ キーボードが表示されますので、デスクトップモードと同

様|こ 、マウス・トラックボールの左ボタンで表示されたキーをクリックして<だ さい。カーソル位置

|こ クリックされたキーが入力されます。

鮒 メモ帳の使 い方 (Note)

「メモ帳」は、デスクトップ上のメモ用紙です。ちょっとしたメモを書き留め、保管するために使い

ます。書き留めたメモはクリップボードに移すことができます。

ポインタをデスクアクセサリアイコン|こ重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、アク

セサリのメニユーが表示されますので、そのままポインタを｀`Note″ まで運んでください。｀`Note″

ガ黒く反転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトツプ上|こ メモ帳のウィンドウが開きます。
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2.6 デスクアクセサリアイコン

●文章の入力

キーボード (ま たはソフトキーボード)か ら入力 した文章は、メモ帳内のカーソルの位置に表示さ

れます。カーソル位置は、マウス・トラツクボール またはキーボー ドのカーソルキーを使つて、自由
|こ 変えることができます。

●文章の訂正

入力する文章を間違えたら、 BS キーが キーを使つて間違えた文字を消すことができまDEL
す。また、肖U除する範囲が大きい場合には、クリツプボードアイコンを使つて不用な部分をカットす
ることもできます。クリツプボードの使い万については、次頂「2.7 クリップボードアイコン」を
参照して<ださい。

●ベージめ<り

メモ帳|こ は、5枚のメモ用紙があります。次のページ|こ 進むには、端ガ折れて次のベージが見えてい

るところ (左下の隅)を クリックするが、

は、端の折れたところをクリックするが、

ROLL∪ P キーを押 してください。前のページ|こ 戻る|こ

ROLL DOWN キーを押 します。

嚇要な作業が終わつたら、 O`K″ をクリツクしてメモ帳のウインドウを開じて<ださい。メモ帳|こ

曽き留めたメモは、自動的にディスク上|こ メモ用紙フアイル (通常は N`OTE.∨ s″ )と して保存され
ます。書き留めたメモを保存 したくないとき|こ は、｀`CANCEL〃 をクリツクすれば、いま書き込んだメ
モを保存せずにメモ帳のウィンドウを開じることができます。

メモ用紙フアイルに書き込まれたメモは、メモ用紙フアイルを「 ごみ箱」|こ 捨てるまで、な<な る

ことはありません。

なお、メモ用紙フアイルのフアイル名は、デスクアクセサリの「 コントロールバネル」を使つて、

自由に変更することができます。

(5)電話帳の使い方 (丁elephone Directory)

「電話帳」は、デスクトツプ上|こ 開くことができる、個人的な電話番号の覚え書きです。最大300人
までの電話番号を50音順に管理します。書き留めた情報をクリツプボード|こ移すこともできます。

ポインタをデスクアクセサリアイコンに重ね、マウス・トラツクボールの右ボタンを押すと、アク
セサリのメニユーが表示されますので、そのままポインタを T`elephone Dlrectory″ まで運んでく
ださい。｀`Telephone Directory〃 が黒<反転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトップ
上|こ 電話帳のウィンドウが開きます。
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2.各種 のアイコンの使い万

開いたばかりの電話帳は、 あ`行″のページが表示されていますが、電話帳の右倶」|こ ある爪の部分

(` か″、｀`さ〃など)をマウス・トラックボールの在ボタンでクリックずれば、対応する行 (` か行″、

さ`行″など)のページを表示させることができます。

電話帳|こ 載せたい人の名前|こ応じて、対応する行のベージを開いてください。マウス・トラックボ

ールの左ボタンで「名前」の欄の空いているところをクリックすると、その位置|こ カーソルが現れま

す。キーポード (ま たはソフトキーボード)か ら名前を入力してください。リターンキーを押すと、

カーソルは隣の「電話番号」の欄|こ 移動しますので、同様|こ電話番号を入力して<ださい。名前と電

話番号以外|こ 何かメモしておきたいことがあれば、「備考」の欄|こ 書き留めておけます。 入力する文

BS キーか DEL字を間違えたら、

て<ださい。

キーを使って間違えた文字を)肖 して、正 しい文字を入力 し直し

ページがいっぱい|こ なったら、電話帳の左下|こ ある、端が折れているところの角 (在下の隅)を ク

リックして<ださい。その行 (` あ行″など)の次のページが表示されます。前のページ|こ 戻るには、

端の折れたところをクリツクしてください。電話帳の各行には、そねぞれ 3枚 の用紙があります。

必要な作業が終わったら、｀`OK″ をクリックして、電話帳のウィンドウを閉じてください。電話帳

の情報は、自動的にディスク上|こ電話帳フアイル (通常は ｀`PHONE.∨ S″ )と して保存 されます。書

き留めた情報を保存 したくないとき|こ は、｀`CANCEL〃 をクリックすれば、いま書き込んだ情報を保存

せず |こ 電話帳のウィンドウを閉じることができます。

電話帳ファイル|こ書き込まれ靡 報は、電話帳ファイルを「 ごみ箱」|こ 捨てるまで、な<な ること

はありません。

なお、電話帳フアイルのファイル名は、デスクアクセサリの「 コントロールバネル」を使って、自

由|こ 変更することができます。
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2.6 デスクァクセサリアイコン

(6)カ レンダーの使 い方 (Calendar)
「カレンダー」は、1980年から2079年までのカレンダーを表示するアクセサリです。
ポインタをデスクアクセサリアイコン|こ 重ね、マウス・トラツクボールの右ボタンを押すと、アク

セサリのメニューが表示されますので、そのままポインタを C`alendar〃 まで運んで<だ さい。
｀`Calendar〃 が黒<反転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトップ上にカレンダーのウィ

ンドウが開きます。

開いたばかりのウィンドウは、今月のカレンダーを表示しています。カレンダーの左下にある折れ
た角のところ (左下の隅)をクリックすれば来月のカレンダーが、折り曲げてある端のところをクリ
ツクすれば、前月のカレンダーが表示されます。

見終わつたら、｀`OK〃 をクリツクして、カレンダーのウィンドウを閉じてください。

(7)コ ントロールバネルの使い方 (ContЮI Panel)

「コントロールバネル」は、画面の色調や解像度を調節したり、他のアクセサリで用いるフアイルを

設定したりするアクセサリです。

ポインタをデスクアクセサリアイコンに重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、アク
セサリのメニューが表示されますので、そのままポインタを ｀`Control Panel″ まで運んでください。
｀`COntrOI Panel″ が黒<反転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトップ上|こ 次のような

ウインドウが開きます。
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2.各種のアイコンの使い方

・H・ …… …̈………・画面の色あいを設定 します。位置|こ ょって色あいが変わります。

・s… …………………画面の 色の濃さを設定します。右|こ ゆ<ほ ど濃くなります。

・V・ …・………………画面の明るさを設定 します。右にゆ<ほ ど明るくなります。

・paper co!or・ …・・画面の地の色を調節 します。

・pen color・ ……… 画面上の点や線の色を調節します。

・768× 512・ ………・画面を横 768× 縦 512ド ットに設定します (通常の画面設定)。

・512× 512・ ……… 画面を横 512× 縦 512ド ットに設定します (通常より横長の画面|こ なる)。

・pah name・ ……パスを設定します。

.nOte f‖ e ・………デスクアクセサリの「 メモ帳」で使用するメモ帳ファイルを設定します。

.phOne f‖ e… ……デスクアクセサリの「電話帳」で使用する電話帳ファイルを設定します。

・c‖ pf‖e… ………クリップボードアイコンで使用するクリップファイルを設定します。

・sysbm drive・ ・・ごみ箱フイコンやニユーフオルダーアイコンのウィンドウが属すデイスクを設

定します。

●画面の設定

本機のデスクトツプ画面 |こ は、768× 512ド ット表示の画面モードと、512× 512ド ット表示の画面

モー ドの 2種 類があります。通常、画面は 768× 512ド ットで表示されていますが、画面モードを切

り換えたい場合は、ここで 5`12× 512″ をクリックして<ださい。一度画面が消え、すぐに新しい画

面が表示されます。

画面の色調設定|こ は、地の色の調節と、点や線の色の調節の 2種類があります。地の色を変えたい

とき|こ は ｀`paper color″ を、点・線の色を変ぇたぃとき|こ は ｀`pen color″ を、そ栓ぞれクリック

して選択 してください。選択されたもの|こ 、波線のアンダーラインがヨ|か れます。

色の調節は、` H`″
｀`

S″
｀`∨〃の各バー|こ あるつまみを使って行います。それぞれのバー|こ あるつまみ

は、マウス・トラックボールの在ボタンを押してドラッグすること|こ よって、目的の場所|こ 移動でき

―●――
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2.6 テスクアクセサリアイコン

ます。直接バーをクリツクしても、つまみがその位置|こ 移動 します。つまみを動かして、自由に画面

(` p`aper CO10r″ が ｀`pen CO10r″ )の色調を設定して<ださい。

●その他の設定
｀`path name″ は、実行フアイルを探すディレクトリ (バ スと呼びます)を設定する頂目です。通

常は「 A:¥:A:¥BIN:A:¥BASiC;A:¥福 袋」となつています。変更する場合には、クリック
してカーソルを表示させ、キーボードから新たに設定するパスを入力して<ださい。パスについて詳
し<は、別冊の「 Human68kュ ーザーズマニユアル」を参照 してください。

n`Ote f‖ e″ ヽ｀`phOne f‖ e″
｀`

C‖ pf‖ e〃 は、それぞ栓デスクアクセサリの「 メモ帳」と 電 話帳」
で用いるフアイル、そ してクリツプボー ドアイコンでクリツプするフアイルを設定する項目です。通

常は、メモ帳フアイルが「NOTE.VS」 、電話帳フアイルが「PHONE.VS」 、クリツプフアイルが

「CLIP.∨ S」という名前で登録されていますが、ここで違うフアイル名を入力することによつて、他
のフアイルを登録することができます。

S`yStem driVe″ は、ごみ箱アイコンおよびニューフォルダーアイコンで使用するディスクを設定
します。｀`*〃 はカレントドライブのディスク(現在実行中のビジュアルシェルのプログラム ∨`S.X〃

が収められているデイスク)を表します。｀`
A″ ｀`

B″ は、それぞれ Aド ライブ、Bドライブのディスク
を表します。設定したいデイスクのドライブ名をクリックすると、波線が移動して、目的のディスク
が選択されます。以降、ごみ箱やニューフォルダーのウィンドウのタイトルバーには、設定されたド
ライブ名が表示されます。

いずれの場合も、設定が終わつたら、マウス・トラックボールの左ボタンで ｀`OK″ をクリックして
<ださい。コントロールバネルのウィンドウが閉じ、以後、設定した項目が実行されます。いま行つ
た設定を取り消す場合|こ は、` CANCEL〃 をクリツクして<だ さい。コントロールバネルのウィンドウ
が閉じ、すべての項目が設定前の状態に戻ります。

(8)フイコンメンテナンスの使い方 (lcon Mainねnance)
アイコンメンテナンスは、ウィンドウ内のアイコンの形を自由に設定するアクセサリです。このア

クセサリを使つて、各ウィンドウ内のフアイルやフォルダーアイコンの形をいつでも変更することが
できます。また、アイコン以外|こ 外字を作成することもできます。

●アイコンの作成

アイコンの作成は、次の手順で行います。

①アイコンの形を変更 したいフアイル (ま たはフォルダー)の入つたウィンドウを開き、目的のアイ
コンを選択してください。

②ポインタをデスクアクセサリアイコンに重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、アク
セサリのメニユーが表示されますので、そのままポインタを !`con Maintenance〃 まで運んでく
ださい。

③ !`con Maintenance″ が黒く反転表示さねたところで、ボタンを離すと、デスクトップ上|こ 次の
ようなウィンドウが開きます。
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2 各種のフイコンの使い万

ウィンドウの中には、48× 48ド ットのマスロがらなる ア`イコン作成画面〃があり、その左下には

そのアイコンの実物大の画面があります。アイコン作成画面の中|こ は、選択されたファイル (ま たは

フォルダー)の アイコンが拡大表示されています。ウインドウの左上にある選択肢は、何を作成する

が指定するもので、ウインドウを開ぃたとさ|こ は、いつも「アイコン」が選択されています。

※ここで、「外字」をクリツクすれば、16× 16ド ッ トまたは 24× 24ド ットの外字を作成する画面が表

示されます。

④アイコン作成画面の上|こ ポインタを移動して<だ さい。ポインタが鉛筆の形|こ 変わります。1壬 意の

箇所|こ ポインタを含わせてマウス・トラックボールの在ボタンを押すと、ポインタの指 していたド

ットが自がら黒 (ま たは黒がら白)|こ なります。 このようにして、選択 したアイコンの形を自由|こ

ィ乍り替ぇてください (左下の実物大のアイコンは、作成画面のアイコンの形|こ あわせて表示されま

す)。

なお、作成画面の左倶]|こ ある 2つ のシンボルは、次のような機能を持っています。

こねをクリックすると、アイコン作成画面の黒白が一斉 |こ 反転じ

ます。

これをクリックすると、アイコン作成画面がクリアされ意す (何

も書かねていない状態になる)。

⑤アイコン名の欄には、選択したファイル (フ ォルダー)の名前が表示されています。アイコンの作

成が完了したら、アイコン名を確がめてがら、マウス・トラックボールの左鯛 ンで O`K〃 をクリ

ックしてください。いま行った設定をキャンセルする場合|こ は、` CANCEL″ をクリック してくださ

い。フイコンメンテナンスのウィンドウが閉じ、アイコンの形は以前のまま変わりません。

※「実行ファイル」と「バラメータ」は、特に指定 しなくて構いません。これらの指定が必要になる

のは、そのアイコンのフアイルが、何かのプログラム上で使用されるファイルである場合です。詳

し<は 、この頂の終わり|こ あるコラムを参照して<ださい。
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26 デスクアクセサリアイコン

◎アイコンメンテナンスのウィンドウが閉じ、以後そのフアイル (ま たはフォルダー)のアイコンの

形は変更したものに変わります。変更 したアイコンのデータは、システムデイスクの中に｀`ICO
N DATA.SYS〃 というファイル名で保存されます。

なお、ウィンドウ中のごみ箱の形をしたアイコンをクリックすると、そのとき表示されていたアイ
コンパターンとアイコン名は、ウィンドウがら消去され、ごみ箱の中へ捨てられ意す (ウ ィンドウ画

面|こ は＼違うフイコンが表示されます)。 ここで ｀`OK〃 をクリックすると、ごみ箱|こ 捨てられたアイ
コンのデータは、 I`CONDATA.SYS″ から削除されます。｀`CANCEL″ をクリツクしてウインドウ

を閉じれば、ごみ箱に捨てられたアイコンのデータも、もとのまま I`CONDATA.SYS″ の中|こ 保存

されます。

●外字の作成

外字の作成は、次の手順で行います。

④デスクアクセサリアイコンのメニューがら、｀`lcon Maintenance″ を選択して、アイコンメンテナ

ンスのウィンドウを開いて<ださい。

②ウィンドウ左上の選択枝の中から、作成したい外字のサイズを選んでクリツクして<ださい。する

と、アイコン作成画面が、選んだサイズの外字を作成する画面に変わります。(こ こでは 16× 16ド

ットの外字作成画面を選択しています)。

③フイコンを作成する場合と同様、鉛筆の形をしたポインタを使つて、登録したい外字を作成して<
ださい。作成画面の左倶」|こ あるシンボルも、アイコンを作成する場合と同様|こ 使えます (白黒反転
や画面のクリア、外字データの削除を行います)。

匝蔓憂ヨ
24乏 4外字

外字作成画面

コー ド番号

匡国
~‐

回 ||
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2各 種のアイコンの使い万

④「コード番号」の欄には、作成 した外字を登録するコード番号を入力します。使用できるコード番

号は、シフト Jlsコ ードで EB9F～ EBEE(Jlsコ ードでは 7622～7670)で す。

※シフト Jlsコ ードと JISコ ー ドは、コード体系が異なるだけで、その内容は変わりません。たとえ

ば、シフト JISコ ードの ｀`EB9F〃 は JISコ ー ドの 7`621〃 と同じ外字を指します。

◎外字の作成が終了したら、登録するコードを確かめてから、マウス・トラックボールの左ボタンで

｀`OK〃 をクリックして<ださい。登録を中止する場合には、｀`CANCEL″ をクリック して<だ さい。

外字作成のウインドウが閉 じ、作成した外字は登録されません。

⑥外字作成のウィンドウが閉 じ、作成した外字がそのコードで登録されます。以後、コード入力状態

でそのコード番号を入力すると、画面|こ は作成 した外字が表示さねます。

(9)タ イマーの使い方 (Timer)

「タイマー」は、現在の日付と時亥」を設定したり、本機|こ 内蔵のタイマーをセットするアクセサリで

す。このタイマーは、セツトした日時|こ 専用ディスプレイテレビやコンピユータ本体の電源スイツチ

を 入`″
(ON)、

｀`切″(OFF)す ることができます。タイマー設定は、日月 (特定の日付)・ 毎週 (特

定の躍日)・ 毎日のいずれかを選択できます。

このタイマーは、セツトした日時に専用デイスプレイテレビやコンピユータ本体の電源スイツチを

入`″(ON)|こすることができます。電源を ON状 態|こ しておける時間は、5分から60分 までの間、

5分間隔で好きな時間を設定できます。無制限にも設定できます。

ポインタをデスクアクセサリアイコンに重ね、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、アク

セサリのメニユーが表示されますので、そのままポインタを｀`丁imer″ まで運んで<だ さい。｀`Timer〃

が黒<反 転表示されたところで、ボタンを離すと、デスクトツプ上にタイマーのウィンドウが開きま

す。
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26 デスクアクセサリアイコン

開いたときのウィンドウは、現在の日時を表示 しています。この日時表示の下|こ 並んでいる各種の

ボタンをマウス・トラツクボールで操作して、時刻やタイマーをセツトします。

●時計のセット

[時刻設定]を クリックすると、現在の日時をセツトすることができます。

年月日は、西暦です。また、時刻は 12時 間制です。[+]か [―]を クリックして、新たな年月日

や時刻をそれぞれ設定してください。設定が終わるたび|こ [SET]を クリツクして、設定を確定しま

す。すると、次の設定項目が黒<反転表示されますので、続けて設定/確定を行って<だ さい。新た

な日時のセット中は、いつでも [CLEAR]を クリツクすれば、設定を取り消すことができます。

すべての設定が終わった瞬間から、その設定通り|こ 時計が動き始め、画面は新し<設定された日時

表示画面|こ 変わ ります。アイコン領域の一番上|こ ある「 時計」も、新 しい時刻|こ 変わります。

●タイマーのセット

[設定]をクリックすると、タイマーをセットすることができます。タイマーをセットするには、

[+]か [― ]を クリックして、設定したいものを黒<反転表示させて<ださい。最後|こ [S圧 丁]を ク

リックして設定を確定してください。

すべての設定が終了すると、ウィンドウ表示は現在の日時に変わります。

電̈源を入れるタイマーを缶月の特定の日|こ セットします。これを選択すると、次に日付

を設定する以要があります。

・・電源を入れるタイマーを毎週の特定の躍日にセットします。これを選択すると、次に躍

日を設定する必要があります。

掘 源を入れるタイマーを毎日セットします。

月
　
　
週

衝
　
　
毎

毎日・…

.× :X×・

×X分間

・タイマーで電源を入れる時亥」を設定します。時刻は 12時制です。

タ̈イマーで ONした電源を、その何分後 |こ OFFす るかを設定します。設定できる時

間は、5～ 60分 まで (5分 亥」み)ま たは無制限までです。
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2.各種のアイコンの使 い万

TV・ ……タイマーを作動させる機器を、専用ディスプレイテレビ|こ 設定します (指定した日時|こ

ディスプレイテレビの電源を入れ、指定した時間の経過後|こ ディスプレイテレビの電源

を切ります)。

COM・ タ̈イマーを作動させる機器を、コンピユータ本体に設定します (指 定した日時|こ コンピ

ュータ本体の電源を入れ、指定した時間の経過後|こ コンピユータ本体の電源を切ります)。

●タイマー (TIMER)ラ ンプについて

タイマー (TIMER)ラ ンプは、タイマーがセツトされているとき|こ 赤色|こ点灯します。また、タイ

マー|こ よって電源が 入`″(ON)|こ なると、タイマーランプは点滅します。

●タイマー設定内容の確認

タイマーが設定されていると、確 認]の 上でマウス・トラックボールの左ボタンを押 している間、

設定内容が表示されます。タイマーが設定されていないときは、「登録されていません」というメッセ

ージが表示されます。

●タイマー設定内容の取り消し

いったん確定してしまったタイマー設定を取り消したいときには、まず [確認]を クリックして、

設定画面を確認してがら、[CLEAR]を クリツクして<ださい。設定は取 り消され、ウィンドウ表示

は現在の日時に変わります。

●タイマーの使用に関する注意点

・タイマーを使用する場合には、コンピユータ本体後面のメイン電源スイッチを切らないでくださ

い。タイマーが動作しません。ただ し、タイマー設定内容自体は、本機に内蔵のバッテリーで1呆

たれています。

・停電や電源プラグが抜かれることなどによって、コンピュータ本体の電源が断たれても、内蔵バ

ッテリーの働き|こ よつて予約内容が消えることはありません。時計も狂いません。ただし、あま

り長時間にわたる停電は、時計やタイマー設定に悪影響を及ぼすことがあります。

・タイマー設定終了後、コンピュータ本体の前面の電源スイツチを切ってください。電源スイッチ

を 入`″(ON)|こ したままではタイマーは動作しません。
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26 デスクアクセサリアイコン

実行ファイル とバラメータ

アイコンメンテナンスでアイコンを作る場合、ほとんどは「アイコン名」＼すなわちそのア

イコンが対応 しているファイル名を指定するだけで、新しいアイコンを使うことができます。

「実行フアイル」および「 バラメータ」の指定が出要 |こ なるのは、そのフアイルのアイコン

をダブルクリックしたときに、何が他のプログラム (実行フアイル)を 実行させるよう|こ し

たい場合 で す。 たとえば 、X― BASIC上で動 <BASICの プ ログ ラ ム
｀`ABC.BAS〃 を 、デ ス

クトップ上でダブルクリックして実行できるようにするには、フイコンメンテナンスの「ア

イコン名」の欄に ｀`ABC.BAS″ を指定し、「実行フアイル」|こ
｀`BASIC.× 〃を指定します。

また、文書ファイル｀`MEMO.DOC″ をダブルクリックしたとき、自動的にエディタを起動

して｀`MEMO.DOC〃 を編集できるようにする|こ は、「アイコン名」|こ
｀`MEMO.DOC〃 を、

「実行フアイル」|こ E`D.× ″を指定すれば良いのです。

すなわち、これらを指定すれば、実行可能フアイル (フ ァイル名の拡張子が .× ″｀`
Z″

｀`
.R″ であるファイル)以外のファイルも、デスクトップ上がら直接ダブルクリックして使

うことができるよう|こ なります。何かのプログラム|こ よって実行されるソースフアイルや、

OSの コマ ン ドイ ンタープ リタ (` COMMAND.X″ )|こ よって実行 され るバ ッチファ イル 、

ワープロやエディタ上で編集する文書ファイルなどは、それぞれ「実行フアイル」を指定す

ると便利です。

なお、「バラメータ」は、指定した実行フアイルによりますので、詳しくは「Human68k
ユーザーズマニュアル」の「 外部コマンド」をご覧ください。
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2.各 種のフイコンの使 いん

2.7 クリップボードアイコン

「クリップボード」は、英語で「紙ばさみ」のこと、つまりある情報を一時的|こ 留めてお<板です。

デスクトップ|こ は、文章などをいったんためておく場所として、クリップボードが用意されています。

クリツプボードは、デスクアクセサリの「メモ帳」や「電話帳」などで使用します。「メモ帳」や「電

話帳」内の一部分を、なんでもクリップボードに貼り付けておけます。

クリップボード|こ 貼り付けた情報は、「メモ帳」や「電話帳」などがらいつでも引き出して使用する

ことができます。一度クリップボード|こ 保管された情報は、次の情報が預けられるまでの間は、何回

でも呼び出して使えるので、コピーの代わりとして用いることもできます。

(1)フイコンの形

クリップボードアイコンは、左右2枚 のクリップボードがらできていて、次のような形をしていま

す。2枚 のクリップボードは、それぞれ役害」が違います。在倶」のクリップボードは「)肖 しゴム」とし

て、右倶」のクリップボードは「コピー」として、テキストを表示するウィンドウと情報のやり取りを

行います。

ただし、クリップボード|こ 何かが書き込まれていると、クリップボードアイコンの中|こ は、書き込

まれたテキストの最初の文字 (全角文字なら1文字、半角文字なら2文 字)が表示されます (こ の例

の場合(、 右倶」のクリップボードだけが使われています)。

(2)ク リップボー ドの使い万
クリップボードとの情報のやり取りは、すべてメニューを使って行います。クリップボー ドのメニ

ューは、デスクアクセサリの「 メモ帳」が「電話帳」などのウィンドウが開いているとき|こ 使うこと

ができます。

「 メモ帳」が「電話帳」のウィンドウを開いて、マウス・トラックボールの右ボタンを押 してみて

<だ さい。次のようなメニューが表示されます。メニューの項目を確がめたら、マウス・トラツクボ

ールのボタンを離 して<だ さい。いまはまだ、どのメニューも使うことはできないので、すべてのメ

ニューが点線で表示されています。
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2.7 クリップボードアイコン

メニュー中央に引かれた線で、メニューの上下が区切られています。上の2つ (` C`ut″ と｀`Paste〃 )

が左側のクリップボードのメニユー、下の 2つ (` C`opy″ と ｀`Paste〃 )が右倶」のクリップボードのメ

ニューです。各メニューの機能は次の通りです。

Cut

指定されたテキストを、ウィンドウがらカット (削除)すると共に、その内容を左倶Iの クリップボ

ードに書き込みます。

。Paste
｀`Cut″ によって左側のクリップボード|こ書き込まれた内容を、ウィンドウの指定された位置に貼り

付けます。

Copy

指定されたテキストを、右側のクリツプボード|こ 書き込みます。ウィンドウ内のテキストに変化は

ありません。

Paste
｀`COpy″ |こ よつて右倶」のクリップボード|こ 書き込まれた内容を、ウィンドウの指定された位置|こ 貼

り付けます。

すなわち、目的のテキストをそのままクリップボード|こ保存するが、ウィンドウからカット(削 除)

してクリップボード|こ 保存する劇こよつて、どちらのクリップボードを使用するがが決まり意す。

(3)ク リップボードヘ情報を書き込む
どちらのクリップボードを使う|こ しても、クリップボード|こ情報 (テキスト)を書き込む手順は、

次のよ うになります。
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2各 種のアイコンの使い万

④まず、クリップしたいテキストが入っているアクセサリのウィンドウを開きます(こ こでは、「メモ

帳」を使っています)。

②クリップしたいテキストをウィンドウの中|こ 表示させて<だ さい。

③ポインタを、クリップしたいテキストの始点 (最初の文字)|こ持っていってください。

④マウス・トラックボールの在ボタンを押え、そのままテキストの終点までドラッグして<だ さい。

ポインタが動いた範囲が黒<反 転します。
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⑤クリップする範囲がこれで良いかどうか確認して、ボタンを離して<ださい。

◎デスクトップ上の任意の場所で、マウス・トラックボールの右ボタンを押して、クリップボードの

メニューを表示させてください。｀`
Cut″ と ｀`COpy″ が実線で表示されます。
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2.7 クリップボードアイコン

⑦ボタンを押したまま、ポインタを目的のメニューまでドラッグし、メニユーが反転表示されたら、
ボタンを離して<ださい (こ こでは ｀`

Cut″ を選択しています)。 これで、指定したテキストがクリ

ップボードの中|こ 書き込まれます。

F

XF3 ,菜 字変換 _
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クリップボード
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塾

すで|こ クリップボードが使用されている場合でも、新たな情報を重ね書きしてしまって構いません。

クリップボードは、書き込まれるたび|こ 前の情報を消して、新しい内容を保存します。

情報が書き込まれているクリップボード|こ ポインタを重ね、その上でマウス・トラックボールの左

ボタンを押すと、書き込まれているテキストの最初の数文字が表示されます。

餃
一　
　
幸
¨

■月
¨
　
Ｒ
ｖ
癬
一

口

嚇
■

脚

□

堰三}
面E動

⊂
=⊃

(亜亜D
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2.各種のフイコンの使い万

0 ク リップボー ドから情報を取 り出す

クリップボード|こ貼りつけられた情報は、「クリップボードからのコピー」という形で取り出されま

すから、何度取り出しても消えてしまうことはありません。クリップボードの情報を取り出す手順は、

次のよう|こ なります。

①取り出して貼りつける先のウィンドウを開いてください (こ こでは「メモ帳」のウィンドウを使っ

ています)。

②員占りつける地点|こ ポインタを動かし、マウス・トラックボールの左ボタンをクリックしてください。

クリックした地点|こ カーソルが移動します。クリップボードがら取り出した情報は、いまカーソル

が現れたところ|こ 挿入される形で貼りつけられます。

⊂
=亘=⊃

口A

■ B
I9e#l

ここ|こ読 み 込 む

四 □

幽 コ

『 =ことコ

血E動

F8 辞書 ドライブ変更

F7 コー ド体系 変 更

2

¬

ヽ

⊂
“

⊃ (C籠:⊃

③デスクトップ上の任意の場所で、マウス・トラックボールの右ボタンを押して、クリップボードの

メニューを表示させてください。｀`PaSte〃 が実線で表示されます。

州
』一輛

画
■

四

』Ｌ
】

“

A

',

●

Ｒ
ν
群

■
榊一

堰里}
血E動
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27 クリップボードアイコン

④ボタンを押したまま、ポインタを目的のメニューまでドラッグし、メニューが反転表示さねたら、

ボタンを離して<ださい。これで、そのクリップボードの情報はすべて指定した地点|こ 挿入さねま

す。

■ A

■ B

読み込まれた
テキスト

赳画

血 コ
堰三}
面EL

E_■ _コ ァド体:系 変更

⊂
=⊃

C亜憂E)

クリツプボードの情報は、何度取り出してもクリツプボードがら消えません。

ただし、左倶」のクリップボードに書き込まれた情報は、コンピュータを起動し直したり電源を切っ
たりすると消えてしまいますので注意してください。右側のクリツプボードの内容は、デイスク上|こ 、
クリツプフアイル(通常はCLIP,VS)と して保存されますので、新たな情報を書き込むまでなくなる

ことはありません。ファイルにして保存しておきたい内容は、メニューの ｀`Copy〃 を使って、右倶」の

クリップボードに書き込んでおくと良いでしよう。

なお、クリツプフアイルのフアイル名は、デスクアクセサリの「コントロールバネリレ」で自由|こ 変

更 す ることができます。
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より高度な使い方
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日本語を入力する
一日本語フロントプロセッサー

1.1 イントロダクシ∃ン

1.1.1 日本語フロントプロセツサとは

本機|こ は、キーボードから日本語を入力する「 日本語入力」機能があります。日本語入力機能を使つ

て、日本語ワードプロセツサはもちろん、デイスクや文書にがな漢字混じりの名前を付けたり、デス

クトップのアクセサリである「 メモ帳」や「電話帳」に日本語のメモを書<こ とが簡単にできます。

本機では、「日本語フロントプロセツサ(以下、日本語FP)」 が独立して日本語入力をつかさどってい

ます。しかも、日本語FPは 本機で動作するすべてのプログラムやアプリケーションと組み合わせて使

うことができます。ですがらいったんこれに慣れれば、ビジユアルシェルを起動したデスクトツプ画

面上でも、OSの コマンドモードでも、付属の日本語ワードプロセッサでも、同じ操作で抵抗な<日本

語の入力ができるわけです。

また、よく使う熟語や特殊な用語は辞書|こ ユーザー単語登録しておけます。

JIS第一水準・第二水準の漢字一覧表は、AppendiX「 C.コ ード表」を参照して<ださい。

また、日本語FP用 のユーテイリティプログラムもいくつか用意されています。登録単語を含む日本

語辞書の保守を行う「DICM(辞 書ディスク保守ユーティリテイ)」 は、別冊の「ユーテイリティソフ

ト、ゲームソフト説明書」で、本機が備えていない文字を外字として登録する「USKCGM(外 字保守

ユーティリテイ)」 は、「Human68kユーザーズマニユアル」でそねぞれ解説しています。

1.2 操作方法

日本語入力機能を使う|こ は、本機に付属のシステムデイスクと辞書デイスクとが以要です。システ

ムディスク|こ は、かな漢字の変換を受け持つ日本語 FPのプログラムが、辞書ディスクには辞書のデー

タが入っています。実際の操作には、それぞれのディスクのバックアツプデイスクを使うようにして

<だ さい。

この頂では、日本語 FPの起動がら文字の入力・変換までの操作方法を簡単|こ 説明します。
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1.2 操作方法

1.2.1 日本語 FPの起動
日本語のがな漢宇変換を受け持つ日本語 FPのプログラムは、システムディスク|こ入つています。本

機のシステムディスクは、変換プログラムと日本語辞書を起動時に自動的|こ 組み込むように設定され
ていますから、これでコンピュータを起動すれば、あとは起動の操作だけで、かな漢字変換できるよ

うになります。

※後述の「 辞書学習機能」を「デイスクヘの学習」モード|こ 設定する場合は、使用する辞書デイスクのラ

イトプロテクトシールをはがして、辞書|こ 書き込みが行える状態|こ しなければなりません。
また、日本語文字が入力できるのは、メモ帳ウィンドウなどを開いて文字入力が可能になつてから
です。

日本語 FPを起動する方法は簡単です。次のように起動して<ださい。

①システムデイスクをAド ライブ(デイスクドライブ 0)に 、辞書ディスクを Bド ライブ(デ ィスクド
ライブ 1)に 挿入してください。

②キーボードの CTRL キー を押 しながら、 ×Fl キーを押して<だ さい。以後、この操作のことを
CTRL+ ×Fl と表現します(第 1部「6.1 キーボード」を参照)。

×Fl )をすると、日本語 FPが動作をやめ、元の(日本語 FPが 起動する

◎キーを離すと変換プログラムが動作を始め、画面は次のよう|こ なります。これが日本語の入力がで
きる状態です。ここではメモ帳に日本語を入力しようとしています。

再び同 じ操作 ( CTRL 十

“
　

　

書

Ａ

バ

Ｂ

辞

■

嚇

■

螂

□
□

國
Ｌ
』
∫3し
とコ

面墨 Ю

,,嘔 ,̀!I‐
Ω

シ

白 国

前の)画 面に戻 ります。
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1 日本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

1.2.2 入カモード
さて、日本語が入力できる状態では、画面の最下行|こ 次のような「ガイドライン」が表示されます。

メ学一括

ガイドラインのうちほとんどは、キーボードがら入力した文字(未変換の文字、変換中で未確定の文

字を含む)を表示したりさまざまな操作を行う「変換エリア」です。変換エリア|こ 入力できる文字数

は、デスクトップ画面なら半角文字で最大 58文 字 (全角文字では 29文 字)ま で、コマンドモード画

面なら半角文字で最大 78文字 (全角文字では 39文字)ま でです。

ガイドラインの右ん|こ は、辞書の学習機能のモード、変換モードなどの、日本語 FPの 状態が表示さ

れています。

メ学一括

●辞書の学習機能

辞書の学習機能とは、同音異義語群の中で最後に選択された語を常|こ 辞書の同じ読みの語の先頭|こ

置<よ う、候補の順序を入れ換える機能です。これ|こ よって、最後|こ 選択した語がいつも変換結果の

最初 |こ 現れ、変換効率が上がります。

本機の辞書学習機能 |こ は、メモリ内で学習する「 メモリヘの学習」モードと、辞書ディスク|こ 学習結

果を書き込む「デイスクヘの学習」モードがあります。

・「 メモリヘの学習」モードでは、メモリ|こ 読み込んだ辞書|こ対 して学習するだけで、辞書ディスクの

内容を書き換えません。 したがつて、使用中は通常の学習効果を上げていきますが、電源を切ると

学習効果がな<な り、次の起動時には再び辞書ディスク|こ 登録さねている語順|こ 戻って変換が行わ

れます。

。「ディスクヘの学習」モー ドでは、そのつど辞書ディスクを書き換えながら、学習結果を記憶します。

したがって、電源を切っても学習効果がな<な りません。

辞書の学習機能は便利な機能ですが、他の人の辞書ディスクを借りて日本語入力をする場合や、画

面を見ずにどんどん入力 したいような場合など、辞書ディスク内|こ 学習結果を残さない方がいいこと

もあります。このような場合には、辞書学習機能を「 メモリヘの学習」モードに設定してください。

ガイドラインには、「 メモリヘの学習」を設定していれば「 メ学」の文字が現れ、「 デイスクヘの学習」

を設定 していれば「デ学」の文字が表示されます。日本語 FPを起動したばがりのときは「 メ学」になつ

ています。 F9 キーを押ずたびに、学習機能のメモリヘの学習/デ ィスクヘの学習が切り替わります

(後 述の「1.2.4 環見設定キー」を参照)。

|

デ学一括
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1.2 操作方法

●変換モー ド

「一括変換モード」と「 逐次自動変換モード」があります。それぞれ、「―括」、「 逐次」と表示されます。
F10 キーを押すたび|こ 、変換モードが切り替わります(後述の「 1.2.4 環境設定 キー」を参照)。

「―括変換モード」は、変換キー( XF3 )を押すことによつて、かな漢字変換開始のタイミングを日
本語 FPIこ 知らせるモードです。本機の日本語 FPは 、キー入力中から日本語辞書を先に読んでおく

「 辞書先読み機能」を備 えていますので、 ×F3 (変換)キ ーが押されてがらの時間を短縮できます。

これ|こ 対して「逐次自動変換モード」は、変換キーで日本語 FPIこ変換開始のタイミングを知らせな
くても、入力するそばから自動的|こ 辞書を見て、次々とがな漢字変換を行うモードです。

「一括変換モード」では、同音異義語をチェックしながら変換でき讀すが、文節の切れ目を意識しな
が ら ×F3 キーを押さなればなりません。これに対して「逐次自動変換モード」は、入力だけに専念で

きるのが長所ですが、同音異義語などのため|こ うまく変換されなかつた部分を、あとで再変換しなけ

ればなりません。

日本語 FPを起動したばかりのときは「一括変換モード」です。

メ学逐次 メ学―括

1.2.3 日本語文字の入力と変換

●キーボードの状態
キーボードの状態によって、入力したキーがどんな文字になるかが異なります。

・全角/半角

キーボードの匡亜∃ キーの緑色のランプがついているときは全角文字、消えているときは半角文字
が入力できる状態です。

・ひらがな/カ タカナ
キーボードの区

==巫
ヨキーの緑色のランプがついているときはひらがな、消えているときはカタ

カナが入力できる状態です(た だし、[が ロ キーまたは キーのランプが点灯していなけれ
ばアルフアベットが入力されます)。 ①の [至:亘ヨキーの状態 |こ よつては、ひらがな/カ タカナが全角

や半角になって入力されます。なお、本機のキーボードのかな配列は「JiS配列」に準拠しています(本

機の OSである Human68kの ｀`SWITCH″ コマンドを使用してキーボードを 50音順の配列 |こ 変更す
ることができます。詳しくは別冊の「Human68kュ ーザーズマニュアル」をご覧<だ さい)。

・かな/英数字

キーボードの巨Σ∃ キーの赤色のランプがついているときはカナ文字、消えているときは英数字が

入力できる状態です。④②の E至亘ヨキー、医至らがロ キーの状態によっては、全角のひらがな/カタ

カナ/英数字が入力されます。
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□一ヽ

1.日 本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

。□一マ宇入カモー ド

匝正三豆匿∃キーの赤色のランプがついていると＼キーボードの英文字を利用して、日本語を□一マ

字綴 りで入力できます。 キーのランプガ消えているときは、ふつう|こ 英数字が入力できま

す。□一マ字の綴りとかなとの対応は、後述の「 1.4 □―マ宇/が な対応表」をご覧<だ さい。

・コード入カモード

キーの赤色のランプがついていると、漢字、全角のひらがな、全角のカタカナ、全角

記号などを「 コード」で入力することができます。読みの難しい第二水準漢宇など、読みでがな漢字変

換するのが困難な文字を入力する際|こ 便利です。画面|こ は次のよう|こ 表示されます。

[JIS,SHIFT]00DE : ロ

o000～ FFFFま での 4桁 の 16進 数で表 された漢宇コー ドを入力すると、画面上の カーソル位置 |こ

対応する文字が現れます。もう一度 キーを押してランプを消すと、コード入カモードに

する前のモードに戻ります。ここで使えるコードは「JISコード」「 シフトJISコ ~ド 」「 区点コード」

の 3種 類です。 F7 キーを押すたび|こ 、JIS(シ フトJISを含む)コ ードと区点コードが切り替わり志

す。文 字 とコー ドとの対応 は、AppendiX「 C.コ ード表」をご覧 ください。

・記号入カモード

キーを押すと、全角文字の中に漢字やかなととも|こ 含まれている、各種の記号文字を入

力するモード|こ なります。記号文字に付けられている漢字コー ドでも入力することができますが、記

号を入力するだけならこのモードで入力したほうが便利です。このモード|こ なっているときは、画面

|こ は次のように表示されます。

■

ここでは、上下左右のカーソリしコントロールキーおよびリターンキー以外のキー入力は無効です。

左右のカーソルキーを押せば、反転表示が 1文字分ずつ移動 します。上下のカーソルキーを使うと、デ

スクトップの画面では反転表示が8文 字ずつ、コマンドモードでは9文字分ずつ移動します。カーソ

ルキーで記号を探し、反転表示されているとき|こ リターンキーを押せば、その文字が画面上のカーソ

ル位置|こ 現れます。もう一度匿己号入亜コキーを押すと、記号入カモード|こ する前のモード|こ 戻ります。

なお 、入力できるコー ドはシフト J!Sコ ー ドです。

コ ー

コ ー
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1 2 操作方法

● 文 字の入力

キーボードから入力した文字は、ガイドラインの変換エリア|こ 表示されていきます。ここには、デ
スクトップ画面では半角文字で最大58文字(全角文字では29文字)、 コマンドモードの画面では半角
文字で最大78文字 (全角文字では39文 字)ま で入力できます。

入力時は前項の各キーの状態を確認してください。と<|こ 日本語FPを 起動したままでアルファベ

ットを入力する場合は、あらかじめ巨Σ∃キーのランプを消しておいて<ださい。

①まず、変換したい日本語の読みを入力します。□―マ字で入力してもかなで入力してもがまいませ
ん。入力中|こ 辞書ドライブのドライブアクセス表示用ランプが赤く光り、辞書ファイルを読み込ん
でいることがわかります。入力した文字は、変換エリアに入ります。

にはんごFPをつかって、にはんごしょりをよりかんたんに。| メ学―括

②変換エリア内では、次のキーで文字の中を移動できます。入力誤りはこれらのキーで修正してくだ

さい。

(在向きカーソルキー)… …カーソルを1文字分左へ動がします。

(右 向きカーソルキー)… …カーソルを 1文字分右へ動かします。
・□ ・…………カーソルの左|こ ある文字を 1文 字消 します。カーソル位置を含むカーソルより右の

文字は、左|こ 1文 字分詰められます。

………カーソル上の文字を 1文字消します。カーソルよりも右にある文字は、左|こ 1文字分

詰められます。

入力 した文字を消さず|こ 、カーソルを変換エリアの先頭(左端)に移動します。

日Rま んごFPをつかって、にはんごしょりをよりかんたんに。 メ学―括

変換エリア内に入力されている文字をすべて消去し、カーソルをエリアの先頭(左

端)に 移動します。

メ学―括

オーバーライト/イ ンサートモードを変更 します。「オーバーライトモード」とは、

カーソル上の文字を書き換えながら入力 してい<モ ード、「 インサートモー ド」とは、

入力した文字が現在のカーソル位置の直前に挿入されてい<モードです。

一の赤ランプが点灯しているときが「インサートモード」です。

INS キ

※以降は、入力した読みをどんな文字に変換するがで操作万法が異なります。

DEL

HOME

ロ
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1.日本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

◎アルファベットを入力する場合

①あらがじめ か な □―マ字 キーを解除して(ラ ンプを消して)入力した文字は、変換エリ

ア内でもアルフアベツトで表示されています。

SHARP X68000日 メ学一括

② 区 Fロ キーまたはリターンキーを押すと、その意ま画面のカーソル位置lこ移ります。

Ω

′
′

ソ
⊆
い一

□

■ A

■B

“"辞
書

國□

山 コ

『
椰じ

とコ

面
≡̀

動

◎ひらがな、カタカナに変換する場合

④いったん変換作業を行わねばなりません。XF3キ ーを押して<だ さ い。

②変換後の文字は文節に分かれ、第一文節だけが反転表示されています。これを「未確定状態」と呼び

ます。

ロロロ入力も簡単に出来ます。                               メ学―括

文節の切れ目が間違っていたり、同音異義語が出てきてしまったときの対処法は、後述の「●文節の

切れ目を変える|こ は」以降で説明 しています。

③ 区 F∃ キーを押すと、反転表示されている第一文節がひらがなに戻 り、もう一度 キーを押す

とカタカナ |こ な ります。以後 、

の変換が行われ ます。

XF4 キーを押 す たびにカタカナ → ひ らがな、ひらがな →カタカナ

キー、

XF4

田□日日入力も簡単に出来ます。
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1 2 操作方法

④ ×F2 キーを押すと次の文節が反転表示 |こ なります。

カクカナ■閥□簡単に出来ます。 メ学――括

ここ訣で の段階なら、 ESCキーを押せば反転している文字以降が入力直後の状態|こ 戻ります。

カタカナロゅうりょくもかんたんにできます。 メ学一1舌

⑤ ×F5 キーまたはリターンキーを押すと、変換エリア内の未確定文字がすべて確定し、通常画面内

のカーソル位置に移動 します。

Ω

転′
∈フ

由

■ A

■ B
X〔 8К 辞書

國 □

曲 コ
r=ら
とコ

血E塾

◎逐次自動変換モードでかな漢宇変換をする場合

①特別|こ変換操作をしな<ても、読みを入力するに従って、自動的に辞書を読みながらがな漢字混じ

りの文章に変換し、その結果を変換エリア|こ 表示していきます。このときの変換結果はいずれも未

確定状態です。

日本語FPを使って、 日本語処理を簡単に。| メ学逐次

②そのままで確定してがまわなければ、 ×F5 キーまたはリタ ー ンキーを押 して確 定 して くだ さい。

変換結果が変換エリアがら通常画面内|こ 移されます。
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1.日 本語を入力する 一口本語フロントプロセッサー

Ω

汀

□ □

口 A

■ B

臨一
躊
¨

國 回

山コ

『

3t
とコ

血E動

③文節の切れ目が間違っていたり、同音異義語が出てきてしまったときの対処法は、後述の「●文節の

切れ目を変えるには」以降で説明しています。

◎一括変換モードでかな漢字変換をする場合

④変換キーである区 F3]キ ーを押すまでは変換作業|こ 入りません。「辞書先読み機能」|こ より、入力中

がら辞書を検索して対応する文字を読み出しています。

にはんごFPをつかって、にはんごしょりをかんたんに。日 メ学―1舌

②匝⊆:ヨ キーを押すと、日本語 FPがあらがじめ読み出しておいた変換結果を表示します。第―文節

は反転表示されています。

目薗調FPを 使って、日本語処理を簡単に。 メ学―括

③入力全体をそのまま確定してがまわなければ、×F5 キーまたはリターンキーを押して確定して<
ださい。変換結果が変換エリアから通常画面内|こ 移されます。
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1.2 操作方法

④文節の切れ目が間違っていたり、同音異義語が出てきてしまったときの対処法は、後述の「 ●文節の

切れ目を変えるには」以降で説明しています。

●文節の切れ目を変えるには

以上が文字入力、および、かな漢字変換の基本ですが、場合によっては漢字 |こ した<な い語が漢字

|こ なったり、別の同音異義語に誤って変換されたり、文節間の区切りが誤っていることがあります。

このまま確定することはできませんから、ある文節と隣の文節との区切りを変更するなどして、再変

換する動要があります。

×F3キーで変換 した直後の第一文節は、変換エリア内で次のように反転表示されています。逐次変

換 の ときは、いったん ×F3キーを押すと第一文節が反転表示されます。ここでは、次のよう|こ 文節の

切 れ 目を変えて<だ さい。

譴腱國医者に行きました。 メ学一括

SHIFT XFl 反転表示の文節を、読みで 1字分短<し ます。

租歯医者に行きま した。 メ学一括

十

SHIFT + ×Fl↓

薔|し 歯医者に行きま した。 メ学一括

＆
一　
　
書
一

Ａ

¨

Ｂ

濤

■

嚇

■

邸

輻一一Ш
霜
躇

Ω

珀

』１
日

Ｐ
Ｌ
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SHIFT 十 XF2 ……反転表示の文節を、読みで 1字分長<し ます。

孤歯医者に行きました。

目□慰謝に行きました。

匝正□ ……前の文節を反転表示の文節とします。

私聞嘔葬ヨロ行きました。

↓[X□

目歯医者に行きました。

×F2 …次の文節を反転表示の文節とします。

回歯医者に行 きました。

↓[X□

私閣旧鵬団日行きました。

●表示選択モー ド
ー度変換キーを押した結果が不満足だった場合でも、スペースキーまたは

メ学一括

メ学―括

メ学―括

メ学一括

メ学一括

メ学―括

XF3キーをもう一度押

すと、同じ読みの次候補が (あ れば)表示されます。それでも適当な漢字 |こ 変換さ祖ないときは、三

回目にスペー スキーまたは XF3 キーを押すと、ガイドライン内|こ 候補がまとめて (八 ないし九候

補)表示され、その中から選択するモード|こ 画面が変わります。このモードを「表示選択モード」と

呼びます。辞書の学習機能のために、候補群は最も新 し<使用した語を先頭に順に並んでいます。

残 44 1.今 日 2.京 る.出 4.凶 5.興 6.境 7.強 メ学―括

表示選択モードでは、九個前後の候補が一群となって並び、番号付きでガイドライン|こ 表示されま

す (も ちろん、その読みで登録されている候補が少なければ、表示される候補数も少な<な ります)。

候補群の前には、その読みの候補数が「残○○」として表示されています。

最初の候補(番号3)が反転表示になっています。カーソルキーでこの反転表示を動かし、望みの候補

ガ反転 したと ころで XF5 キー、リターンキーのうちいずれかのキーを押すが、数字キーで直接候補

番号を指定して、選択・確定します。これによって表示選択モードがら抜け、候補群は画面から消え

ます。選択・確定した候補は変換エリア|こ 入り、同時に次の文節が反転表示|こ なります。

表示選択モー ドでは、次のようなキーを使用します。表示選択モー ドでも、XFl ×F2キー、 キー、

SHIFT ×Fl ×F2キーの各 キ ー は動作 します。+ SHIF丁 十

SHIF丁 ×F2

キー、
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×F3 (右 向きカーソルキー)

表示選択候補群内で 、次候補を反転表示 させます。

残 44 1.今 日 2.京 6.日 4.凶 5.興 6.境 7.強

キー、スペースキー 、

1 2 操作方法

メ学―括

メ学―括

メ学一括

メ学―括

メ学―括

メ学―括

メ学一括

メ学一括

↓

残 45 1.今 日 2.京 3.共 4.□15.興 6.境 7.強

↓

(左 向きカーソルキー)

……同 じ<、 前候補を反転表示させます。

残 43 1.今 日 2.京 3.共 4.国 5.興 6.境 7.強

残 44 1.今 日 2.京 る.目 4.凶 5.興 6.境 7.強 メ学―括

(下向きカーソルキー)

……現在表示されている候補群|こ 代わって、次の候補群が(あれば)表示されます。

残 44 1.今 日 2.京 6.■ 4.凶 5.興 6.境 7.強

↓□

残 57 1.翻 2.狂 3.鏡 4.亨 5.享 6.匡 7.喬

(上 向きカーソルキー)

……同 じ<、 前の候補群が表示されます。

残 る7 1.圏 2.狂 3.鏡 4.亨 5.享 6.匡 7.喬

↓E↑ ]

残 46 1.目 曰 2.京 6.共 4.凶 5.興 6.境 7.強

残 44 1.今 日 2.京 3.■ 4.凶 5.興 6.境 7.強

↓□

凶躍□跳 ね返す

数字キー ・現在表示されている候補群の中から、指定 した番号の候補を選択・確定 します。
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1 日本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

ESC 表示選択 モー ドを抜けます。

残 44 1.今 日 2.京 5.■ 4.凶 5.興 6.境 7.強

↓匡SCI

■ょううんをはねかえす

●その他 の変換
変換エリア内の文字|こ 対しては、その他にもいろいろな変換を施すことができます。

XF4 … ひらがな/カ タカナ|こ 変換

いったん ×F3 キーで変換 したあとの未確定文節(反転表示)を 、ひらがな/カ タカナ |こ 変換しま

す。まず一度 区 F∃ キー を押 すと、反転 して いた文節がひらがな |こ な ります。もう一 度押すと、カ

タカナ|こなります。以降匝⊆Zロ キーを押すたび|こ 、カタカナ/ひらがなが切り替わります。

目■■日入れて下さい。 メ学―括

メ学一活

メ学―括

メ学―括

メ学―括

メ学―括

メ学―括

メ学―1舌

メ学―括

↓

↓

田■田国人れて下さい。

XF4

XF4

SHIFT 十 XF4

■■■■L尺れて下さい。

↓区亘囮

田目田日入れて下さい。

↓区亘コ

目■■■L人、れて下さい。

医亘匡□ 十匝亜ヨ・・・̈・全角/半角に変換

×F4 キー と同様の操作順 序 で、全角を半角 |こ 、半角を全角 |こ 変換 します。

■■■国人れて下さい。

↓

↓

田距い れて下さい。

SHIFT +[X亜∃

日■E□日入れて下さい。
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1 2 操作方法

郵便番号を入力した後匝萱3]… … 郵便番号変換

入力された数字を郵便番号と見て、対応する地名を呼び出します。本機の日本語辞書には、出荷時

がら郵便番号と地名が登録されています。郵便番号を入力して

道府県名などが表示されます。

561日

×F3キーを数回押すと、対応 する都

メ学―1舌

聞画闇膿瓢:E目 メ学一括

ESC ・…… 未変換状態|こ 戻る

変換エリア内の文字を未変換状態 |こ 戻し、文字入カモードにします。反転表示の文節もな<な ります。

蘭回田晴天なり メ学一括

×F3

ESC

↓

↓

□んじつはせいてんなり メ学―括

1.2.4 環境設定キー

日本語 FPを使用するうえで欠かせないのが、この環境設定です。辞書ディスクが入ったドライブ

(および辞書フアイル)を指定・変更したり、辞書の学習機能をメモリ/デ ィスクに設定したり、変換

万式を切り換えたり、よく使う語を日本語辞書にユーザー登録したりします。

順|こ ひとつずつ説明します。

●辞書ドライプ設定

辞書ドライブとは、日本語辞書ディスクが入つた ドライブのことで、通常は Bド ライブです。ディ

スクの容量と日本語辞書の大きさとの兼ね合いなどの関係で辞書ディスクを変更したい場合は、次の

よう|こ してください。

④ F8 キーを押すと、ガイドライン内|こ次のよう|こ表示されます。もう一度押すとサブ辞書が表示さ

れます。ここで表示されているのは、現在使用中の日本語辞書のドライブ名およびファイル名です。

■■■■瞬瓢: 日:¥X68K_M̀DIC

■■■目鵬署   日:¥X68К_S.DIC
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1.日 本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

②ドライブ署の先頭でカーソルが反転しています。このままでよければ、リターンキーが匡 SCコ キー

を押してください。辞書ドライブ設定モードを抜けます。変更したければ、変更先のドライブ番号

および辞書フアイル名をキーボードがら入力して<だ さい。実際|こ つながっていないドライブ(辞

書)を 指定するとエラーメッセージが表示されますので、リターンキーを押すが再び指定して<だ

さい。

1目目□目□目」馨雪I  B:USERDICT.DICロ

③適当なドライブ名(辞 書フアイル名)を入力しリターンキーを押すと、ガイドラインは通常の状態|こ

戻ります。以降、日本語FPは指定したドライブの日本語辞書を使ってがな漢宇変換を行います。

●学習機能
同音異義語のうち、最後に選択された語を常に候補群の先頭(表示選択モードの候補番号 1)に もっ

て<る よう、辞書に学習させる機能を「 学習機能」と呼びます。

本機では、メモリに読み込んだ辞書上で学習を行う「 メモリヘの学習」モードと、日本語辞書を書き

換えて学習結果を直接記録する「ディスクヘの学習」モー ドがあります。

F9 キーを押すと、ガイドラインの右下に「メ学」「デ学」という表示が交互に現れます。

日本語 FPでは、あらがじめ学習機能を「 メ学」(メ モリヘの学習)に設定しています。

※辞書学習機能を「デ学」モードに設定するときは、必ずお使いの辞書ディスクのライトプロテクトシ

ールをはがして、辞書ディスクを書き込み可能|こ しておいてください。

また、学習結果をディス例こ書き込むの|こ しばらく時間がかかる場合があります。

●変換方式の切り換え

本機の日本語 FPの変換葛式には、匝【区ヨ キーを押さな<て も入力とともに自動的|こ 変換を行う「逐

次自動変換モード」と、 ×F3 キーを押 して初めて変換が始 まる「 一括変換モー ド」とがあります。

F10 キーを押すた び |こ 、ガイドライ ン右 に「 逐次」、「 一括 」が交互 |こ 表示 され ます。日本語 FPで

は、あらがじめ変換モ ー ドを「 ―括」 (―括 変換モー ド)に設 定 しています。

●辞書への単語登録

本機の日本語辞書|こ は、あらかじめ約 6万 語の語句が収められています。これらの語句とは別 |こ 、

よ <使用 しながら日本語辞書に登録され ていない語( XF3 キーを押 しても変換 されない語)を 、ユー

ザーが独自に辞書|こ 登録できます。これを繰り返して、イ固々 のユーザーは自分専用の辞書を構築 して

ゆ<こ とができます。

辞書|こ ユーザー単語を登録する|こ は、 ×F3 キーを押 しても変換できながった読みがまだ変換エ リ

ア内 |こ 表示されている うちに、 ESCキーを押して入カモードに戻した後医昌Ξヨキーを押して<ださ
い。ただち|こ 登録モー ド|こ 入ります。

ただし、読みとして使用できる文字は全角文字です。単語として使用できる文字は全角文字だけで

す。
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1 2 操作方法

以降では、「五百旗部」という名前が変換できなかったと仮定して説明 します。操作は□一マ字入力

モードのものですが、それ以外の入カモードでも大筋は同じです。次の手順 |こ 従ってください。

日おきべ くんはやすみました メ学一括

④登録しようとする語(の読み)が まだ変換エリア内|こ あることを確認の上、1登 国]キーを押して<だ

さい。ガイドライン右の表示が「 始点」となります。

□覇ロロ 1■おきべくんはやすみました 始点

②カーソルキーで変換エリフ内のカーソルを動がし、 い`おきべ〃
(変換できながつた語)の 先頭(` い″

)

|こ 持つてきてリターンキーを押して<ださい。その文字が反転表示になり、ガイドライン右の表示

が「終点」と変わります。

③次にカーソルキーを使って、登録したい語の最後の文字 (` べ〃)ま で反転表示を広げ、リターンキ

ーを押して<ださい。「始点」と「 終点」で指定した範囲の文字が「 読み」として変換エリア内|こ 表

示され、その右|こ 単`語=″ と表示され讀す。

臓現題  読み=い おきべ  単語 =| 単語

④ 単`語=〃 の右|こ はカーソルが出ていますから、指定した読みで登録しようとする単語を、ここに

漢字で入力します。｀`いおきべ″のままでは漢字に変換されないことがわがつていますから、ここで

は、「五」「百」「旗」「部」を一文字ずつ、それぞれ「ご」「 ひゃく」などの読みで辞書ガら抜き出します。

⑤ と入 力 して<だ さい。

ご| 単言吾

⑥ ×F3 キーを押 して変換して<ださい。「五」に変換されながったら、もう一度 ×F3 キー を押 した

り表示選択モー ド|こ したりして 、「 五」にしてくだ さい。

臓調調  読み=い おきべ  単語 =五日

⑦同様|こ 、1亘][Ⅸ ]□ 1亜回□ などと入力して 単`語=五″の右に「 百」を表示させて<ださい。そ

の後「旗」「部」なども同様に表示させて<だ さい。

単語

G ○

障調間  読み=い おきべ  単語=五百1
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1.日 本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

③登録しようとする 単`語=″ が正しい漢字|こ 変換されたことを確認して、リターンキーを押して<
ださい。

臓闘田  読み=い おきべ  単語=五百旗音阻 単語

◎登録した単語の品詞1情 報を指定します。画面には次のよう|こ 表示されます。

■覇嗣1 品詞情報=■題目■田■ 単語

上 iヽ 左右のカーソルキーで反転表示を変え、希望の選択肢が表示されたところでリターンキーを押

して<ださい。

⑩登録が済むと、登録終了を示すメッセージが表示されますので、何かキーを押して<だ さい。入力

モード|こ戻ります。

〇もう一度 XF3 キーを押せば、正 しく「五百旗部」と変換され ます。

亜面副恒薔田証 ]1市 みま lrた メ学―括

※誤つて巨登録]キーを押して単語登録モード|こ 入って しまったら、

抜けることができます。

※動詞、形容詞、形容動詞は、「読み」「単語」とも|こ 語幹のみを入力 してください。

ESC キーを押せばいつでも

1.3キー操作一覧

●変換操作

漢字変換をする。もう一度押すと次候補を表示する。三度目に押

したとき表示選択モー ド|こ 入る。

ひらがな/カタカナ変換をする。

全角/半角変換をする(英数字、ひらがな、カタカナ)。

変換エリア|こ ある全文を確定する。

漢字変換後、次候補を表示する。

変換結果をキヤンセル して、文字入力 |こ 戻る。
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1 3 キー操作一覧

●文節の操作

XFl

区□

匿亜工|+ ×Fl

前の文節を、反転表示させる。

次の文節を、反転表示させる。

いま反転表示|こ なつている文節を、読み一文字分短くする。

いま反転表示|こ なつている文節を、読み―文字分長<する。SHIFT XF2十

●表示選択モードでの操作

XF3 、スペースまたII≡∃ 表示選択モードで、次の語を反転表示する。

表示選択モードで、前の語を反転表示する。

表示選択モードで、次の候補群を表示する。

表示選択モードで、前の候補群を表示する。

表示選択モードで、いま反転表示 している候補を持って変換操作

|こ 戻る。

表示選択モードで、指定した番号の候補を持つて変換操作 |こ 戻る。

表示選択モードを抜ける。

×F5またはリターンキー

数字キー

匡 回

●環境設定キー

F7

日本語辞書|こ 単語を登録する。

コード入カモードで使用するコード体系を切り替える(JIS・ シフ

ト J!S← → 区点)。

辞書ドライプを設定する。

辞書の学習機能を保存するかしないが(デ ィスクに学習するかメ

モリに学習するが)を設定する。

変換モードを切 り換える。変換モードには、「逐次自動変換」、「 ―

括変換」がある。

●句読点など

・読点 (、 ).

・句点 (。 )

・中黒 (。 )
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1 日本語を入力する 一日本語フロントプロセッサー

1.4 □―マ字/かな対応表

あ
A

い
l,YI

つ
U,W∪

え

E
お
0

が
KA,CA

き
KI

<
K∪ ,C∪

け
KE KO,CO

さ
SA

た
TA

SHI,CI
す
S∪

つ
T∪ ,TS∪

せ
SE,CE

て
TE

そ
SO

と
TO

な
NA

ぬ
N∪

′3、

H∪ ,F∪

ね
NE

の
NO

は
HA

ひ
HI

ヘ
HE

め
ME

ほ
HO

ま
MA

や
YA

み
MI

む
M∪

も
MO

よ
YO

ゆ
Y∪

ら

RA,LA
り
RI,Ll

る
R∪ ,L∪

れ
RE,LE

ろ
RO,LO

わ
WA

を
WO

あ
shift+A

い
shift+|

つ

shift+∪
え

shlft―+― E
あ
shift十 ○

や
shift+YA

ゆ
shift+Y∪

よ
shift+YO

つ
shift+Z,shlft+T∪ ,shlft+TS∪ ,子 音 を重ねる (か つた  KATTA)

ん
X,N十 ',Shlft+N,NN,Nの 次 |こ 子音 (お んがく ONGAK∪ )

一(長 音)

―(マ イナス)キ ー

が
GA

ぎ
GI Ｊヽ

ご
α

ぐ

G∪
げ
GE

ざ
ZA

じ
ZI

ず
Z∪

づ
D∪

ぜ
ZE

ぞ
ZOJI

ぢ
DI

び
ＢＩ

るヽ
B∪

べ ぼ

で
DE

ど
DO

BOBE

ぱ
PA
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ぺ
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Ｐ

ぴ
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ち
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だ
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ば
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1.4 □―マ宇/か な対応表

つ い
WI

いえ
YE

つ え
VVE

きゃ
KYA

つ あ
TSA

き ぃ
KYI

きえ
KYE

て え
丁HE

きょ
KYO

<い
KWI

きゆ
KY∪

しゆ
SY∪ ,SH∪

ちゆ
TY∪ ,CY∪ ,CH∪

<あ
KVゞ O

しよ
SYO,SHO

つ あ
TSO

しい
SYl

三)い
丁Sl

て ゃ
THA

て い
丁HI

て ゆ
TH∪

|こ ヘン
NYA

|こ ぃ
NYI

ひ ゃ
HYA

ひ い
HYI

ひゆ
HY∪

ひえ
HYE

てよ
THO

ふ あ
FA

ふ ゃ
FYA

′5、 い
FI,FYI

|こ ゅ
NY∪

|こ ぇ
NYE

|こ ょ
NY0

ひよ
HYO

/J\d)

FO

i3\&
FYO

る、ゆ
FY∪

りゃ
RYA,LYA

りい
RYI:LYI

みゆ
MY∪

りゆ
RY∪ ,LY∪

ふ え
FE,FYE

みえ
MYE

りえ
RYE,LYE

りよ
RYO,LY0

み や
MYA

み い
M YI

みよ
MYO

ぎ ゃ
GYA

ぐ ゎ
GVVA

じゃ
ZYA,JYA,JA

ぢ ゃ
DYA

で や
DHA

び ゃ
BYA

ざぇ
GYE

ぐえ
Gヽ A′ E

ぎ い
GYI

ぎゆ
GY∪

で ゆ
DH∪

びゆ
BY∪

ぎよ
GY0

ぐ い
GVVI

ぐあ
GVVO

じい
ZYI,JYI

じぇ
ZYE,JYE,J圧

じょ
ZYO,JYO,JO

ぢ ぃ
DYI

ぢぇ
DYE

ぢょ
DY0

でよ
DHO

で ぃ
DHI

で え
DHE

び い
BYI

びえ
BYE

びよ
BYO

ぴ ゃ
PYA

ぴ ぃ
PYI PY∪

ぴぇ
PYE

ぴよ
PYO

ぴ ゆ

ウ
｀

ア
∨A

ウ

Ⅵ
イ

゛
　

へＪ

ウ
Ⅵ

ド
　
ｌ

υ

ウ
ＶＩ

ウ
｀

ェ
∨E
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KVVA

<え
KWE

しゃ
SYA,SHA

しえ
SYE,SHE

ちゃ       ちい
丁YA,CYA,CHA TYI,CYI

つ え
TSE

じゆ
ZY∪ ,JY∪ ,J∪

ぢゅ
DY∪



Ｆ

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

テレビコントロール、
スープヽ一インポーズ

2.1 専用ディスプレイテレビコン トロール

専用ディスプレイテレビ CZ-600Dを お使いの方は、本機のキーボード上から直接テレビのチヤン

ネルや音量をコントロールすることができます。これが「テレビコントロール機能」です。テレビコン

トロール機能は、本体前面の電源スイッチが入っていな<て も、本体後面のメイン電源スイッチが入

っていれば、1吏用することができます( OPT.2 キーを除く)。

テレビコントロールは、テンキー(数値入カキー)お よびカーソルコントロールキーを、それぞれ

SHIFT キー(本体前面の電源スイッチが 入`″のときは

って行います。 キー入力とその機 能は次の通 りで す。

キー入力 機 能

キ ーも)と組み合わせ る ことによOPT.2

SHIFT

SHIFT

SHIFT

SHIFT

SHIFT

SHIFT

SHIFT

SHIFT

+[□

十

+

チヤンネル 1を 選局 します。

チヤンネル 2を選局 します。

チヤ ンネル 3を選局 します。

チヤンネル 4を選局 します。

チヤンネル 5を選局 します。

チヤンネル 6を選局 します。

チヤンネル 7を 選局 します。

チャンネ リじ8を選局 します。

チヤンネル 9を選局 します。

チヤンネル 10を選局 します。

チヤンネル 11を選局 します。

チヤンネル 12を 選局 します。

音声ミ ュー ト(音 声を一 時的 にカット)と な り、もう一度押す と解除 されます。

テレビ画面とコンピュータ 画面を重ね合わせ ます(ス ーバーインポーズ)。 も

う一度 押 すと、スーパ ー イ ンポーズが解除 され ます。スーパ ーインポーズは、

専用デ ィスプレイテレビ をお使いでなけれ ば使 えません。

専用ディスプレイテレビのテレビ/外部入力を交互|こ 切り換えます。

テレビ画面/コ ンピュータ画面を交互|こ 切り換えます。

+□
SHIFT +

EIIE亘|十

SHIFT

医亘匡□+
SHIFT

SHIFT

SHIFT *

SHIFT

+

＋

＋

＋

＋

+[コ

+日

＋

　

＋

3

5

6

7

8

9

/
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SHIF丁

SHIF丁

SHIF丁

SHIFT

SHIF丁

＋

十

＋

＋

＋

2.2 スーパーインポーズ

音量が普通の状態|こなります。

音量がアップし、押し続けると最大|こ なります。

音量がダウンし、押 し続けると最小になります。

チヤンネルがアップ します(1→ 2→ ……→ 12→ 1→ ……)。

チャンネルがダウンし意す(12→ 11→ ……→ 1→ 12→ ……)。

テレビのチヤンネル番号を画面に表示します(チヤンネルコール)。 もう―度

押すと、チヤンネル番号を消します。

＋「
Ｊ

一■
■

一Ｆ
上

一＝
Ｈ
一

□ CLR

2.2 スーバーインポーズ

SHIF丁 キーを押しながら[∃ キーを押すと、専用ディスプレイテレビCZ-600Dの画面|こ コン

ピュータ画像を重ねて表示することができます。これをスーバーインポーズといいます。

スーバーインポーズは本機の特長の1つで、テレビを見ながらコンピュータで作業をしたり、テレビ

|こ メッセージを流したりなど、アイデア次第でいろいろな楽しみ方ができます。

スーバーインポーズ画面|こするときは、コンピュータ画面の背景色を黒|こ しておいてください。な

お、高解像度デイスプレイモードでは、スーパーインポーズは使用できませんのでご注意<ださい(イ

ンターレース方式|こ よる疑似高解像度(512× 512ド ット)で は、スーバーインポーズを使用すること

ができます)。

※スーバーインポーズ|こ したとき、表示されるコンピュータ画面サイズが画面よりも大き<な り (こ

れを「 オーバースキャン」といいます)、 カーソルの本一ム位置が見えな<な ります。

※ 512× 512ド ットモー ドの疑似高解像度スーバ ーインポーズ の場合、ちらつ きが 目立ちます。この原

因は、テ レビジ∃ン信号 (NTSC信 号が 毎秒 60コ マのスピー ドで 2枚 の絵 を送 り、それ を組み合

せて 1枚の絵として表現 す る方式(イ ンタ ー レース走査)だか らです。このような場合 は、256× 256

ドッ トモ ー ドを使うことをおすすめします。
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デスクトップを
使わない操作

3.1 コマンドモードとは

これまでは、「ビジュアルシェル」|こ よるデスクトップ上からの操作を中艤|こ 説明してきましたが、

本機はビジュアルシェルを使わないモードも備えています。これが「コマンドモード」です。

「コマンドモード」とは、「 Human68k」 という名前のOS(Operating SyStem)の プログラムだけが

コンピュータを動かしている状態です。このときユーザーは、Human68kが用意している「コマンド」

を使うこと|こ よつて、様々な作業を行うことができます。

「デスクトップモード」では、このHuman68kの プログラムの他|こ「ビジュアルシェルのプログラ

ム」が動いています。ビジュアルシェルのプログラムは、主|こ デスクトップの画面処理をするプログラ

ムで、フアイル操作やデイスク操作といった実際の作業は、「コマンドモード」同様、日uman68kが 処

理しています。

すなわち、コマンドモードとデスクトップモードは、その使い方が異なるだけで、実際|こ 行われて

いる作業は同じです。どちらも Human68kが行う作業であることには変わりありません。

ただし、デスクトップモードでは、Human68kの 一部の機能しか使うことができません。実行でき

る作業は、直接 Human68kを操作できるコマンドモードの方がはるかに豊富です。コマンドモードで

は、作業はキーボードからの入力|こ よって行いますので、デスクトップ上に用意されていないコマン

ドも使用することができるのです。コマン ドモードで使用できるコマンドについては、別冊の

「Human68kユーザーズ マニユアル」で詳し<解説していますので、そちらを参照して<ださい。

※「コマンドモード」と「デスクトップ」の関係を簡単にまとめると、次のようになります。

1.デ スクトップ上で行うことのできる作業が、すべてコマンドモードから行えるわけではありません。

2.逆 |こ 、コマンドモードでしかできない作業もあります (コ マンドモードから行える作業のすべてが、

デスクトップ上がら行えるわけではありません)。

3.作 業は、デスクトップモードではアイコンなどをクリックすること|こ よって行つていたのに対し、コ

マンドモードではキーボードからコマンドを入力することによって行います。
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32 コマ ンドモード|こ 入 るには

3.2 コマンドモードに入るには

デスクトップモードから Human68kの コマンドモード|こ 入るには、デスクトツプがら ｀`COM―
MAND.× ″を実行します。｀`COMMAND.X〃 はHuman68kの コマンド処理プログラムで、実行す
るとコンピュータをコマンドモードに設定します。

ポインタを ｀`COMMAND.× 〃のアイコンに重ね、そこでマウス・トラツクボールの在ボタンをダ
ブルクリックしてください。デスクトップが消ぇ、画面はHuman68kの コマンドモード|こ なります。

Command version 1.00

A>l

回 ■H皿 ■‖□ ■旧 日■ |… ■ 皿 ■1鵬 ■1皿 ■||口田 ‖田 ■

画面|こ 表示された｀`A>″ は、「プロンプト」と呼ばれる記号です。プロンプトとは、英語で「うながす」
という意味の言葉で、まさ|こ コンピュータがューザー|こ 対して何らかの命令(コ マンド)の 入力を促し
ていることを示しています。コマンドモードでは、このプロンプト|こ 続けて目的のコマンドをキーボ
ードから入力 しながら、作業を進めて行きます。 コマンドの詳細|こ ついては、別冊の「 Human68k
ユーザーズマニユアル」をご覧<ださい。
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3.デ スクトツプを使わない操作

3.3 デスクトツプモードに戻るには

コマンドモードがら再びデスクトツプモードに戻る|こ は、「 E× ITコ マンド」を実行します。画面にブ

ロンプト(` A`>″ )が表示されていることを確かめて、次のよう|こ 入力してください。入力は、半角な

ら大文字でも小文字でもがまいません。

A>EXIT」   (<』 は、リターンキーを押す動作を表す)

リターンキーを押してしばらくすると画面|こ メッセージが表示されますので、それ|こ 従つてくださ

い。画面には再びデスクトップが表示されます。

3.4 起動時にコマンドモードに入るには

システムデイスクをドライブ 0に 入れてコンピユータを起動すると、自動的|こ デスクトップ画面が

表示されます。これは、システムディスクの中で、ビジュアリじシェルを自動的|こ 実行するよう|こ 設定

しているがらです。

コンピュータは起動すると、何よりも先に「システムファイル」と呼ばねる Human68kの プログラ

ムを読み込んで実行します。このシステムフアイルの中|こ T`!TLE.SYS″ というフアイルがあるが

どうがで、起動時のモードが決まります。つまり、

①起動したシステムディスクのルートディレクトリ(A:のウインドウ)|こ
｀`TITLE.SYS″ フアイル

があると、起動時|こ 自動的|こ ビジュアルシェルが実行される。

②
｀`TITLE.SYS〃 ファイルがないと、起動時に自動的|こ コマンドモード|こ なる。

そこで、次回起動時|こ はコマンドモードがら起動したいなら、システムディスクの A:の ウィンド

ウを開き、コマンドメニューの ｀`Rename〃 を使って、｀`丁ITLE.SYS〃 という名前を ｀`
TI丁LE.VS〃

という名前|こ 変えて<ださい。ただし、この操作は、コマンドモードでの操作がある程度わかるよう

|こ なってがら行うよう|こ してください。

再 びビジュアルシェルモ ー ドで起動するようにする|こ は、この逆 (TITLE.∨ S→ TI丁 LE.SYS)を

行います。
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3 5 BASICを 起動する|こ は

3.5 BASICを起動するには

デスクトップモードがら×―BASICを起動する|こ は、``BASIC〃のフォルダーアイコンをダブルクリ
ツクし、次|こ BASIC実 行プログラムである ｀`BASiC.X″ のアイコンをダブルクリックします。

ポインタを｀`BASiC.x″ のアイコン|こ重ね、そこでマウス・トラツクボールの左ボタンをダブルク
リックして<だ さい。デスクトップが消ぇ、画面はBAS:Cの起動画面になります。

BASICモ ードから再びデスクトップモードに戻る|こ は、BASICの「SYSTEMコ マンド」を実行し
ます。BASICの プロンプト ｀`OK″ が表示さねているとき|こ 、次のように入力してください。

SYSTEM」   (Jは、リターンキーを押す動作を表す)

リターンキーを押してしばら<す ると画面|こ メッセージが表示されますので、それに従つてくださ
い。画面|こ は再びデスクトップが表示されます。
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画面のハードコピーを
とる方法

ディスプレイの画面の様子を、そのままプリンタ|こ 出力することを「ハードコピー」とが、「ハードコ

ピーをとる」 と呼びます。本機 で は、次の 4つ の方法で画面のハ ー ドコピーをとるこ とができます。

ただし、いずれの万法でもポインタとソフトキーボードはプリンタ|こ 出力されません。

①ビジュアルシェル実行中は、デスクトツプのプリンタフイコンをポイントし、マウスの右稗 ンを

押して<ださい。プリンタアイコンのメニューとして「Hard Copy」 コマンドが現ねます。ボタンを

離さず|こ ポインタを上|こ ドラッグして「Hard Copy」 コマンドを反転させたところで、ボタンを離

して<だ さい。

② COPY キ ー

ビジュアルシェル実行中でなくとも、COPY キーを押せば 、その とき表示さねて いた画面のハー

ドコピーをとることができます。④、③、④に比べて約%の大きさです。

◎ S HIFT COPY キ ー

SHIF丁 +-twura/J5 Ia opvl + -afrd L. oeE D / \- S I r- a.6.. 75-Ct * d.

④ CTRL+ COPYキ ー

CTRLキーを押 しなが ら COPY キーを押すと、④と同じ大きさでドットの密度を荒<し たハ

―ドコピーをED字 します。[o字音が小さ<な りますが、コピーの濃度も薄<な ります。

※ハードコピー

コンピユータの出力|こ は、大別してプリンタなどで紙の上|こ 印刷するものと、ディスプレイ装置な

どで画面lこ 映し出すものの 2種類があります。前者は、出力をそのまま 物`理的|こ
〃保存ができる

ことがら、「ハードコピー」と呼ばれ、これ|こ 対して後者の一時的な出力を「ソフトコピー」と呼ぶこ

とがあります。
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システム拡張

A.1 周辺機器名一覧

本機は基本構成のシステムだけでも幅広<ご利用いただけますが、次のような周辺機器で本機の能

力をよ り向上させることがで きます。

●専用デイスプレイテレビ

形名      品名 マスクビツチ 備考

CZ-600D

●カラーディスプレイ

形名     品名

15型カラー

ディスプレイテレビ

0.39rnrn

マスクビッチ 備考

水平走査周波数

15K/24K/31KHz自動選択

リモコン付

C∪ -15Ml

●プリンタ

形名

15型カラー

ディスプレイ

品 署

0.39rrlm 水平走査周波数

15K/24K/31KHz自動選択

備 者

CZ-8PK3

CZ-8PK4

CZ-8PK5

24ピン漢字プリンタ

(136桁 )

24ビン漢字プリンタ

(80桁 )

24ビン漢字プリンタ

(80市行)

24ピン漢字プリンタ

(136桁 )

24ビ ンヘッド、用紙幅 14～16イ ンチ

JIS第 1水 準漢字 ROM内蔵

24ピンヘッド、用紙幅 :4～10イ ンチ

JiS第 1水準漢宇 ROM内 蔵

24ピ ンヘツド、用紙幅 :4～10イ ンチ

印字速度 :〈 ()内 は高速印字〉

60(120)宇 /秒 [バ イカ文字]

40(80)字/秒 [漢字]

JIS第 1、 第 2水準漢字 ROM内 蔵

セミオートローディング機能

宮製ハガキ印字可能

24ピ ンヘッド、用紙幅 :4～16イ ンチ

印字速度 :〈 ()内 は高速印字〉

60(120)字 /秒 [パ イカ文字]

40(80)字/秒 [漢宇]

JiS第 1、 第 2水準漢宇 ROM内 蔵

セミオートローデイング機能

宮製ハガキEO宇可能

CZ-8PK6
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CZ-8PNl   熱転写漢字プリンタ

CZ-8PCl 24ド ット熱転写
カラー漢宇プ リンタ

Al 周辺機器名一覧

24ピンヘッド、用紙幅 :4～12イ ンチ
ED字速度 :60字 /秒 [パィカ文字]

40字 /秒 [漢宇]

印字速度 :45字/秒 Dヾ イカ文字]

30字/秒 [漢宇]

用紙幅 :B5サ イズ～B4サイズ

昇華染料熱転写方式、64階調の高画質フルカラー

単票用紙自動給紙装置、CZ-8PK3/6用

CZ-8PK3/4用

CZ-8PCl用

CZ-8PCl用

CZ-8PCl用

CZ-8PNl用

連続記録紙を使う場合|こ 使用
CZ-8PNl用

備 考

CZ-6P∨ 1

CZ-8PK3-1

CZ-8PK3-2

CZ-8PCl-1

CZ-8PC)1-2

CZ-8PCl-3

CZ-8PNl-1

CZ-8PNl-2

カラービデオプリンタ

カツトシートフィーダ

第 2水 準漢宇 ROM

リボンカセット(黒色)

リボンカセツト(カ ラー)

第2水 準漢字 ROM

リボンカセット(黒 色)

トラクタユニット

●ハードデイスクドライプ

形名      品名

CZ-500H

CZ-501H

ハードディスクュニット

増設用
ハードディスクュニット

5.25イ ンチのウィンチェスタータイプ
小型ハードデイスク、容量 10Mバ イト

5.25イ ンチのウィンチェスタータイプ
小型ハードディスク、容量 10Mバ イト

●その他の周辺機器

形名      品名 備 者

CZ-6VTl

CZ-8∨ Pl

CZ-8TM2

CZ-6B∪ 1

CZ-6BEl

CZ-6EBl

CZ-6STl

AN-160SP

CZ-8LMl    RS-232Cケ ーフ
｀
リレ

CZ-8LM2    RS-232Cケ ーフ
｀
ル

CZ-6BGl   GP― IBボード

カラーイメージユニット

ビデオマルチプロセッサ

モデムユニット

ユニバーサル 1/0ボード

増設 RAMボード(lMB)

拡張 1/○ ボックス

チルトスタンド

スピーヵ―ボックス

カラー画像入力機能およびテロツパー機能

複数のビデオ機器の入出力をコントロール

電話回線を通じてデータ転送を行う
全二重|、 300bps//1200bps

平行接続型、音響カプラ、モデムなどとの専用接続
ケープル

クロス接続型、他のコンピユータなどとの専用接続
ケープル

コンピュータ本体と計測機器の標準インターフェイ
スポード

計測制御機器などの外部機器を接続する1/○ ボード

lMバイトの増設 RAMボード

各種拡張ボードを増設する拡張ボックス(4ス ロット)

CZ-600D、 CU―15Ml用 チルトスタンド

アンプ付、2本 1組
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A システム拡張

A.2 システム拡張図

この図は、本機 を中艤 と したシステ ム拡張の展望を示 しています。

デ ィスプレイ

15型 カラーデ ィス プ レイ

CU-15Ml

プ リンタ

ハー ドディスク
ドライブ

専 用デ ィスプ レイテレビ

CZ… 600D

映像

本体

X68000
CZ-600C

通信
チル トスタン ド

CZ-6Sll

I  GP― IBボ ー ド  :

I CZ-6BGl l
ュニバーサル1/0ボ ード

CZ-6BUl

24ピ ン漢字プ リンタ(80桁 )

CZ… 8PK4
24ピ ン漢字プ リンタ(136桁 )

CZ… 8PK3

ハー ドデ ィスクュニ ッ ト(10M B)

CZ-500H
増設用ハー ドデイスクユニツト(10MB)

CZ-501H

カラーイメージユニ ッ ト

CZ-6VTl

RS-232Cケ ーブル (平行接続型)

CZ-8LMl
モデムユニ ッ ト

CZ-8TM2

拡張ポー ド
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A.2 システム拡張図

カラー ビデオプ リンタ

CZ-6PVl
24ピ ン漢字プ リンタ(80桁 )

CZ… 8PK5

24ド ッ ト熱転写カ ラー漢字プ リンタ

CZ-8PCl

RS-232Cケ ーブル (ク ロス接続型)

CZ-8LM2

増設RAMポ ー ド(lMB)

CZ-6BEl

24ピ ン漢字プ リンタ(136桁 )

CZ-8PK6

熱転写漢字 プ リンタ

CZ-8PNl

拡張1/0ボ ックス

CZ-6EBl
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A.シ ステム拡張

A.3 拡張ボードの取り付け、取りはずし

●拡張ボー ドの取 り付け方

オプシ∃ンの拡張ボードは、コンピュータ本体後面にあるスロットカバー内の拡張1/Oス ロット

|こ 接続して使用します。拡張ボードは、2枚 まで取り付けることができます。

取り付け方は、次の通りです。なお、取り付ける前に、必藝 体の電源スイッチを切り、電源プラ

グをコンセントがら抜いておいて<ださい。

匈
Cて,

④スロットカバーをはずします。

カバーを本体|こ 止めている2本 のビス(ね じ)を はずし、カバーを本体がら取り外し該す(カ バーは2

つともはずした万が作業が容易|こ なります)。

②拡張ボード|こ カードプラを取り付けます。

拡張ボードのコーナー|こ 、国のよう|こ 同梱のカードプラを取り付けます。

・ボードの穴|こ カードプラのポッチを差し込み、カードにプラの溝をはめこみます。2つ のプラの向

きは、カードをはさんで互い違い|こ なります。

℃

―
―

―１
０
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A.3 拡張ボー ドの取り付け、取りはず し

③ l/○ スロットのレールガイド|こ 添つて拡張ボードを差し込みます。

拡張ボードは、部品倶」(ICな どの部品が付いている面)を 左|こ して差し込んで<ださい。ボードが中
|こ 隠れるまでは軽く挿入できます。最後|こ カチンと手ごたえがあるまで、カードプラの平らな部分
を強<押 し込んで<だ

｀
さい。

レールガイド

④ボードが確実に挿入されているがどうが確かめます。

ボードを引っ張つてみて<ださい。きちんと挿入されていれば抜けることはありません。簡単|こ 抜
けるようでしたら、もう一度カードプラを強<押 して、ボードを確実|こ 差し込んでください。
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A.シ ステム拡張

⑤カードプラを取り外します。

拡張ボードから、2つ のカードプラを取り外して<だ さい。

⑥スロットカバーを閉めます。

④ではずしたスロットカバーをはめ、2つ のビス(ね じ)で 固定して<ださい。ただし、取り付けた拡

張ボードが「コネクタ付き」である場合(た とえば GP― lBボードなど)は 、その拡張ボード|こ 付属の

専用ス ロッ トカバーをお使 い<だ さい。

●拡張ボードの取りはずし方

拡張ボー ドを取りはずすときは、次のよう|こ します。

④スロットカバーをはずします。

取り付けたときと同じ手順で、カバーを取りはずしてください。

②差し込まれているボード|こ 、カードプラを取り付けます。

ボードのコーナーに、カードプラをはめこみます。2つのプラの向きは、カードをはさんで互い違い

|こ なります。

③カードプラを図のよう|こ 、外側|こ 開くよう|こ すれば、ボードをはずすことができます。

④ボードを取り除いたら、カバーをして、ビス(ね じ)で固定してください。

ここの部分を支点にして、
ポードを取りはずします。
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資 料

B.1 コネクタの入出力信号

本機には次のような入出カコネクタ(端子 )があり、コンピュータ本体の後面(一部は前面)|こ 出てい

ます。コネクタの位置は、第 1部「3.各 部の名称と機能」をご覧ください。

1)ヘ ッドホン端子(PHONES)
2)ジ ∃イスティック用コネクタ(JOY STICK)1(前 面)、 2(後面)

3)キ ーボードコネクタ (KEY BOARD)
4)マ ウス用コネクタ(MO∪ SE)

5)ォ ーディオ入力端子(A∪ D101N)

6)オ ーディオ出力端子(A∪ D100∪ 丁)

7)RS-232Cコネクタ(RS-232C)

8)外部フロッピーディスクドライブ用コネクタ(EXPANSiON FDD)
9)ハ ー ドデ イスク ドラ イ ブ 用 コネクタ (HARD DISK)
10)ア ナログ RGB信号出力用コネクタ(ANALOG RGB O∪ 丁)

11)三プリンタ用コネクタ (PRINTER)

12)イ メージ入力用コネクタ(IMAGE!N)
13)|リ モートコネクタ(REMOTE)
14)シースルーカラー端子(SEE THRO∪ GH COLOR)
15)専用ディスプレイテレビコントロール用コネクタ(TV CONTROL)
16)立体視端子(STEREOSCOPIC)
17)拡 張1/0ス ロット端子
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B.資 料

1)ヘ ッドホン端子

3  2

(部品面から見た図)

2)ジ ョイスティック用コネクタ (アタ リ社規格準拠)

ジョイスティック 1

5

6 9

ジ∃イスティック 2

5

6 9

端子間 信 号 名 1/0 備   考

９

」

う
０

ＤＮ

Ｒ

Ｌ

Ｇ

Out
Out

グランド

音声信号 (右 )

音声信号 (左 )

● ● ●
0, ●

端子NQ 信  号 1/0 備   考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10A0
10Al

:OA2
!OA3
∨ccl

10A5
10A6
10C4
GND

ln

〃

〃

〃

Out
!/○

1/O

Out

8255の PAO端 子

〃  PAl ノノ

ノノ  PA2 〃

〃   PA3 ノノ

+5∨

8255の PA5/PC6端 子
〃   PA6/PC7 ノノ
〃  PC4    〃

●' 0 0
0 0

端子NQ 信  号 1/O 備   考

１

　

２

３

４

５

６

７

８

９

|OBO

10Bl

10B2
10B3
∨ccl

lOB5
10B6
10C5
GND

ln

〃

〃

〃

Out
ln

ln

Out

8255の PBO端子

〃  PBl 〃

〃  PB2 〃

〃   PB3 〃

+5V
8255の PB5端 子

〃   PB6 〃

〃  PC5 〃
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B.1 コネクタの入出力信号

3)キ ーボードコネクタ

5
3

７

　

４

2  1

4)マ ウス用コネクタ

5)ォ ーディオ入力端子

(部品面から見た図)

6)オ ーデ ィオ出力端子

４

　

２

　

１

３

１

３

　

１ 2

端子NQ 信 号 名 !/0 備   考

１

２

３

４

５

６

７

∨cc2
MOUSE DATA

KEYRxD
KEYTxD
READY

REMOTE
GND

Ｕ

ｕ

ｎ

Ｕ

ｕ

ｎ

一

〇

〇

―

０

０

１

．

端子No 信 号 名 1/O 備   考

１

２

３

４

５

Vccl

MS CTRL
MS DATA

GND
GND

Out
Out

in

+5V
コントロール信号

マウスデータ

グランド
グランド

端子NQ 信 号 名 1/0 備    者

１
１
　
つ
ι

（０

GND
L!NEIN
N.C

ｌｎ

　

一

グランド

音声合成入力

非接続

端子NQ 信 号 名 1/0 備    者

１
‐
　
つ

」

（０

ＤＮ

Ｒ

Ｌ

Ｇ

Out
Out

グランド
オーデイオ (右 )出 力
オーデイオ (左 )出 力

(部品面がら見た図)
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マウスデータ

キー受信データ

キー送信データ

キーデータ送出許可/禁止

リモート信号
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B.資 料

7)RS-232Cコ ネクタ
13

25 14

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● 00000● ●

端子No 信 号 名 1/0 備 者

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

FG
丁xD
RxD
RTS
CTS
DSR
SG
CD
N.C

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ST2
N.C
RT

N.C
N.C
DTR
N.C

CI

N.C
STl

N.C

Out
ln

Out
ln

in

ln

ln

ｌｎ

　

一

Out

ln

Out

保安用アース

送信データ

受信データ

送信要求

送信可

データセットレデイ

信号用アース

キャリア送出

非接続

〃

〃

〃

〃

〃

送信信号エレメントタイミング

非接続

受信信号エレメントタイミング

非接続

非接続

データターミナルレデイ

非接続

被呼表示

非接続

送信信号エレメントタイミング

非接続
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0● ● 1000● ● ● (00-0 |● ● ● ● ●
● ● ● ● 0● ● ● ● ● 00● ● ● ●

8)外部フロッピーディスク ドライブ用コネクタ
19

37

Bl ∃ネクタの入出力信号

20

端子No 信 号  名 1/0 備    者

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

「

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

DISK TYPE SELEC丁
N.C

DRI∨ E SELECT 3
1NDE×

DRI∨ E SELECT O
DRI∨ ES≡ LEC丁  1

DRI∨ E SELttCT 2
MOTOR ON
DIRECTION

STEP
Ⅵ′RITE DATA
WRITE GATE
TRACK 00

ヘヽノRITE PROTECT
READ DATA

SIDE SELECT
READY
N.C
N.C

OPT10N SELECT 0
OPT10N SELECT l
OPT10N SELECT 2
0PT10N SELEC丁  3

EJttC丁

EJECT MASK
LED BL!NK

DISK IN
ERR DISK
FDD IN丁

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
N.C

Out

Out
ln

Out
Out
Out
Out
Out
Out
Out
Out

ln

!n

in

Out
!n

Out
Out
Out
Out
Out
Out
Out

ln

ln

ln

|

::::||:::|:|

|

デイスクタイプ選択信号

非接続

ドライブ選択信号 3

デイスクインデツクス信号

ドライブ選択信号 0

ドライブ選択信号 1

ドライブ選択信号 2

モーター起動信号
ヘッド移動方向信号
ヘッド移動信号

書き込みデータ信号

書き込みゲート信号

トラック 0

書き込み防止信号

読み出しデータ信号
ヘツド切り換え信号

ドライブレデイー信号

非接続

非接続

オプションセレクト0

オプシ∃ンセレクト1

オプシ∃ンセレクト2

オプシ∃ンセレクト3

イジエクト信号

イジエクトマスク信号
LED点滅信号

デイスク挿入|_号

デイスク誤挿入信号

ディスク害」り込み信号

グランド

グランド

グランド

グランド

グランド

グランド

グランド

非接続
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B.資  料

9)ハ ードディスクドライブ用コネクタ

50

25

26

端子NQ 信号名 端子 No 信 号名 !/0 備    考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24
25

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49
50

DO
Dl

D2
D3
D4
D5
D6
D7

N.C
N.C
N.C
N.C
N.C
N.C
N.C
N.C
N.C

B∪ SY
ACK

RESET
MSG
SEL
C/D
REQ
I/0

!/O

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ln

Out
Out

in

Out
in

in

in

データ信号
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非接続

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

コントローラアクテイブ信号

データ送受制御信号

リセット信号

コマンド完了応答信号

セレクト信号

コマンド/データ切り換え信号

データ送受制御信号

入出力切 り換え信号

172



Bl コネクタの入出力信号

10)ア ナログRGB信号出力用コネクタ
8

15

11)プ リンタ用コネクタ
13

14

9

●
　
●

●
　
●

●
　
●

●
　
●

●
　
●

● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

端子 No 信 号 名 1/0 備    者

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

R OU丁
GND

GO∪T
GND

BO∪ 丁

GND
YS

GND
N.C

A∪ D10L
A∪ D10R

GND
N.C

H―SYNC
V― SYNC

Ｏｕ
一
∞
一
∞

Out

Out
Out

Out

Out

アナログ 0.7 Vp_。 (75Ω 終端時)

グランド

アナログ 0.7 Vp_p(75Ω 終端時)

グランド

アナログ 0.7 Vp_。 (750終端時)

グランド
コンピュータデータの有無を示す

グランド

非接続

音声信号 左

音声信号 右

グランド

非接続

水平同期信号  丁丁Lレベル

垂直同期信号  丁丁Lレベル

端子No 信 号 名 1/0 備 者

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

14

STROBE
PA0
PAl

PA2
PA3
PA4
PA5
PA6
PA7
N.C

B∪ SY
N.C
GND
GND

Out
Out
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ln

負極性のプリンタ|こ 出力するライトストローブ信号
バラレルデータバス

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非接続

プリンタがレディ状態のとき L`OW〃 レベルになる
非接続

グランド

グランド
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12)イ メージ入力用コネクタ

14

13)リ モートコネクタ

13

25

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

端子No 信 号 名 1/0 備 者

‐

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

ADDll
ADD10
ADD9
ADD8
ADD7
ADD6
ADD5
ADD4
ADD3
ADD2
ADDl
ADDO
Q A
Vccl

GND
∨cc3
CD4
CD3
CD2
CDl
CDO

ADD15
ADD14
ADD13
ADD12

ｉｎ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Out
Out

Out
Out

〃

〃

ノノ

〃
|
l    in

l  〃
|

| ノノ

|      ノノ
|  

‐ ´

アナログ/デ ジタル変換データ
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ドットクロツク

+5∨

グランド
+12∨

コ ン ピ ュ ー タ 制 御 信 号

ノノ

〃

〃

〃

アナログ/デ ジタル変換データ
〃

〃

〃

端子NQ 信 号 名 1/0 備    者

ｌ
ｉ
　
ｎ
∠

E× PW.ON
GND

ｌｎ

　

一

外部パワーオン

グランド

(部品面がら見た図)

2
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B.1 コネクタの入出力信号

14)シ ースルーカラー端子

2

(部 品面がら見た図)

15)専 用ディスプレイテレビコントロール用コネクタ

16)立 体視端子

8

７
　

３

　

５

６

　

４

　

２

６

１

　

４

５
　

３

　

１

端子NQ 信 号 名 !/0 備 者

１
，
　
ｎ
／
」

VH丁

GND
Out シースルーカラー

グランド

端子m 信 号 名 1/0 備 者

４

５

６

７

８

１
，

（ノ
一
　
う
０

E× HSYNC
E× ∨SYNC
T∨ POWER

ON/OFF
丁∨ REMOTE

Vccl

GND
GND
N.C

ｎ

ｎ

噌

　

ｕ

Ｕ

ｕ

ｕ

一

―

―

Ｏ

　

０

０

０

０

．

テレビリモー ト信 号

+5∨

グランド

グランド

非接続

外部水平同期信号 丁TLレ ベル

外部垂直同期信号 TTLレ ベル

テレビパワーオン/オ フ信号

端子NQ 信 号 名 !/0 備   者

１

２

３

４

５

６

3D V― SYNC
3D― R
3D― L

Vccl

GND
GND

―

○

○

○

一　

一

3D垂 直同期信号

3D右
3D左
+5V
グランド

グランド
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17)拡張1/0ス ロット端子 (A)

スロッ ト端子 A:50

スロット端子 A:1

(上 )

50:ス ロツト端子 B

1:スロット端子 B

(下 )

端子NQ 信 号 名 1/0 備    者

‐

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

GND
20M
GND
DBO
DBl
DB2
DB3
DB4
DB5
DB6
GND
DB7
DB8
DB9
DB10
DBll
DB12
DB13
D814
DB15
GND
+12∨

+12∨

FCO
FCl
FC2
AS

1/○

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一

へＪμ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｕｔ

ｕｔ

Ｏ

ノ

′

Ｏ

Ｏ

げ
ツ
ノ
　
ノ

〃

グランド
20MHzク ロック

グランド

データバス
〃

〃

〃

〃

〃

〃

グランド

データバス
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

グランド

フアンクシ∃ンコード (MP∪ の実行中の状態を示す)

〃

〃

アドレスバス上の有効データが確定している
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B.1 コネクタの入出力信号

端子No 信  号 名 !/0 備 考

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

　

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

LDS
∪DS
R/W
アキ

ー12∨

-12∨

∨MA
E× VPA

DTACK
EXRESET

HALT
EXBERR

EXPヽ A/.ON
GND
Vcc2
∨cc2

SttLEN
CASRDEN
CASヽ A′ RL
CASヽ へ′R∪

IN H2

Vccl

∨ccl

1/O

〃
　
〃

Out
Out
l/O

ln

∩

）

，Л
　

（）
　

ノ

　

η

ソ

Ｑ
ヴ

ノ
ｈ

Out
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

下位データストローブ
上位データストローブ
MP∪ を基準|こ データ転送の方向を示す

アドレスバスのデータが有効であることを示す
6800系周辺フアミリの周辺装置がアドレスされ
たことを示す
データ転送の完結

外部リセット

ln:MP∪ のホールド要求 Out:システム停止
外部バスオペレーシ∃ンの異常を示す
外部パワーオン

グランド

メインメモリアドレス ロウ/カ ラム切換え信号

メインメモリ CAS信 号 (リ ード時)

メインメモリ CAS信 号 (ラ イト時下位データ)

〃     ( 〃  上位データ)

メインメモリリフレッシュサイクル

●拡張1/0ス ロツト端子 (B)

端 子NQ 信  号 名 1/0 備    考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

GND
10M
10M

E

ABl
AB2
AB3
AB4
AB5
AB6
GND
AB7
AB8
AB9
AB10
ABll

ハ″
〃
〃
〃
〃

Out
〃

〃

l/O
〃

〃

〃

〃

〃

グランド

10M Hzク ロック

イネーブル (6800系 周辺コントロール)

アドレスバス
〃

〃

〃

〃

〃

グランド

アドレスバス
〃

〃

〃

〃
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1/0 備    考信 号 名端子 NQ

ｎ

ｎ

ｕｔ

ｕｔ

η

ｕｔ

Ｏ

ｌ

１

０

０

＝

○

ヴ

Out

０
　

‐　

　

　

　

　

‐

‐／‐

〃

〃

〃

一
わ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Out
Out
i/○

Out
ln

Out
i/○

1/○

ln

Out

Out

データバストランシーバ万向制御信号

水平同期信号

垂直同期信号

ブロック転送完了 (DMA)
デバイス転送完了 (DMA)
外部要求 (DMA)
外部許可 (DMA)
外部周辺コントロール (DMA)
外部 OWN(DMA)
外部 NMI

グランド

害」り込み要求 (n:ド ライブ10r2)
〃

害」り込み許可 (niド ライブl or2)
〃

バスリクエスト

バスグランド

バスグランドアクノリッジ (他 のデバイスがバス

マスタ|こ なったことを示す)

+5∨

+5∨

アドレスバス

〃

〃

〃

グランド

アドレスバス
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

AB12
AB13
AB14
AB15
GND
AB16
AB17
AB18
AB19
AB20
AB21
AB22
AB23
1DD!R
N.C

HSyNC
∨SyNC
DONE
DTC

EXREQ
E× ACK
E× PCL

E× OVVN
E× NM!
GND

IRQ2-n
lRQ4-n
lACK2-n
:ACK4-n

BRn
BGn

BGACK

∨ccl

Vccl

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

　

４９

５０
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B 2 スペック

B.2 スベック

項    目 位 様

CP∪
68000 (10MHz)
80C51(キ ースキャン用・テレビコントロール用)

ROM

IPL、 B10S等:     128KB
キヤラクタゼネレータ 768KB

16× 16ド ット・24× 24ド ット
8× 16ド ット・12× 24ド ン`ト
8× 8ド ット・12× 12ド ット

全角 (J!S第 1・ 第 2水準漢字)

半角
%角

RAM

lMB(最大 12MBま で拡張可)

512KB(ビ ットマップ)

512KB(ビ ットマップ)

32KB
16KB

メインメモリ
テキスト用 VRAM
グラフィック用 ∨RAM
スプライト用 ∨RAM
スタティック RAM

表

一不

育旨

力

実画面

エリアサイズ

テキスト   1024× 1024ド ット 4プレーン
グラフィック 1024× 1024ド ット 4プレーン

(512× 512ド ツト16プレーン)

※各ビットマップ方式

表

示

画

面

モ

ド

テキ ス ト表示

グラフィック
表示

・実画面エリア 1024× 1024ドット時
高解像度モード    768× 512ド ット

512× 512ド ット
512× 256ド ット
256× 256ド ット

標準解像度モード   512× 256ド ット
r ズーバースキヤン 、 256× 256ド ッヽト

|※ 実際の表示ドット l r512× 512ド ソヽト〕

1 数は右記より少な l tイ ンターレース リ
( <な ります   リ

・実画面エリア 1024× 1024ドット時
高解像度モード    768× 512ド ット

512× 512ド ット
512× 256ド ット
256× 256ド ット

標準解像度モード

オーバースキヤン
※実際の表示ドット

数は右記より少な

くなります

512× 256ド ット
256× 256ド ット
512× 512ド ット

インターレース

各モード共 ドッ ト毎

65536色中 任意 の

16色 指定可能

各モード共ドット

毎|こ 65536e,中 任:意

の 16色 指定可能

|

|
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項   目 仕 様

表

一不

台じ

力

表

示

画

面

モ

ー
ド

グラフィック
表示

標準解像度モー ド

ォーバースキヤン

※実際の表示 ドツト

数は右記より少な

<な ります

512× 512ド ット

512× 256ド ット

256× 256ド ット

512× 512ド ット

256× 256ド ット

512× 512ド ット

インターレース

・実画面エリア 512× 512ド ット時

高解像度モー ド 各モード共

④ドット毎|こ 65536色
中任意の色指定

可能 (1面 )

②ドット毎|こ 65536色
中任意の 256色指定

可能 (2面 )

③ ドット毎|こ 65536色
中任意の 16色指定

可能 (4面 )

|

| 〕

ス プ ラ イ ト

・パターン定義

サ ィ ズ :16× 16ド ット/パターン

定 義 数 :128パターン

(背景画面未使用時最大 256パ ターン)

色    :1パ ターンにつき 16色 /65536色 (ド ット単位)

画面全体で 256色 /65536色
・表  示

座 標 系 :1024× 1024ド ット

表示画面 :水 平 512ド ットor 256ド ット

垂直 512ラ イン Or 256ラ イン

表示制限:128スプライト/画面、32スプライト/ラ イン

特 殊 機 能
スムーズスクロール/特殊画面制御機能/プライオリテイ機能/
パレット機能/半透明機能/スーバーインポーズ機能

サ ウ ン ド 機 能
FM音源 :2ch、 8ォ クタープ 8重和音同時出力

音声合成 :AD PCM(Adaptlve Differencial PCM)

フロッピー

デ ィスク ドライブ

lMタ イプの5イ ンチミニフロッピーディスクドライブ
(ォートロード/ォ ートイジェクト機能)2基搭載

入 力 装 置 マウス・トラックボール、ASC‖ 準拠フルキーボード

イ ンタ ー フエイ ス

プリンタ (セ ントロニクス社仕様|こ 準拠)/ジ ∃イステイツク (2個 )

/テ レビコントロール/アナログ RGB出 力/音声ライン入出力

/RC-232C/外部フロッピーデイスク/ハードディスク/マ ウス

/イ メージ入力端子/立体視端子 /リモート/シ ースルーカラー

拡張1/○ スロツト 2ス ロット内蔵

OS ≡= 
言五

消 費 電 力 44W (待 機時 10W以 下)

電 源 Ac 100∨   50//60Hz

外 形 寸 法

重        量

本   体 :幅  155× 高さ 363× 奥行 270mm
キーボード :幅  463× 高さ33(キ ートップ含む)× 奥行 196mm
マウス・トラックボール :幅  73× 高さ32× 奥行 105mm

7.7kg

l.5kg

0 14kg

マウス・トラックボール 同 梱

付 属 ソ フ ト
Human68k、 X― BASIC、 辞書、日本語ワードプロセツサ、

ゲームソフト(グラデイウス)、 ユーテイリテイソフト
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コード表
思

C.1 キヤラクタコード表

ここでは、1バ イトコード(半 角文字)の一覧表を掲げています。

1バイトコード文字には、キャラクタ コードの 0～255(16進 数で 0～ &HFFが割り当てられてい

ます。

キヤラクタコード|こ 割り当てられている文字には、図形文字と制御文字があります。図形文字は、
画面上の表示やプリンタのEO刷 のための文字であり、制御文字は画面の制御とプリンタの制御のため
の文字です。プリンタ|こ 対する制御文字の働き|こ ついては、各プリンタの取扱説明書を参照して<だ
さい。

また、&H80～ &H9F、 &HEO～&HFF訣 では、漢字などの 2バイト文字の 1バ イトロとして使用さ

れます。

上位4ビ ット→

下
位
４
ビ
ツ
ト
↓

0 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
0

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

0 @ P

２
バ
ィ
ト
コ
ード
文
字
の
１
バ
イ
ト
ロ

タ

２
バ
ィ
ト
コ

ー
ド
文
字
の
１
バ
イ
ト
ロ

A Q フ チ ム

2 B R 「 イ ツ メ

3 ♯ C S S ウ フ
~

モ

4 4 D 丁 工 ト ヤ

5 % E U オ ナ ユ

6 & F V V ヲ カ ∃

7 G W W ア キ ヌ フ

8 8 H × イ ク ネ lリ

9 Y ウ ケ ノ ル

A Z Z 工 コ ノヽ レ

B + K オ サ ヒ □

C < L ¥ ヤ ンヽフ ワ

D M m ユ ス ヘ ン

E > N ヨ セ ホ

F / 0 ツ ソ マ
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C コード表

C.2 1/2角 01/4角 文字コード表

1/2角 文字は、いわゆる「半角文字」と呼ばれる文字のことです。英数字、カタカナはキヤラクタコ

ード|こ 含まれていますので、ここではひらがなの 1′/2角 文字のコード表を掲げます。

1/4角 文字|こ は、上付き、下付きのアルフアベツト、数字、ひらがなやカタカナがあります。上付

き文字は、たとえば数式 X`2+3X″ の「2」ゃ、化学式 ｀`H+″ の「+」などを表すとき|こ 使用し歌す。

下付き文字は、たとえば数式 X`l+X2″ の「1」「 2」やヽ化学式 ｀`H20〃 の「 2」 などを表すときに使用し

ます。

※1/2角 、1/4角文字はシフトJISコ ード表現しがありません。

表1は 、コード表示文字(キャラクタコードの制御文字を視党イヒした文字)と 、ひらがなの1/2角

1/4角 文字のコードです。

+01 23456789ABCDEF
〈表1〉

00

10

上位バイトは80、 Fl、 F3のいずれかです。
それぞれの意味は次のようになります。

・上位バイトが80… …1/2角文字のコードを表 します。

(例 )∞86→「 か」の 1/2角 文字のシフトJISコ ード

・上位バイトがFl・ ……1/4角上付き文字のコードを表します。

(例 )F186→「力」の 1/4角 下付き文字のシフトJISコ ード

・上位バイトがF3・・・・・・1/4角 下付き文字のコードを表します。

(例 )F3B6→「力」の 1/4角下付き文字のシフトJ:Sコ ード

表 2は 、英数字とカタカナの 1/4角文字のコー ドです。

+012345678 9ABCDEF
く

'長

2〉

上位バイトはFO、 F2の いずれかです。
それぞれの意味は次のようになります。

・上位バイトがFO… …1/4角 上付き文字のコードを表します。

(例 )F032→「2」の 1/4角上付き文字のシフトJISコ ード

・上位バイトが F2… …1/4角 下付き文字のコードを表します。

(例 )F2B7→「 キ」の 1/4角下付き文字のシフトJISコ ード

Ａ。

ＢＯ

ＣＯ

Ｄ０

２。

３。

４。

５０

６０

７。

　

　

Ａ。

ＢＯ

Ｃ。

Ｄ。

●
‥

↓

Ｃ
Ｒ
　
↑

Ｆ
Ｆ
　
↓

リ
Ｉ

Ｅ
Ｃ

年

ヽ

ヽ

ヽ

％

ヽ

１

ヽ

ヽ

ヽ

覧

ヽ

ヽ

ｏ
４

ヽ

Ｄ
３

ヽ

ｏ
２

ヽ

Ｄ
ｌ

％

つ
Ｚ
ヽ
さ
工
・●

よ

せ

厳

゛

ゆ

す

へ

ん

や

し

ふ

わ

お

さ

ひ

ろ

え

こ

は

れ

う

け

の

る

い

く

ね

り

あ

き

め

ら

を

か

に

よ

ｏ

お

な

ゆ

ヽ
え

と

や

Ｊ
ヽ
′
ｆヽ

ユ０

ｒ

い
う

め

ｏ
あ

ち

む

一
た

み

′
′
？
ス
Ｕ

　

一
〇

，
＞

Ｎ

＾
　

ｎ
一

一　
〓

Ｍ
■
Ｊ

口
ヽ
′

，
く

Ｌ

￥

―

―

＋

；

Ｋ

圧

ｋ

く

＊

‥

Ｊ

Ｚ

ｊ

Ｚ

＞

９

Ｉ

Ｙ

ｌ

ｙ

＜

８

Ｈ

Ｘ

ｈ

Ｘ

，

７

Ｇ

Ｗ

ｇ

ｗ

＆

６

Ｆ

Ｖ

ｆ

ｖ

％

ｒｂ

Ｅ

Ｕ

ｅ

ｕ

Ｓ

４

Ｄ

Ｔ

ｄ

ｔ

ｌ

３

Ｃ

Ｓ

ｃ

Ｓ

″

２

Ｂ

Ｒ

ｂ

ｒ

！

ｌ

Ａ

ｎ
ｕ

ａ

ｑ

０

０

Ｐ

ヽ
　

ｐ

，

いソ
ニ
マ
●

ョ

セ

ホ

゛

ユ

ス

ヘ

ン

ヤ

シ

フ

リ

オ

サ

ヒ

ロ

エ

コ

ハ

レ

ウ

ケ

ノ

ル

イ

ク

ネ

リ

ア

キ

ヌ

ラ

ヲ

カ

こ

ヨ

ｏ
オ

ナ

ユ

ヽ
エ

ト

ヤ

Ｊ
ウ

テ

モ

ｒ

イ

ツ

メ

・
ア

チ

ム

い　
た
′
ミ
ヽ
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C 3 非漢字林 び JIS第 1水準、第 2水準漢宇]― ド表

C.3非漢宇およびJIS第 1水準、第 2水準漢宇コード表

ここでは、英数字、記号などを含む非漢宇、JIS第 1水準漢字、J!S第 2水準漢宇などの全角文字の

コード表を掲げます。JISコ ードとシフト JISコ ードはいずれも16進数で表現されていますので、次

の例のようにコードを読み取ってください。

(例)「移」のコー ドの読み方

880E:3050:1648
+9+A+B+C+D+E +F
為 畏 異 移 維 緯 胃

「 移」は第 1水準漢字です。第 1水準漢字はあいうえおサ1貝 |こ 並んでいますから、表中の「い」の段を見て

<だ
｀
さい。

。「 移」のシフトJ:Sコ ード

「 移」の在横を見て得たシフトJISコ ー ドの 8`8CE〃 と、上を見て得た +`C″ とを加え合わせて<
ださい。88CE+C=88DAと なります。

。「 移」の JISコ ード

「 移」の左横を見て得た JISコ ードの ｀`3050″ と、上を見て得た +`C″ とを加え合わせて<ださ

い。3050+C=305Cと なります。

。「 移」の区点コード

「 移」の左横を見て得た区点コードの 1`648″ と、上を見 て得た +`C″ とを加え合わせて<だ さ

い。1648+C=1660と なります。

※ JiS第 1水 準漢字は読みの 50音順 |こ 、第 2水準漢字は部首別|こ 分類されています。

憫
椅

暫
易

６

４
ヽ
い

＋
口燿

“
意

襴
惟

↓
尉

ヤ
威

判
委

却
夷
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C.コ ード表

●非漢字全角文字コード表

813F:2120:0100:
押
¨
／
１
×
￥
　
　
⊃

疑
　ヽ
・
Ｅ
±
℃
◇
〓
⊂

ヽ
り

´

＋

．

０
し

Ｄ
Ｄ

ｉ
ｎ

＋＋Ｏ
ｖ

＋）丁″
′

ｑ
ｖ

Ｔ
Ｊ

，
Ｊ

◎
↓
⊇

●
↑
⊆

○

↑
∋

★

↓
Ｃ

∀
∂

⇔
（

⇒
上

「
∠

∨Ａ∩

〆 ○ ― 一
()〔 〕
【 】 ‐十 一

♀ ° ′ ′′

■

？

々
”
　
Ｊ
♂

☆

〒

掲
；
仝
“
Ｆ
∴
§
※

イ

‥
″

，

Ｊ

∞
＠

▼

■

・
ゞ

‘

Ｆ

≧

＊

▽

巧

・
∴

≫
≦
＆
▲

４

，
ヾ
一
く
＞
＃
△

■

・
ヽ
―
＞
く
％
■

　ヽ
一＝

く

≠

£

□

一　

ヽ
１

〓
¢
◆

814F:213
815F:214
816F:215
8180:216
8190:217
819E:222
81AE:223
81BE:224
81CE:225
81DE:226
81EE:227
823F:232

116: ^
132:＼
148:{
164: ÷

180: $
200:
216:
232: U
248: ヨ
264: ▽

280:
300:

824F:2330:0316: 0
825F:2340:0332:
826F:2350:0348: l:)
8280:2360:0364:
829012370:0380: p
829E:2420:0400:
82AE:2430:0416: ぐ
82BE:2440:0432: た
82CE:2450:0448: ば
82DE:2460:0464: ti
32EE:2470:0480: ゐ
833F:2520:0500:
834F:2530:0516: グ

835F:2540:0532: 夕
・

836F:2550:0548: バ

3380:2560:0564: ヱ
^8390:2570:0580:ヰ

839E:2620:0600:
616: Π
632:
648: π

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○

ｒ
３

¶
＝

∵
‡

∝
　
●Ｔ

∽
♪

Ｆ　
　
フ

リγ
ｔ

≫
♯

≪
‰

≒
Å

〓

Ｏ
　
ｏ
　
く
た
は
み
わ
　
ク
タ
ハ
ミ
ワ
　
０
　
０

Ｎ
　
ｎ
　
ぎ
ぞ
の
ま
わ
　
ギ
ゾ

ノ
マ
ワ

【二
　
ξ

Ｍ
　

ｍ
　
き
そ
ね
ぽ
ろ
　
キ
ソ
ネ
ポ

ロ
　
Ｎ
　
ν

Ｌ
　
ｌ
　
が
ぜ
ぬ
ぼ
れ
　
ガ
ゼ
ヌ
ポ
レ
　
Ｍ
　

μ

Ｋ
　
ｋ
　
か
せ
に
ほ
る
　
カ
セ
ニ
ホ
ル
　
Ａ
　
λ

Ｊ
Ｚ
ｊ

ｚ
お
ず
な
ぺ
リ
　
オ
ズ
ナ
ペ
リ
　
Ｋ
　
κ

９
Ｉ
Ｙ
ｉ

ｙ
お
す
ど
べ
ら
　
オ
ス
ド
ベ
ラ
　

ー
　
ι

８
Ｈ
Ｘ
ｈ

Ｘ
え
じ
と

へ
よ
　
エ
ジ
ト

ヘ
ヨ
　
Ｏ
Ω
θ

ω

７
Ｇ
Ｗ

ｇ
Ｗ
え
し
で
ぷ
よ
　
エ
ン
デ
プ

ヨ
　
Ｈ
Ψ

η
ψ

６
Ｆ
Ｖ
ｆ

ｖ
う
ぎ
て
ぶ
ゆ
　
ウ
ザ
テ
ブ

ユ
ケ
Ｚ
Ｘ
ζ

χ

５
Ｅ
Ｕ

ｅ
ｕ
う
さ
づ
ふ
ゆ
　
ウ
サ
ヅ
フ

ユ
ヵ
Ｅ
Φ

ε
φ

４
Ｄ
Ｔ
ｄ
ｔ
い
ご

つ
び
や
　
イ
ゴ
ツ
ピ
ヤ
ヴ
△
Υ
δ

υ

３
Ｃ
Ｓ

ｃ
ｓ
い
こ

つ
び

や
ん

イ
コ
ツ
ビ

ヤ
ン
Ｆ
Ｔ
γ
τ

２
Ｂ
Ｒ
ｂ

ｒ
あ
げ
ぢ
ひ
も
を
ア
ゲ
ヂ
ヒ
モ
ヲ
Ｂ
Σ
β

σ

ｌ
Ａ
Ｑ

ａ
ｑ
あ
け
ち
ば
め
ゑ

ア
ヶ
チ
パ
メ
ヱ
Ａ
Ｐ

α
ρ

664:
680:
700:

０

０

０

０

０

０

83AE:263
88BE:264
830E:265
83DE:266
83EE:267
843F:272 Ｈ

Э
М
Ь

Л

Ы
К
Ъ

Й

Щ
И
Ш

３
Ч

Ж
Ц

Ｅ

Ｘ

Ｅ

Φ

Д

ｙ

Ｆ

Ｔ

Ｂ

Ｃ

Б

Ｐ

Ａ

Π○

「上
ｒ

‐
「

１
１
丁

一

ト

十
十

上
　
上

コ
‐
‐

「

Ｔ
Ｔ

Ｉ
Ｆ
Ｌ

‥

Ｌ
十

コ　
上

「
‥Ｊ
‥

Ｆ
Ｔ

‐―

‥ｒ

Я
　
一
Ｌ

Ю
　
　
コ
　
‐†

K)Я
844F:2730:0716:
845F:2740:0732:
846F:2750:0748:
8480:2760:0764:
8490:2770:0780:
849E:2820:0800:
84AE:2880:0816:
84BE:2840:0832:

a6B「 Д e e X 3 И И К Л M H
OΠ pCTyф XЦ Ч Ш Ш Ъ Ы Ь Э
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C3 非漢字および JIS第 1水準、第 2水 準漢宇コード表

ぜ
　
渥
或
　
囲
胃
逸

Ｉ
　
握
鮎
　
偉
緯
溢
蔭

↓
　
悪
綾
　
依
維
壱
胤

К
　
穐
絢
　
位
移

一
淫

朝
　
茜
飴
　
伊
異
磯
飲

■
　
葵
虻
　
以
畏
郁
引

■
　
逢
姐
杏
　
為
育
姻

■
　
姶
宛
鞍
　
椅
域
因

イ
　
挨
扱
闇
　
易
亥
員

馬
　
愛
斡
案
　
慰
井
咽

巧
　
哀
圧
暗
　
意
医
印
吋

＝
　
阿
梓
按
　
惟
遺
允
韻

■
　
娃
鯵
庵
　
尉
違
鰯
隠

曖
　
唖
芦
安
　
威
謂
芋
陰

■
　
亜
葦
袷
　
委
衣
茨
院

■
　
　
旭
粟
　
夷
萎
稲

●JIS第 1水 準漢字コード表

□

ンフトJ:JIS :ク テン :

889E:3020:1600:
889E:3020:1600:
88AE:3030:1616:
88BE:3040:1632:
88BE:3040:1632:
88CE:3050:1648:
88DE:3060:1664:
88EE:3070:1680:
898F:3120:1700:
893Fi3120:1700:
894F:3130:1716:
895F:3140:1732:
895F:3140:1732:
896F:3150:1748:
8980:3160:1764:
3990:3170:1780:
3990:3170:1780:
899E:3220:18001
89AE:3230:1816:
89AE:3230:1816:
89BE:3240:1832:
89CE13250:1848:
89DE:3260:1864:
89EE:3270:1880:
8A3F:3320:1900:
8A4F:3330:1916:
8A5F:3340:1982:
8A6F:3350:1948:
8A80:3860:1964:
8A90:3370:1980:
8A9E:3420:2000:
3AAE:3430:2016:
8ABE:3440:2032:
8ACE:3450:2048:
8ADE:3460:2064:
8ADE:3460:2064:
8AEE:3470:2080:
8B3F:3520:2100:
8B4F:3530:2116:
8B5F:3540:2132:
8B6F:3550:2148.:
8B80:3560:2164:
8B90:3570:2180:
8B9E:3620:2200:
8BAE:3630:2216:
8BBE:3640:2232:
8BCE:3650:2248:
8BDE:3660:2264:

穎
円
縁

盈
厭
猿

瑛
榎
燕

洩
閲
煙

泳
越
焔

永
謁
炎

栄
悦
演

曳
駅
沿

映
益
援

影
疫
掩
塩

嬰
液
怨
鴛

営
鋭
延
鉛

叡
詠
宴
遠

餌
衛
奄
薗

荏
英
堰
苑

頴
園
艶

丑
運

窺
云

鵜
噂

ｎ
Ｆ

Ｈ
日

“
ツ

Ｅ
μ

雨
瓜

迂
浦

羽
厩

鳥
姥

宇
鰻

右
蔚

億
応
荻

往
沖

奥
岡

央
黄
音

凹
鴎
穏

甥
鴬
温

汚
襖
思

於
翁
卸

王
俺

殴
乙

欧
牡

碓 臼
¬

「

押 旺 横
屋 憶 臆 桶

渦 嘘 唄 欝

□

何
河
貨
駕
　
劾
蛙
穫
樫
鰹
　
姦
歓
艦
岸
　
器
　
起
疑
杵
救
居
　
強
郷
僅
襟

仮
歌
嘩
餓
改
凱
馨
確
笠
且
萱
堪
款
肝
含
　
喜
棄
貴
犠
砧
急
去
京
峡
蕎
粁
衿

化
架
課
雅
拐
貝
浬
獲
掛
轄
茅
喚
棺
翰
丸
　
危
棋
記
欺
詰
弓
牛
享
境
興
桐
菌

下
果
蝦
賀
戒
階
骸
殻
顎
褐
栢
巻
桓
缶
舘
　
伎
期
規
擬
橘
宮
旧
亨
喬
脅
玉
芹

暇
菓
蛾
懐
開
鎧
核
額
葛
鴨
勧
柑
緩
館
　
企
既
徽
技
桔
吸
給
魚
叫
胸
極
緊

科
華
芽
恢
蟹
該
格
楽
滑
噛
勘
敢
簡
韓
願
　
旗
紀
戯
喫
及
糾
禦
卿
矯
曲
筋

寡
荷
臥
悔
芥
街
撹
岳
渇
鎌
刊
換
管
陥
顔
　
机
稀
宣
吃
休
級
漁
匡
狭
局
禽

家
茄
画
怪
絵
蓋
拡
学
活
釜
寒
憾
竿
関
頑
　
揮
季
妓
吉
仇
笈
鋸
協
狂
業
禁

嫁
苛
牙
快
皆
碍
廓
革
括
蒲
冠
慣
看
閑
雁
　
忌
祈
儀
鞠
久
窮
距
凶
況
暁
琴

夏
花
我
廻
界
涯
各
隔
恰
竃
侃
感
監
間
贋
　
幾
畿
偽
菊
丘
究
許
共
橋
尭
欽

嘉
箇
峨
壊
灰
概
嚇
閣
喝
兜
乾
患
甘
鑑
翫
　
希
汽
亀
掬
逆
球
虚
競
教
凝
欣

可
稼
俄
塊
海
慨
劃
郭
割
株
瓦
幹
環
還
岩
　
岐
気
鬼
議
虐
灸
渠
兇
挟
仰
斤
銀

加
禾
蚊
回
械
崖
釣
較
潟
鞄
苅
干
潅
貫
眼
　
寄
毅
騎
誼
脚
泣
挙
僑
恭
驚
錦
吟

佳
禍
霞
解
晦
害
蛎
赫
鰍
樺
刈
寛
潤
諌
癌
　
嬉
帰
飢
蟻
客
汲
拠
侠
恐
饗
巾
金

価
珂
過
会
魁
咳
柿
角
梶
椛
粥
官
漢
観
玩
　
奇
機
輝
義
却
求
拒
供
怯
響
均
近

伽
火
迦
介
　
外
垣
覚
橿
叶
　
完
汗
莞
巌
　
基
　
軌
祇
黍
朽
巨
　
彊
鏡
勤
謹

□

ア

エ

カ
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C コー ド表

+0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +Fンフ|・ J:JIS :ク テン :

8BDE:3660:2264:
8BEE:3670:2280:
803F:3720:2300:
804F:3730:2316:
804F:3730:2316:
805F:3740:2332:
806F:3750:2348:
8880:3760:2364:
8090:3770:2380:
8C9E:3820:2400:
8CAE:3830:2416:
80BE:3840:2432:
80BE13840:24321
860E:3850:2448:
8CDE:3860:2464:
80EE:3870:2480:
8D3F:3920:2500:
8D4F:3980:2516:
8D5F:3940:2532:
8D6F:3950:2548:
8D80:3960:2564:
8D90:3970:2580:
8D9E:3A20:2600:
8DAE:3A30:2616:
8DAE:3A30:2616:
8DBE:3A40:2632:
8DCE:3A50:2648:
8DDE:3A60:2664:
8DEE:3A70:2680:
8E3F:3B20:2700:
8E4F:3330:2716:
8E5F:3B40:2732:
8E5F:3B40:2732:
8E6F:3B50:2748:
8E80:3B60:2764:
8E90:3B70:2780:
8E9E:3C20:2800:
3EAE:3030:2816:
8EBE:304012832:
8ECE:3C50:2848:
8EDE:3C60:2864:
8EEE:3870:2880:
8F3F:3D20:2900:
8F4F:3D30:2916:
8F5F:3D40:2932:
8F6F:3D50:2948:
8F80:3D60:2964:
8F90:3D70:2980:
8F9E:3E20:3000:
8FAE:3E30:3016:
8FBE:3E40:3032:

駆 駈
屈
勲 君

躯
屑
鍬

苦
釧
桑

矩
櫛
繰

玖
串
栗

狗
隅
粂

句
寓
熊

倶
偶
窪

九
空
轡

喰
靴
郡

虞
沓
軍

愚
窟
群

具
掘
訓

区ヽ
ロ

スEヨ

【1日

P喪

駒

薫
型
系
鯨
件
　
遣
舷
　
枯
互
醐
　
康
洪
肱
降
刻
　
痕
　
鎖
栽
在
削
　
晒
賛
　
始
止
誌
　
鹿
漆
赦
爵
種
　
蒐
戎
熟
淳
緒
　
少
梢
章

珪
稽
迎
月
捲
軒
絃
　
故
五
護
向
庚
江
肯
閤
克
込
混
　
詐
採
剤
作
刷
皿
讃
　
士
枝
試
時
汐
湿
捨
灼
珠
周
舟
従
塾
殉
庶
償
小
松
称

圭
畦
芸
訣
拳
賢
現
　
戸
鼓
誤
口
広
構
考
鋼
麹
狛
梱
　
砂
才
際
鷺
冊
鮫
蚕
　
四
旨
詩
持
辞
悉
射
杓
狩
収
臭
十
粛
楯
渚
傷
将
晶
祥

啓
渓
鶏
血
懸
謙
玄
　
弧
顧
語
厚
幸
梗
耕
砿
轟
骨
根
　
瑳
彩
載
碕
匙
錆
纂
　
嗣
施
詞
慈
蒔
室
写
尺
殊
囚
習
充
縮
旬
曙
除
宵
昭
礁

兄
桂
頚
結
憲
見
源
　
庫
雇
碁
勾
巻
校
綱
鉱
豪
惚
昆
　
沙
宰
裁
埼
笹
捌
算
　
史
斯
視
寺
自
嫉
舎
勺
朱
需
繍
住
祝
循
暑
鋤
娼
昌
硝

刑
景
軽
穴
建
肩
減
　
己
鈷
瑚
効
巧
杭
絞
酵
濠
忽
昏
　
査
妻
菜
崎
鮭
鯖
産
　
司
孜
至
字
耳
失
縞
借
手
綬
終
什
淑
准
所
想
妾
昇
省

傾
敬
警
潔
嫌
県
弦
　
孤
跨
檎
功
工
更
紘
郊
拷
甑
懇
　
差
塞
細
咲
桜
皐
珊
　
刺
支
脂
児
而
執
蕊
邪
守
樹
秋
醜
宿
駿
初
徐
奨
捷
症

係
携
詣
決
堅
絹
幻
　
姑
誇
梧
公
宏
晃
紅
購
壕
腰
恨
　
左
哉
斎
肴
錯
雑
燦
　
使
指
肢
侍
示
叱
屡
蛇
取
授
秀
集
夙
舜
処
序
嘗
掌
照

祁
掲
計
欠
圏
硯
厳
　
固
虎
悟
光
孝
昂
糠
貢
合
漉
婚
　
嵯
最
祭
榊
索
薩
桟
　
同
思
紫
似
磁
七
芝
遮
主
寿
洲
酬
叔
竣
順
女
唱
招
焦

袈
憩
蛍
傑
喧
研
原
　
呼
菰
御
倖
孔
攻
稿
請
号
獄
墾
　
唆
再
砦
堺
策
殺
散
　
仔
志
紙
事
痔
雫
柴
車
惹
呪
拾
酋
銃
瞬
醇
叙
商
抄
焼

卦
慧
莉
桁
剣
献
元
　
古
胡
後
候
好
控
硬
衡
劫
黒
坤
　
叉
催
砕
阪
窄
札
撒
　
仕
師
糸
歯
璽
宍
偲
謝
弱
受
愁
週
重
春
遵
助
哨
承
湘

慶
茎
隙
券
大
鹸
　
個
股
娯
候
垢
拘
皇
行
剛
鵠
困
　
佐
債
犀
坂
柵
擦
惨
残
　
市
私
飼
爾
軸
篠
者
寂
儒
修
輯
縦
崚
巡
諸
召
彰
渉
　
　

‐８６

恵
罫
激
兼
牽
験
　
乎
袴
吾
佼
坑
抗
甲
荒
鴻
酷
今
　
些
挫
采
冴
朔
撮
山
暫
　
屍
祉
雌
治
竺
蔀
紗
若
首
州
蹴
獣
俊
純
藷
升
廠
消

径
繋
撃
健
権
顕
限
　
糊
呉
交
喉
慌
溝
航
高
穀
頃
魂
　
座
災
財
昨
拶
参
斬
　
子
獅
賜
滋
鴫
実
社
錫
酒
就
讐
渋
述
盾
薯
匠
床
沼

形
継
戟
倦
検
険
諺
　
狐
午
鯉
后
恒
港
膏
香
国
此
艮
　
坐
済
罪
搾
察
傘
餐
　
姿
氏
資
次
識
質
煮
釈
趣
宗
襲
汁
術
潤
書
勝
庄
樵

契
経
劇
倹
　
鍵
言
　
湖
伍
乞
　
弘
浩
腔
項
生
回
　
紺
　
裟
歳
材
昨
　
一二
酸
　
姉
死
諮
　
式
疾
斜
酌
腫
　
衆
柔
出
準
署
　
尚
樟

コ

サ
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■
醤
常
　
侵
真
刃

疑
賞
嬢
飾
信
疹
仁

期
象
壌
埴
伸
申
人

К
詳
場
嘱
尻
深
震

■
詔
城
錠
辱
浸
針

轟
証
剰
醸
蝕
榛
進

■
訟
冗
譲
食
森
辛
靭

■
裳
乗
蒸
触
晋
身
陣

イ
衝
丞
穣
色
新
診
迅

馬
蕉
丈
畳
職
振
親
訊

巧
蒋
上
状
織
慎
薪
腎

■
菖
鞘
浄
燭
心
芯
尽

■
肖
障
杖
殖
審
臣
甚

授
紹
鐘
条
植
寝
紳
尋

■
粧
鍾
擾
拭
娠
秦
壬

■
笑
鉦
情
　
辰
口神
塵

ンフ
|`

8F0
8FD
8FE
903
904
905

IS :り ■):
E50:3048:
E60:3064:
E70:3080:
F20:3100:
F30:3116:
F40:3132:

Ｊ

３

３

３

３

３

３

Ｊ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

906F:3F50:3148:
906F:3F50:3148: 厨

随
図
錘
裾

酢
錐
雀

須
酔
順

諏
遂
菅

笥
衰
椙

翠
杉

粋
据

睡
雛

炊
趨

水
枢

推
数
世

帥
嵩
寸

政
誠
析
設
戦
　
鮮
　
楚
創
掻
聡
　
俗
　
多
堆
貸
啄
　
誰
耽
　
地
蓄
衷
　
眺
朕

成
西
昔
折
川
線
閃
　
曽
僧
挿
綜
憎
速
　
他
体
袋
卓
只
樽
綻
　
知
筑
虫
寵
町
直

性
製
斥
摂
尖
箭
銑
　
曾
鼠
掃
総
増
足
遜
　
騨
苔
瀧
蛸
鱈
箪
　
値
竹
注
喋
牒
捗

征
声
戚
接
専
穿
銭
　
措
遡
捜
糟
像
測
村
　
駄
腿
滝
凧
狸
端
談
　
畜
柱
凋
潮
勅

姓
聖
惜
拙
宣
旋
遷
　
岨
阻
想
窓
騒
東
損
　
陀
胎
鷹
茸
谷
短
男
　
築
昼
兆
朝
鳥

勢
精
席
切
占
煽
選
　
塑
訴
惣
相
霜
捉
尊
　
楕
滞
題
諾
棚
炭
段
　
馳
抽
丁
暢
頂

制
盛
隻
碩
千
煎
践
　
噌
蘇
匝
痩
鎗
息
孫
　
舵
泰
醍
濁
辿
湛
檀
　
遅
忠
貯
挑
長

凄
生
脆
蹟
先
潜
賎
糎
　
組
層
争
遭
即
存
　
柁
替
第
鐸
竪
淡
暖
　
蜘
宙
著
懲
銚

是
牲
税
跡
仙
染
詮
膳
　
素
宋
燥
送
則
揃
　
打
戴
大
託
巽
歎
断
　
致
仲
苧
徴
跳

畝
清
斉
赤
蝉
洗
薦
繕
　
粗
爽
漕
走
側
其
　
惰
態
台
琢
脱
旦
弾
　
置
中
猪
彫
超

瀬
正
静
責
舌
浅
船
禅
　
租
奏
槽
装
促
袖
　
妥
怠
代
濯
奪
探
壇
　
稚
着
瀦
張
諜

栖
青
脊
絶
泉
舛
全
　
祖
壮
槍
藻
造
卒
　
堕
待
鯛
沢
辰
担
団
　
痴
嫡
樗
弔
調
陳

棲
醒
績
雪
栴
腺
然
　
礎
喪
巣
蒼
贈
続
　
唾
帯
黛
拓
達
坦
鍛
　
池
茶
駐
庁
蝶
鎮

晴
逝
籍
説
栓
羨
漸
　
疎
倉
曹
葬
蔵
族
　
詑
岱
隊
択
但
嘆
誕
　
智
窒
鋳
帳
腸
賃

星
請
積
節
撰
繊
善
　
疏
叢
早
荘
臓
賊
　
汰
耐
逮
托
叩
単
蛋
　
恥
秩
酎
帖
脹
珍

整
誓
石
窃
扇
　
前
　
狙
双
操
草
　
属
　
太
対
退
宅
　
丹
胆
　
弛
逐
註
　
聴
沈

０
９
　
０
０

■
■

■
■

口
Ｌ

●
■

Ｄ
Ｄ
　
ｒ
し

90DE:4060:3264:
90EE:4070:3280:
913F:4120:3300:
914F:4130:3316:
914F:4130:3316:
915F:4140:3332:
916F:4150:3348:
9180:4160:3864:
9190:4170:3380:
919E:4220:3400:
91AE:4230:3416:
91AE:4230:3416:
91BE:4240:3432:
910E:4250:3448:
91DE:4260:3464:
91EE:427013480:
923F:4320:3500:
924F:4330:3516:
925F:4340:3532:
925F:4340:3532:
926F:4350:3548:
9280:4360:3564:
9290:4370:3580:
929E:4420:3600:
92AE:4430:3616:
92BE:4440:3632:
92BE:4440:3632:
92CE:4450:3648:
92DE:4460:3664:
92DE:4460:3664:
92EE:4470:3680:
933F:4520:3700:
934F:4530:3716:
935F:4540:3732:
935F:4540:3732:
936F:4550:3748:

逗 吹 垂
瑞 髄 崇

澄 摺

槻 佃 漬 柘 辻
釣 鶴

登 菟 賭 途 都 鍍

F60:3164:
F70:3180:
020:3200:
020:3200:
030:3216:
040:3232:
050:3248:

909E:4
909E:4

Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｈ

掴
吊

栂
爪

塚
紬

通
嬬

痛
壺

鎚
坪

追
潰

槌
椿

椎
鍔

墜
綴

津
蔦

渡
冬

杜
党

斗
倒

徒
怒

屠
奴

妬
土

塗
度

堵
努

吐
砺

兎
砥

「
コ

日
巳

弟
　
哲
顛

廷
逓
溺
転

庭
蹄
鏑
貼

底
諦
適
甜

帝
訂
笛
纏

定
艇
的
添

堤
締
滴
店

呈
程
敵
展

貞
禎
擢
天

剃
碇
摘
填

偵
汀
泥
典
電

停
梯
鼎
鉄
田

低
提
釘
迭
澱

亭
挺
鄭
轍
殿

抵
邸
撤
伝

悌
　
徹
点

ソ

チ

ツ
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押
棟
　
働
匿
届
鈍
楠

Ｉ
梼
到
闘
鴇
椴
曇
南

瑚
桃
統
騰
峠
突
呑
畷

■
東
糖
頭
鋼
凸
頓
縄

朝
搭
筒
陶
道
橡
遁
馴

抽
投
答
鐙
萄
栃
豚
楢

円
悼
等
透
胴
読
沌
鍋

鶴
嶋
祷
逃
童
独
敦
捺

イ
島
痘
踏
瞳
毒
惇
灘

“
宕
当
豆
洞
篤
屯
謎

巧
套
燈
謄
撞
禿
噸
薙

“
塘
灯
討
憧
督
瀞
凪

ンフトJ:JIS :ク テン :
9380:4560:3764:
9390:4570:3780:
989E:4620:3800:

+0 ■1 +2 +3
凍 刀 唐 塔
盗 洵 湯 涛

董 蕩 藤

念 捻 撚 燃 粘

導
特
酉
乍

堂
涜
寅
内
汝

同
徳
苫
那
難

動
得
鳶
奈
軟

■
■

６
０

迩 匂 賑 肉 虹 廿 日 乳 人
ヌフ ="
′し  ヽ ●0

,需

禰 祢 寧 葱 猫 熱 年

乃 廼 之 埜 嚢 悩 濃 納 能 脳 膿

弐
妊

尼
任

二
韮尿”

ｕ
ｉ
ヌ

０
り
　
０
０

●
０

０
υ
　
Ｏ
り

Ｏ
Ｊ

0:3816
0:3832

ハ
０

■
■

ｏ
０

0:4280
ａ

〉

‘
一

０
●

0:4316:
う
‘

■
■

う
０

■
■

■
■

●
Ｄ

■
■

●
０

93AE:463
98BE:464
980E:465
98DE:466
98EE:467
98EE:467
943F:472

A7
B2
B3
B4
B5

943F:4720:3900:
943F:4720:3900:
944F:4730:3916:
944F:4730:3916:
945F:4740:3932:
945F:4740:3932:
946F:4750:3948:
9480:4760:3964:
9490:4770:3980:
949E:4820:4000:
94AE:4830:4016:
94BE:4840:4032:
94CE:4850:4048:
94CE:4850:4048:
94DE:4860:4064:
94EE:4870:4080:
953F:4920:4100:
954F:4980:4116:
955F:4940:4132:
956F:4950:4148:
956F:4950:41481:
9580:4960:4164:
9590:4970:4180:
959E:4A20:4200:
95AE:4A30:4216:
95AE:4A30:4216:
95BE:4A40:4232:

95E
963
964
965
966

馬
梅
拍
　
発
反
範
　
庇
被
　
逼
豹
貧
　
敷
撫
　
墳
　
平
箆
　
鋪
倣
　
鋒
某
墨
盆
柾

芭
媒
博
麦
溌
半
販
　
妃
肥
美
筆
評
瀬
　
扶
侮
服
噴
　
幣
蔑
　
舗
菩
朋
邦
望
卜
凡
鮪
満

罵
培
剥
駁
鉢
判
藩
　
否
罷
眉
畢
表
浜
　
怖
附
幅
吻
　
塀
瞥
　
保
簿
方
豊
暴
僕
翻
枕
慢

婆
倍
伯
莫
八
伴
般
　
卑
緋
琵
必
票
斌
　
府
阜
復
分
　
兵
別
鞭
　
母
放
訪
房
北
本
膜
万

破
配
萩
縛
畠
隼
繁
　
匪
秘
毘
弼
瓢
彬
　
布
赴
副
鮒
　
併
碧
弁
　
暮
捧
褒
忙
頬
奔
幕
麿

琶
輩
矧
爆
畑
蛤
畔
蛮
　
碑
枇
肘
漂
品
　
冨
賦
伏
物
　
丙
癖
娩
　
成
抱
蜂
忘
吠
幌
槙
繭

派
肺
秤
漠
肌
塙
班
蕃
　
皮
微
菱
水
鰭
　
富
負
蕗
仏
聞
　
壁
勉
　
慕
庖
蓬
帽
防
堀
哩
侭

波
背
蝿
曝
幡
噺
犯
磐
　
疲
尾
膝
標
蛭
　
婦
譜
葺
沸
文
　
僻
便
　
墓
崩
萌
妨
鉾
殆
毎
迄

杷
牌
這
迫
櫨
鳩
版
盤
　
泌
備
彦
彪
蒜
　
夫
芙
風
払
雰
　
頁
遍
　
募
峯
芳
坊
貿
没
枚
沫

覇
盃
陪
薄
筈
閥
汎
番
　
比
簸
髭
俵
鋲
　
埠
膚
楓
弗
紛
　
米
返
　
穂
峰
胞
剖
貌
勃
昧
末

播
杯
賠
舶
肇
筏
氾
晩
　
斐
樋
疋
謬
錨
　
付
腐
封
淵
糞
　
陛
辺
　
輔
宝
縫
傍
謀
釦
妹
抹

把
敗
売
粕
箸
抜
板
挽
　
披
飛
匹
百
苗
　
不
符
部
覆
粉
　
閉
編
　
補
奉
砲
亡
膨
穆
埋
又

巴
排
買
箔
硲
罰
斑
飯
　
批
非
稗
紐
秒
瓶
　
父
蕪
複
奮
　
蔽
篇
　
甫
報
烹
乏
肪
睦
麻
俣

蚤
　
拝
狽
白
箱
伐
搬
頒
　
扉
避
柊
媛
病
敏
　
浮
葡
腹
焚
　
並
片
　
歩
呆
泡
鵬
紡
牧
魔
亦
蔓

覗
　
廃
煤
泊
函
髪
帆
煩
　
悲
費
鼻
姫
描
頻
　
普
舞
福
扮
　
柄
変
　
捕
包
法
鳳
冒
朴
磨
桝
漫

農
　
俳
楳
柏
　
醗
叛
釆
　
彼
誹
　
桧
廟
賓
　
斧
武
　
憤
　
弊
偏
　
圃
俸
　
飽
棒
撲
摩
鱒

０
０
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り
■
■

月
■
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‘
ｏ
ｏ

´
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■
４
一
■
■

■
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Ｒ
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虔
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■
“
一
■
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ロ
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ｒ
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ロ
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●
し
　
●
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ｈ
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員
υ
　
罠
υ
Ｒ
０

０
υ
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υ
ｎ
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４
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969E:402014400:

ハ

ホ
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ヽ
ミ

C3 非漢字および JiS第 1水準、第 2水準漢宇コー ド表

メ

モ

リ

ロ

シフトJ:JIS :ク テン :

969E:4C20:4400:
96AE:4030:4416:
96AE:4030:4̀116:
96AE:4030:4416:
96BE:4040:4432:
96BE:4C40:4432:
96CE:4C50:4448:
96DE:4C6014464:
96DE:4060:4464:
96EE:4070:4480:
96EE:4C70:4480:
973F:4D20:4500:
974F:4D30:4516:
974F:4D30:4516:
975F:4D40:4532:
976F:4D50:4548:
9780:4D60:4564:
9780:4D60:4564:
9790:4D70:4580:
9790:4D70:4580:
979E:4E20:4600:
97AE:4E30:4616:
97BE:4E40:4632:
970E:4E50:4648:
97CE:4E50:4648:
97DE:4E60:4664:
97DE:4E60:4664:
97EE:4E70:4680:
983F:4F20:4700:
983F:4F20:4700:

+0 +1 +2

粍 民 眠

明 盟 迷

矢

涌

誉

厄 役

諭 輸
猶 猷

輿 預

rよ
″

':L

寮
緑

楼 榔 浪
1冊

化委| 千ロ
椀 湾 碗

+3 +4 +5 +6
味 未 魅 巳

務 夢 無 牟

銘 鳴 姪 牝

+8 +9 +A
岬 密 蜜

霧 鵡 椋

免 棉 綿

蒙 儲 木
匁

+D +E +F
稔 脈 妙

網
紋

盲
悶

猛
間

毛
貰

孟
籾

妄
戻

茂
尤

命
　
模
餅

名
　
摸
勿

冥
麺
　
杢

与
溶
欲

余
洋
抑

予
様
慾

楊
養

曜
陽

擁
遥

揺
踊

揚
謡

庸
要

容
蓉

妖
葉

幼
耀
淀

備
羊
翼

溜
凌
力
　
累

璃
流
両
領
　
涙

理
劉
僚
陵
　
塁

梨
略
亮
量
　
瑠

李
掠
了
遼
麟

履
葎
虜
諒
鱗

吏
立
旅
良
隣

利
率
慮
糧
輪

律
侶
稜
臨

陸
龍
瞭
琳

離
竜
療
燐

里
隆
猟
淋

裡
粒
涼
林

裏
硫
梁
厘

痢
留
料
倫

麗霊
聯

零
練

隷
簾

鈴
煉

苓
漣

礼
憐

玲
恋

怜
廉

嶺
裂

励
烈

冷
劣

例
列
錬

伶
歴
連

令
暦
蓮

類
　
齢

朗
録
　
蕨

弄
肋
　
藁

廊
禄
　
詫

婁
麓
　
鰐

労
六
　
一旦

露
郎
　
互

路
蝋
　
鷲

賂
聾
　
枠

炉
老
　
惑

+7

箕

矛

滅

耗
Fヨ

靖

+B +C
湊 蓑

婿 娘

緬 面

黙 目

夜 爺冶
鑓

也
薮柳

湧
癒
柚

油
有

愈
揖
夕

愉
憂
融

悠
雄

幽
郵

宥
邑

友
遊

□

耶 野 弥
約 薬 訳 躍

唯 佑 優 勇
由 祐 裕 誘

羅 螺 裸 来 莱 頼 雷 洛 絡 落 酪
欄 濫 藍 蘭 覧

呂 魯 櫓
漏 牢 狼 篭

話 歪 賄 脇
腕

窯
翌
　
嵐

用
浴
　
卵

熔
沃
　
乱

４

４

４

４

４

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

０

４

５

５

６

８

８

８

８

８

８

F30:4716:
F40:4732:
F40:4732:
F50:4748:
F60:4764:

9890:4F70:4780:

ヨ

フ
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イチノブ

C.コ ード表

●JIS第 2水 準漢字コード表

く1画 〉 ンフトJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4‐  +5 +6 +7 +81 +9 +A +B +C +I)+E +F
989E:5020:4800:  式 巧 二

989E:5020:4800:        イ`ヽ リト

989E:5020:4800:          ヽ 井

989E:5020:4800:       ノ 又 乖 乗

989E:5020:4800:              雷L

テノノブ

ノカンム|'

ボウノブ

乙

ハネボウ

オツニョウ

〈2

989E:5020:4800:
98AE:5030:4816: 含予

98AE:5030:4816:   :式  干 亜 巧i

98AE:5000:4816:

98AE:5030:4816:
98BE:5040:4832:切
98CE:5050:4848: J武
98DE:5060:4864: '陣
98EE:5070:4880: IE
998F:5120:4900:
994F:5130:4916: 1監

994F:5130:4916:

995F:5140:49321雨 魚

995F:5140:4932: 今 翼

995F:5140:4932: 同 同 冊 書 問 冑 書 見

995F:5140:4982:
996F:5150:4948:富 幕

996F:5150:4948: ン 決 石 沖 沐 況 冽 涸 涼 凛

996F:5150:4948:
9980:5160:4964:凰

9980:5160:4964:  国 山

9980:5160:4964:     刃 チ:1刺
9990:5170:4980:制 別 剪 豊1剰 剤
999E:5220:5000:    ,祝 瞬|

」 豫 事

′―'冤 冦 家

几 庭 凩 免

ナベプタ

ニノブ

ケイオマエ

ワカンム|'

カンカヤェ

杖
挑
悌
儒
　
優
　
　
競

物
俺
悧

―――
徹
僑
　
　
競

外
休
僅
俯
嘔
倫
　
　
免

仄
修
備
倅
博
優
　
　
兌

働
倍
愧
悼
微
慣
　
　
見

炊
件
惇
情
愧
憧
　
　
死

宣
　
　
佗
俎
侶
倫
僣
　
　
几

き電
　
　
拘
候
淑
偲
僣
傑

京
　
　
佛
侃
砕
借
饒
備

一几
　
　
佑
儘
倅
倣
僑
慨

上
　
　
供
命
性
掲
信
憾

杭
来
例
修
懐
儡

倫
伴
掘
僣
博
傍

任
侑
侶
含
倦
倍

供
偏
綺
暇
念
済

人

□
好因
”囚
”

ニスィ一Ｈ四
一コ

刀
由
小剋

耕
到
剤

瓶
瞬

＝り
ｍ凛

メ〓小
ＯＲ

割
制

剖
嗣

剛
創

切
瓢

刻
判

ノ

日

国

カタ十′ア
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カ

C.3 非漢字あよび JIS第 1水 準、第2水準漢字コード表

ンフトJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F
999E:5220:5000:  切 勧 勧 券 勁 勅 易 勢 勤 勤 飾 動 動 励
99AE:5230:5016:動チカラフア

ツツミ″
'I

ヒノブ

99AE:5230:5016:

99AE:5230:5016:

99AE:5230:5016:

99AE:5230:5016:

99BE:5240:5032:

99BE:5240:5032:

99BE:5240:5032:

990E:5250:5048:
99Dl]:5,260:['064: 1牙
99EE:5270:5080: テi

句 勿 旬 旬 旬 旬 龍

牛 ‖ 掛 井 卍 準

下

匡 匡 匡 置 巨

口 后 タロ 谷口巻

ヒ

カタンクマエ

ジュウノア

ボクノプ

フ/ア ク|,

匡

「

く 3

口

土

久

久

[匡

「
厖 厠 履

″ンダレ

99BE:5240:5032:
990E:5250:5048:豚 断 厭

ム 990E:5250:5048:

又 990E:5250:5048.:

ム 参 纂

雙 隻 曼 隻
マタンア

クチヘ/

畔
皆
　
瞬
城
嗜
嗅
彗

叶
岬
杏
哺
略
唄
嘲
巌

臥
颯
吟
哭
喀
嵯
噺
暖

呪
呟
哄
嘩
啄
嗅
嘴
響

明
咎
咬
頃
申
鳴
管
囁

町
呵
唖
曙
瞑
暁
器
嘘

味
咸
哺
唸
嘲
喧
喧

駅
琴
峨
略
喩
曜
剛

吝
畦
号
咳
哺
嚇
嗅
曜

瞬
咆
晰
嘩
哺
嗽
暉
嘔

嗜
晴
員
啜
軍
喉
嗜
暉

晩
咄
蛯
害
卿
噴
曝
唾

吼
畷
咤
睦
喘
嗽
唯
囀

坑
咀
晒
卿
嗽
嘔
哺
囃

瞬
呻
腿
嵯
管
唄
嘩
囁

晴
唱
晴
唱

杯
埒
暫
堪

址
哺
堤
墨

妍
塊
壻
墳

玖
埃
毀
培

地
峠
奎
墾

坪
堺
整
墨

以
埋
場
菫

埼
堡
堕
　
　
壽

根
場
躇
　
　
壼

咳
蝸
培
　
　
壻

地
煙
壊
　
　
萱

対
珊
嶼
　
　
壺

城
峰
博
　
　
蹴

墜
椛
墟
奎

垂
奎
欄
壌

9A3F:5320
9A4F:5330
9A5F:5340
9A6F:5350
9A80:5360

:5132:
:5148:
:5164:

5100:
5116: 町於

9A90:5370:5180:

9A90:5370:5180:
9A9E:5420:5200:

9A9E:5420:5200:
9AAE:5430:5216: ir甘
9ABE:5440:5232: ナ等
9ACE:5450:5248: :璽
9ADE:5460:5264: 1増 璽

9ADE:5460:5264:

9ADE:5460:5264:

9ADE:5460:5264:

9ADE:5460:5264:

口 囮 圃 囲 圃 圏 日
圏 國 園 回 圏 国 薔 園

ツチヘン

サムライノブ

フユ″ンラ

スイニョウ

句

ヒ

ト

ロ

タ
ユウノブ
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C.コ ード表

シフトJ:JIS :ク テ)' : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8, +9 +A +B +C +D‐  +E +F
9ADE:54160:5264:                                               夫
9AEE:5470:5280:夭 李 弯 爽 苛 癸 集 奎 霙 美 奢 興 奥 奨 奮

ウカンムリ

…■`
J

ス′′′

,w^,

娑
ク馬
嬢

9B3F:5520:5300:
9B4F:5530:5316:
9B5F:5540:5332:
9B6F:5550:5348:

嫡
捜
曜

蛾
期
娯

姫
婦
蠍

妍
媚
糊

姜
姜
姜

挨
婢
蝉

担
嬰
嬌

姐
卿
爛

批
婉
期

俵
姪
標

候
刺
蠍

腋
期
端

的
鳩
嘔
嬌

奸
郷
婚
熾

挑
構
墳

□
″

9B6F:5550:5348 ィ 牢 字 李 李 骸 執 撃 孵 學 李 儒

凸 9B6F:5550:5348:                                               ユ̀ ‐

9380:5560:5364:官 宦 寝 寃 寇 室 室 宗 痛 寅 寝 真 客 篤 案 賓
9B90:5570:5380:賓

ンョウノブ

′lヽ

尤

己

ダイノマクアン

シカ′ネノブ

トンノブ

タクミヘン

9B9E:5620:5400:

9B9E:5620:5400:
9BAE:5630:5416:
9BBE:5640:5432:
9BCE:5650:5448:

マ″|,ヵ ヮ

9BCE:5650:5448:                                              ((〈

9BDE:5660:5464:巫

9BDE:5660:5464:  己 涯三

9BDE:5660:5464:   編昌 帯 峡 名番 百言 帯 帷 幅 巾彙 慎 模、劇甍 刊曼
9BEE:5670:5480:峨 瞳 幣 調け

9BEE:5670:5480:             干千 ':il

9BEE:5670:5480:          玄 腰

工

9B90:5570:5380:  剋 ‖宅 専 封

9B90:5570:5380:

9B90:5570:5380:

9390:5570:5380:
9B9E:5620:5400: 履 屏 属 属

9BEE:5670:5480:
903F:5720:5500:

903F:5720:5500:

904F:5730:5516:

904F:5730:5516:

升 奔 井 葬 弊

Fヂ 屁 届 屎 贋

中

外 砂

尤 彪

嶋
寄
嘔

岨
商
鰯
巖

軸
嵯
豊
替

安
華
鬼
顕

盆
聡
帽
類

琴
蔦
唱
崚

山及
哺
品
山
嶼

屹
崚
嵌
裏

男
峡
哺
隆

此
義
斎
嶽

峙
崚
喰

答
岬
蟻

帖
窪
燈

崎
見
鳴

峨
蝙
峰

岬
奎
薪

キノヘン

イトガンラ

カンノヘン

干

玄

声

ナ

t

マダレ

声 岸 廊 廂 度 廟 康
蓼 廣 廊 腐 塵 康 庶 癬 康 庭 鷹 廃 廟

ニシユウアン/ア

シキカヤエ

戸

山

《

巾
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C3 非漢字およびJiS第 1水準、第 2水準漢宇コード表

シフトJ:JIS :クテン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +I)+E +F
9C4F:5730:5516:       三 弩 弧 硼 彊 弾 備 彎 弯

985F:5740:5532:互 家 彗 彙

905F:5740:5532:       多 彰

=ヨ‐
ai^7

□
ケイ″/ラ

イ 紡 往 祖 彿 徊 根 径 絢 従

906F:5750:5548:
9C80:5760:5564: 1̀古
9C90:5770:5580: 協
909E:582015600:
9CAE:5830:5616:'脹
98BE:5840:5632: 慇
9CCE:5850:5648: 中1晴

9CDE:5860:5664: 1讚
9CEE:5870:5680: 意

90EE:5870:5680
9D3F:5920:5700

9D3F:5920:5700: Fヨ
″¬ヨ

9D3F:5920:5700:
9D4F:5930:5716:
9D5F:5940:5732:
9D6F:5950:5748:
9D80:5960:5764:
9D90:5970:5780:
9D9E:5A20:5800:
9DAE:5A30:5816:

9DAE:5A30:5816:                     支 文 致
9DBE:5A40:5832:牧 lI気 敗 敷 赦 敷 紋 叙 散 散 敲 敷 敏 斃 獲

9DBE:5A40:5832:
9DCE:5A50:5848:掛

斜

9DCE:5150:5848:    百斤 慶析

9DCE:5A50:5848:

9DCE:5A50:5848:

9DCE:5A50:5848:
9DDE:5A60:5864:戻
9DEE:5A70:5880:晟
9E3F:5B20:5900:

「フ「1  985F:5740:5532:
ソ思 /986F:5750:5548:徒 徘 練 雀 篠 微

性
胸
　
憫
懐
暫
憚
儒

恰
悠
憶
悽
慇
惨
憔
慄

盆
悟
個
悴
惜
様
憬
罹

恵
懲
惧
悴
側
樫
憩
慾

添
患
憚
惟
惚
慄
愁
惜

悦
休
情
悪
恒
想
悪
操

性
快
恙
悸
慢
博
備
懃

悴
悴
桐
悪
喘
愴
標
協
懲

析
悌
悟
悟
情
想
悪
懐
儒

付
憎
拘
悧
意
慣
働
應
燿

恒
血
情
慢
懸
博
懐
惟

忽
特
悦
態
慄
惟
憚
認

想
恣
惇
愕
愧
傷
憮
懺

泥
悦
悛
温
憩
僣
憫
懺

悔
恒
情
憫
悔
懲
憑
瀬

掘
据
杵
欄
槍
　
損

祝
折
握
輸
棚
撼
梼

収
拿
撃
掟
嵯
榜
拾

紅
挙
桂
揮
構
燎
極
捜

相
神
翔
掏
寧
撥
摘
攣

拝
柑
棋
撃
格
撓
撃
難

礼
拗
拮
極
楡
斯
拳
損

杯
格
諏
椰
攪
欄
橘

林
拉
搬
橘
修
摺
攘

抜
樋
椅
採
博
撃
探

科
栂
液
掃
摯
撻
攀

孤
沸
捏
揆
擢
揮
耀

抒
捕
捜
抹
樽
檀
椰

技
拌
拝
楷
揚
捨
機

袂
井
扶
橡
掲
擦
櫛

拒
摘
捐
捩
撮
　
槻

〈4

支 成 成 成 羹 夏
憂 戯 裁 毅 戦 戯 織

り′́ンベン

ホコ/タ リ

トカンムリ

イクニ]ウ

トマス

ォノ/夕 |,

ヒヘン

チ o

加1肺 芳 施 施 脇 鰭 播

元 元

臭
晨

果
皓
瞥

早
昭
敢

書
一暁

疇
遅
　
　
島

晃
警
一　
　
曳

晉
瞑
　
　
曰

暁
陽
曇

晏
喧
唯

易
暉
砿

昴
嘆
噴

爬
量
疇

呪
罪
曖

杏
晰
瞭

曼
暫
嘩

議
［］四一ムニョウ
日

多

支

戸

手

支

斤

方

曰

193
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C.コ ード表

シフトJ:JIS :クテン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +〔 〕+9 +A +B +C +D +E +F
9E3F:5320:5900:                   月出 月良 暮 朦
9E4F:5B30:5916:朧 軍富

月

森
祖
桂
袢
　
欄
椰
鵜
樺
槽
　
櫻
　
　
欧

柱
拘
拷
模
根
椎
橘
架
櫂
積
梧
樋
　
　
歓

栃
柩
袴
橋
控
補
橡
案
種
撤
検
欄
　
　
醜

柚
根
条
梃
桐
捻
梓
嵯
修
棲
檄
裸
　
　
欧

拭
束
翔
椰
構
棠
格
精
業
様
葉
裸
　
　
飲

祖
楊
枢
條
掴
悼
緒
槙
椰
績
憶
儡
　
　
欲

杞
何
栞
楯
棘
柳
線
稿
穐
糖
権
構
　
　
盗

粁
枷
槽
稜
掬
様
楔
橙
溜
焚
嶋
檬
　
　
歓

初
析
根
措
暴
棗
揖
椀
溶
樽
撲
横
　
　
歎

初
枡
粒
集
惇
接
檄
榮
榜
楳
携
檸
槻

秋
炉
柿
拝
招
椒
棚
橿
摂
械
糧
櫂
鬱

柔
紡
抱
挽
梶
稜
楷
株
樽
幅
橙
櫃
槻

束
粉
拙
悩
柾
綜
拙
桂
梗
複
構
檻
築

北
秒
抵
枠
林下
機
綸
棟
枢
樅
槙
葉
儒

抒
析
杵
相
槽
制
拐
槃
業
撮
策
業

ツキヘ/

アクビノヘン

トメヘン

ホコ./ク リ

十ヵレノヘン

916:
932:会
948:杵
964:杭
980:梵
000:
016:棋

５

５

５

５

５

６

６

9E4F:5B3
9E5F:5B4
9E6F:5B5
9E80:5B6
9E90:5B7
9E9E:502
9EAE:503

キヘン

91]IBE:5040:6032: 111t
9ECE:5C50:6048: |1易
9El)E:5060:606̀1: 1liII
9EI]E:5070:6080: 1撮
9F3F:5D20:6100:
9F4F:5D30:6116: 1欅

欠 9F4F:5D30:6116:
9F5F:5D40:6132:款 戯 欽 蠍 歓

9F5F:5D40:6132:

9F5F:5D40:6132:
9F6F:5D50:6148:殖 暉 噴 職 職

□

′し
ヌ_

9F6F:5D50:6148:

9F6F:5D50:6148:

ダ 歿 妖 珍 致 薄 残 轄 積 鳴

支 段 殻 殴

母 硫

宅 毬 宅 嚢 毯

婦

気 気 気 氣

か′へ/

9F6F:5D50:6148:
9F80:5D60:6164:庭 醗

9F80:5D60:6164: 颯

9F80:5D60:6164:

9F80:5D60:6164:
9F90:5D70:6180: F分

E20:6200:
E30:6216: :列
E40:6232:治
E50:6248:湮
E60:6264:満
E70:6280: 7専
F20:6300:
F30:6316:膨
F40:6332:濱
F50:6348:|:爾

□

□

因

ウブ′ヘン

キ″マエ

サノズイ

浦
　
洒
洪
渭
渤
糖
　
播
澤
蒲
　
　
丞
一

泌
浩
測
涵
淮
洒
膝
済
撞
潤
濾
　
　
休
¨

江
泥
洵
洲
冷
秒
沿
服
激
溶
涯
　
　
畑

涯
温
沫
渕
睦
済
漫
滞
渾
瀑
瀦
　
　
胞

活
浜
洸
滝
濃
淳
清
漱
潜
濤
濁
　
　
柄

江
涸
治
涅
涼
滞
湖
滲
潜
澪
減
　
　
炸

注
酒
油
濤
漫
濠
褥
漿
澪
潰
濾
　
　
矩

油
浩
洵
沸
漸
渫
滓
濠
沼
港
測
　
　
畑

永
漱
街
涎
演
漱
沼
滸
澁
澤
凄
　
　
畑

決
洟
浙
浮
漕
滉
泥
潜
操
瀑
　
　
炒

泄
渭
漢
満
渾
溢
灌
漏
淋
灘
　
　
欠

沐
汗
浚
漑
涅
漢
漑
涜
澳
藩
湾

液
沢
法
淳
濃
測
頴
滴
涼
漉
濃

板
貶
捐
清
澳
瀞
漠
滴
漂
濠
激

涸
潤
浣
涸
満
漁
済
濠
酒
濃
瀾

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

9F9
9FA
9FB
9FC
9FD
9FE
E03
E04
E05
E06

火

木

止

タ

~ヽ
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瓜 E13F:6120:6500

E13F:6120:6500:
E14F:6130:6516:甍 甕 髪

C.3 非漢宇および JIS第 1水準、第 2水準漢字∃―ド表

争 爬 笈 篤

支 俎

月 林 膳

甦 竜 貧 越 魅 廷 厄 資 頭 贅 廼 匝 瓢

)フ トJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +3 +9 +A +B +C +D +E +F
E080:5F60:6864:烙 焉 峰 規 焙 換 熙 1熙 聰 螢 煙 媛 場 窯 燻 短
E090:5F70:6380:煩 興 熱 爛 景 熾 焼 敷 播 燎 燥 慨 魅 li菫 儘
E09E:602016400: 贅 燿 礫 燎 爛 曇

爪

片

ツウェョウ

コウノブ

z =l+>

E09E:6020:6400:

E09E:6020:6400:

E09E:6020:6400:

EOAE:6030:6416:

EOAE:6030:6416:

EOAE:6030:6416:
EOBE:6040:6432:
E00E:6050:6448:

EOCE:6050:6448
EODE:6060:6464
EOEE:6070:6480

カタヘン

0̂ン

」ト
¬r

棧 贖

抵 悟 摯 型 森 禍 挙 慣 犠

秋
握

仲
端

狙
猥

材
粋
瀬

枕
娼
献

猜
機

塊
獣

狩
檸

候
獨

捐
檜

狭
板

狡
獣

猥
模

格
箕

沸
猾

押
猥

称
瑠

状
懇
畷

珈
暉
暖

瑕
瀧

琺
曖

琲
壁

培
瑛

琥
環

瑯
瑾

娘
瑶

瑠
馬

略
瑣

颯
塊

珂
螢
　
辮

珀
喩
　
瓢

破
瑠

沈
療
庫

済
痛
瘤
癖

痛
癌
腰
癬

疾
痣
暦
躍

庁
痙
清
痛

痒
鷹
慮

疫
疵
庭

痰
癒
壕

疱
瘍
療

疼
痕
痛

疸
麻
療

疸
麻
痛

大
ケモ′̂

′

く 5

夕?ヘ シ

ウリヘ′

E14F:6130:6516:

″ノブ

アマイノブ

モチイルノブ

瓦

田

ヌ こ

用 E14F:6130:6516:

E14F:6130:6516:
E15F:6140:6532:

E15F:6140:6532:
E16F:6150:6548:痴 痛 広 疵
E180:6160:6564:店 庫 痰 痺
E190:6170:6580:療 壊 痢 療
E19E:6220:6600: 願、

生 E14F:6130:6516:

E19E:6220:6600

E19E:6220:6600

E19E:6220:6600:
ElAE:6230:6616:載 輝 跛

嘗

甦

雨

早 断 吟 時 咲 珍 畝 春 腋 時
署 豊 除 崎 営 彊 時 時 畳 畳 昼

ヤマイダレ

六 癸 嚢
′ヽツク/ラ

ケカワノブ

十ラノブ

自 鬼 飯 皐 鮫 院 皓 暫 瞳

皮

回 ElAE:6230:6616:

胞 城

′
′̂

ElAE:6230:6616:
ElBE:6240:6632:

孟 蓋 蓋 食 蓋 轟 盤 慮 盪 蓋

吟 眈 砂
阿 眩 陀 員 皆 砒 昧 書 眸 悌 嘔 呪 睫 晴 眸 容
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□
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コ
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cコ ード表

グノブ

シフトJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4‐  +5 +6 +7 +81 +9 +A +B +C +D +E +F
EICE:6250:6648:睾 暗 略 瞑 瞑 瞳 哺 敵 蹟 曖 ′:盟 瞼 誓 唯 隊 豊

ElDE:6260:66641品 疇

□
織因
一□
俸

ElDE:6260:6664:

ElDE:6260:6664:

ElDE:6260:6664:
ElEE:6270:6680:賠 緑
E23F:6320:6700:  l積

隔副 E23F:6320:6700:       _  ¨ _
競U E24F:6330:6716:秘 祓 祓 緑 楔 緩 緒 齋 憚 穏 藤

祀 祠 祗 祟 詐

萬 呂

兼 枇 根
精 棋 植 桐 稟 票 稽 総 棄 櫻 裕 穂
穐 穣

竃 穿 窃 宙 究 害 害 高 竃 宮

衿

実 矮

硼磐
磐

硫
罷

碑
傍

碓
鶴

薦
畷
礫

硼
礫
碁

破
磋
曜

砒
硝
備

硼
磋
磁

征
磯
硬

磁
瞳

頂
暁

偶
碑

糟
幅

桐
需

獅
審

棄
模

給
慶

丹
締

炉
稼

枇
湛

粁
繰椛

鉦 敏
鋳 密 霧 糧 罐

′ギヘ/

E24F:6330:6716:

E24F:6330:6716:
E25F:6340:6732:種 被 林 稗
E26F:6350:6748:輝 結 機 総

E26F:6350:6748:
E280:6360:6764:奏 家 窯 窪 選 賓 霜

E280:6860:6764:
E290:6370:6780:錬 掲 距

立

〈6画 〉

口戸FI  E290:6370:6780:
夕蹴 I E29E:6420:6800:

E2AE:6430:6816:箇
E2BE:6440:6832:簿
E2CE:6450:6848: 贅
E2DE:6460:6864: 籠

因

針 好 扮 耗 姑 丼 雄 立百埃

梗 築 梁 根 梓
擢 燿

円 寧 岡 果 署 罠 1電 軍 暴 罰

アナカンム|'

タツヘン

禾

糸

□

E2DE:6460:6864:
E2EE:6470:6880: 1宗

E2EE:6470:6880:
E33F:6520:6900:
E34F:6530:6916:
E35F:6540:6932:
E36F:6550:6948:
E380:6560:6964:
E390:657o:6980:

E390:6570:6980:
E39E:6620:7000:

E39E:6620:7000:
E3AE:6630:7016:稲 熙 幕 覇 署

E3AE:6630:7016:
E3BE:6640:7032:

籍
家
賓
鍛

筐
笠
蔵
篇
鏡

笑
晟
歓
婁
籟

家
被
篠
簗
籐

範
律
重
蓬
籐

笞
寛
筐
筆
糟

笙
笑
籠
彫
旗

苫
富
事
篠
鍛

節
筵
事
資
筐

筐
第
等
籠
椿

筑
笙
箋
葉
鏡

笏
第
箭
箆
請

篤
筍
一空
簑
管

算
箱
簑
筆

筐
箆
飾
管
雛

絲
綽
絨
綾
績

打
締
結
繕
綿
続

札
統
線
紗
編
鑽

緯
縫
緻
緩
編
績

絆
繁
緞
靡
継
態

締
綺
蝶
細
綱
繊

給
組
絹
謬
給
繊

紐
紹
絨
膝
繹
経

繁
緩
縮
縄
練
纏

絋
條
級
緒
繕
級

細
統
綸
編
統
纏

楽
経
縣
縦
組
織

枇
絣
絢
嵯
欄
績

紙
綾
綱
絆
緩
組

紺
繁
線
縣
撻
檻

絨
経
総
線
辮

イトヘン

ホトギヘン

アミオンラ

内

だい
ノヽ

自
「μl

円

ヒツシベン 晟 爺

196
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C.3 非漢字あよび JiS第 1水 準、第 2水準漢宇]― ド表

シフトJ:JIS :クテン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F
E3BE:6640:7032:  翅 翠 す習 翁 翔 翡 蒻 認 嚇 翅 観

E3BE:6640:7032:                    書 ヨ望 ヨ豊

E30E:6650:7048:乗 転 杷 相 勅 褥

E3CE:6650:7048:      歌 址 馴 耳令 賠 聘 衆 聟 駐 騨
E3DE:6660:7064:簿 馨 聰 話 諄 1聴

E3DE:6660:7064:      車 蜂 卑 請

E3DE:6660:7064:
E3EE:66170:7080: 3甲
E43F:6720:7100:
E44F:6730:7116: 1塁

:i

E45F:67̀10:7132: li;ミ

臣 E45F:6740:7132 威

オイ″/ラ

ココ

来

耳

臼

り中

虫

スキヘン

ミミヘ′

7テ4/タ リ

ニク′ブ

ンンノブ

イタルノブ

航
　
膀
店

冒
腋
膊
臀

訥
哺
胴
臀

胆
膏
艦
膳

青
脩
膜
随

肛
腔
膳
謄

騰
胆
膵

謄
臆
騰
歯

脈
腱
風
臓

絆
膀
腸
艦

胚
腑
腟
臓

冑
緋
腟
臓

肛
牌
店
臓

肝
艘
胆
隔

膏
隋
膠
磨

至 E45F:6740:7132:

E45F:6740:7132:
E46F:6750:7148:典 菖

E46F:6750:7148:
E480:6760:7164:皓 標 鮨 腫 炉

舌 E46F:6750:7148: 舎 紙 舗

舟

壺 疎

央 昇 春 舅

船 肪 嗣 舶 解:船 艘 鱈 贈 瞳 饉

ンタヘン

ウスノブ

フネヘン

銀

E480:6760:7164:
E490:6770:7180:芭
E49E:6820:7200:
E4AE:6830:7216: :南 E

E4BE:6840:7232: 萱
E4CE:6850:7248: :英
E4DE:6860:7264: :1芍
E4EE:6870:7280: :著
E53F:6920:7300:
E54F:6930:7316: 蒔
E55F:69410:7332: 1,責

E55F:6940:7332

E55F:6940:7332:
E50F:6950:7348:
E580:6960:7364:
E590:6970:7380:

艶

タサカンム1'

トラカ/ム リ

一以
　
一延
奄
芥
萬
菫
　
薇
漁

芥
主
在
貢
萌
凍
薦
菫
藪
蘊

銘
茉
蒻
莉
疱
籠
秦
発
蒔
調

費
苗
著
秀
洋
帯
薄
舜
薔
蓉
　
　
崩

莞
茄
茫
葱
非
蔑
修
萩
市
薬
　
　
競

芭
芭
萩
童
穫
蒻
蒻
蓼
莞
藝
　
　
虔

芍
率
杏
蒐
莫
萌
薔
菌
前
藉
　
　
居

支
荷
存
茶
帯
葦
菫
帯
菫
貌
　
　
虐

舛
一氾
茄
荘
菩
落
蒟
蕨
薔
整
羅

苺
荀
蘭
妻
苺
高
疏
理
栽
藉

苺
業
渉
穆
事
業
蓼
蒲
齊
蘇

事
蒐
莫
華
蒋
益
薦
落
藉
籠

萱
著
童
萩
霞
薔
専
護
穣
蔵

苗
苗
英
克
森
高
借
葉
雷
商

荀
菌
誉
菫
涯
薦
察
彗
頑
額

`̂′

蛤
養
婉

蛸
曇
暢
蝙

風
蜻
悧
崚

蝸
蛹
最

飽
蛤
蛙

蠣
孵
期

蛉
螢
蝠

軸
蜆
蛸

蝦
蜃
蝸

帖
蜀
帽

虹
娯
蝠

蛸
蜆
輩

蝉
艇
期

蛸
蛯
晰

叫
蛛
蜻

童
岐
蟷

」b
ヨF

肉
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□   E480:67(〕 0:7164:
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C コード表

+9 +A +B +0 +D +E +F
幡:爺 蜂 蟷 雖 螢 蟄
嶋 煙 蟷 鱗 蝶 蝶 嘔

覚 現 現 観

ォ 貌 貌 務 林 狛 狸 貌

贅
蠍

螂
螺
螢

瞑
幡
菫

螢
轟
轟

蠅
焼
鰹

暢
蝶
轟

嵯
媒
轟

喩
萎
童

ラフIJ:JIS :ケ テノ :

E59E:6A20:7400:
+0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8

E5AE16A30:7416: 1:堂
E5BE:6A40:7432: 111:

E5BE:6A40:7432:

E5BE:6A40:7432:

E5BE:6A40:7432:
E50E:6A50:7448:
E5DE:6A60:7464:
E5EE:6A70:7480:
E63F:6B20:7500:

E63F:6B20:7500:

E63F:6B20:7500:
E64F:6B30:7516:鋭 凱 観 親 覺 覧 凱 観

角 E64F:6B30:7516:

岨 帆

衡 簡 衛 簡

哀
桂
偏

杉
装
揮
装

表
棲
描

抱
柄
禅

袢
禅
揮
　
　
覇

袖
表
棲
　
　
頭

祢
揚
摺
　
　
日早

祖
掛
褻
　
　
両

診
裏
襄
欅

袂
装
撤
欄

納
裾
概
欄

格
襄
褪
機

任
裔
褥
傾

祖
桁
祖
檻

衰
峠
衷
襦

余
撤
裸

詑
誅
諧
謡
　
　
　
鶴

訃
詢
詰
謗
譜
　
　
研

鯛
　
　
読
諌
誰
諄
讚

脇
　
　
詭
読
譲
譜
謹

鮮
　
　
該
詔
誼
譜
識

触
　
　
写
一目討
論
證
譲

賞
　
　
証
諄
警
話
譲

肌
　
　
詰
証
謁
識
麟

諷
論
訣
講
謙

詰
誦
一誦
詳
讀

訂
詰
諷
誤
善

訥
証
謹
護
譴

訂
誡
誼
講
繹

訛
誨
謹
誉
書

証
謙
諄
鞠
課

チノブ

キョウカヤエ

ヵノア

〈7画 〉

□

E64F:6B30:7516:
E65F:61B40:7532: 言千
E66F:6B50:7548: 詳t

E68016B60:7564: 謂
E690:6B70:7580: 謳
E69E:6020:7600:

E69E:6020:7600:
E6AE16030:7616: 1海 谷

コレヽ シ

タニヘン

ムン十ヘン

琢 蒙 猪

匠]E6AE:6C80:7616: 豊 碗 賢 豊

[:z:::I E6AE:6C30:7616:
イノコヘン

E6AE:6030:7616:
E6BE:6040:7632:貌 砒 須

E6BE:6040:7632:
E60E:6850:7648: :自 :

E60E:6050:7648:
E6DE:6C60:7664: 赤者

E6DE:6060:7664:

E6DE:6060:7664:
E6EE:6C70:7680: 民艮
E73F:6D20:7700:
E74F:6D30:7716: ilξ

オ

費責
噴

曜
贔

貴
肛

買
願

貶
齋

武
購

式
膳

貨
嘉

胎
賛

貪
賛

貢
贅

賊
贄繭

）
昧

相

わ　　　口［四
〕”

瑯足
　
躁

脆
陰
践

跛
躊
躊

跛
除
願

鉄
踵
躍

踊
蹂
踊
踊

珊
脚
踪
躙

珈
践
蹟
躙

鉄
躊
縦
睡

趾
躁
整
躊

践
腱
踏
蹟

趙
　
　
眼
踏
躊

総
　
　
陳
謄
膀

赳
　
　
腸
践
電

芝
　
　
跳
塞
問

アンヘノ

血

行

両

谷

員

走

足
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身

C3 非漢字および JIS第 1水準、第 2水 準漢字コード表

シフトJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +〔 〕+9 +A +B +C +D +E +F
E74F:6D30:7716:           身弓 身本 馴豊 ふ黎 躾
E75F:6D40:7732:獅 糖

E75F:6D40:7732:  車L輛 裏 軟 軒 珍 拭 軽 轄 軽 輛 輛 軌 輻
E76F:6D50:7748:報 輛 輌 筆 較 輻 頼 輸 穀 朝 轄 韓 轄 輌 憾 嬬
E780:6D60:7764:響〔軽 憶

E780:6D60:7764:

E780:6D60:7764:
E790:6D70:7780:遁 適
E79E:6E20:7800:     過
E7AE:6E30:7816:選 退

E7AE:6E30:7816:
E7BE:6E40:7832:認「 部 軍5郊

郵 甘『 郎 召6 里F 谷F 尼 ゲ『 写諄

E7BE:6E40:7832:    酎 醜 酸 酷 酪 酪 酷 醒 酷 酵 酷 臨
E70E:6E50:7848:響 酪 膠 醇 醒 醸 醸 曇

E70E:6E50:7848: 澤由 翠早

里 E7CE:6E50:7848: 麓

ンンニュウ

車

固

阜

週
　
遅

適
逆
随

赴
達
透

迪
違
遊

過
透
蓮

週
浴
透

連
適
適

辻
越
適

辮
　
　
遅
途

辞
　
　
逍
遺
週

辣
　
　
遼
道
邊

辞
　
　
運
遣
邊

事
　
　
述
違
選

適
週
邁

′′″ヽ ,

モン″?エ

〈8画〉

□
力

“

ヽ́

Fヨ

848:
864:
880:
900:
916:
932:

叙
多包

鉢
多番

E7CE:6E5
E7DE:6E6
E7EE:6E7
E83F:6F2
E84F:6F3
E85F:6F4

多山 '旬

錨 街
錨 錢
鍵 塞
錆 鎧

０

０

０

０

０

０

釧
釧
　
鎮
饒
炉

鋤
鎮
錮
銅
鍛
鑢

釜
鈍
錬
錦
簿
銭

銚
鉤
鈍
鏑
鎌
鑢

釧
鉱
鉦
鍮
鎖
探

鍾
錠
鍼
鐘
鍍

錯
錆
鐘
霧
鋳

鍼
銹
鍛
銀
塞
菫

飯
鋏
鉱
鏃
鋼
鍍

鉦
釧
鈍
鏑
錯
攀

択
錯
銹
鋪
鐵
鋸

抄
鎗
鍛
塁
鐵
鎖

折
鉢
簿
鰹
鋸
鑽E86F:6F50:7948:鈴 鍵 錆

E86F:6F50:7948:
E880:6F60:7964:間 間 関 間 関 閣 閣 闘 閣
E890:6F70:7980:開 聞 闇 閥

闘
聞

聞
間

関
開

間
関

問
閣

間
関

門
濶

離
陸
限

険
陥

陥
隠

随
隧

隋
険

隋
院

陵
隕

阻
隔

院
阻

随
阪

降
陸時防険す卜ヘノ

□  E8AE:7030:8016:ヨ に 隷
レイ/ク リ

佳 E8AE:7030:8016: 佳 雄 島 雉 苑 襟 雑 雷 離

願]E8AE:7030:8016:           雹 雷 露 需 寛
″蔵|,E8BE:7040:8032:雲 書 罪 蘇 霙 替 寝 霰 諄 舞 廻 調 鍵 菫 盤 緩

□ E80E:7050:80481静

:チ ト
アラズノア

く9ロコ〉
砲 醜 唇

面

E890:6F70:7980:
E89E:7020:8000:

E80E:7050:8048■     嘉

E8CE:7050:8048:

幸

釆

′′′ブ
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C コー ド表

ンフトJ:JIS :ク テン : +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F
E8CE:7050:8048:     勒 取 靭 軸 靭 粗 戦 軟 輌 職 撃
E8DE:7060:8064:幹 轄 鴨 鞣 鞣 搭 輔 撻 鞭 聴

E8DE:7060:8064 葦 総

カワヘン

キュウノア

==日

韮 E8DE:7060:8064

E8DE:7060:8064:
E8EE:7070:8080: 書召 書旬

土 齋 壼

頑 頌 頸 順 韻 頷 額 顆 顔 願 頭 顧 墾
韻 額 最1

埴 馘

破

計 骰 幣 牌

寛

層 ]

園
州

オトヘン

E8EE:7070:8080:
E93F:7120:8100:

国 E98F:7120:8100:

タビヘノ

首 E95F:7140:8132:

香 E95F:714038132:

E95F:7140:8132:
E96F:7150:8148:駁 略
E980:7160:8164:瞑 購

E980:7160:8164:
E990:7170:81801職 髄 髄 継

F■ E990:7170:8180

ン,クヘン

カオリ

タカイ/ブ

く10画 〉

馬

骨

食

『 甲]

E93F:7120:8100:
E94F:7130:8116:
E95F:7140:8132:

E990:7170:8180:
E99E:7220:8200:

餓
鑽

飩
饉

餃
饉

獣
饉

飩
饂

輌
　
　
饂

題
　
　
餞

瓢
　
　
雀

服
　
　
鋼

殿
　
　
餅

颯
　
　
餃

嵐
　
　
餞餅

饗
餡
餞

餘
饒

館
餞

該
嚇

驚
驀

騎
膠

舵
駆

駿
騒
魔

馴
審
議

駁
蝙
罐

褐
馴
畷

駅
雅
膜

麒
職

鵬
瞭

最
験

騨
騨

馴
醸

鮨
鯨
鯛

脆
鮒
鰤

厳
鯵
鰈

繁
緋
饂

鮨
鰯
饂

飽
鯛
鍼

肝
観
鰊
鑢

鮮
賜
腹
鱗

防
鮨
鰈
鯉

婦
鰭
館

悧
鱈
鱚

鮪
靭
鰈

齢
鰻
鮮

資
鍼
禁

鮮
蝦
鯨

飾
鯰
鮒

鷹
　
驚

雁
聘
鶉

鳴
街
鵠

鳩
鶴
鶴

見
鵠
鶉

見
鶉
鵜

鵠
鵜

舵
鶉

鵡
鵠

鵬
鴫

嶋
鶉

鶯
鵠

鳶
鵬

鶴
驚

ウマヘン

ホネヘン

課

カミカンム|,

タタカイ″●エ

チョウ′ブ

「 司 E99E:7220:8200:

E99E:7220:8200:

E99E:7220:8200:

E9DE:7260:8264:
E9EE:7270:8280:鋏 鳩
EA3F:7320:8300:  :鳴

影 髭 労 髭 髯 醤 髪 髭 琶 髯
誓 難 霊 蒙 姜 費 霞

円 間 関 関 固 1謝

魁

E9AE:7230:3216:晩 魃 魏 担 題 糧 魔
キニョウ

〈| I FttI〉

□
ウオヘン

E9AE:7230:8216:
E9BE:7240:8232:
E90E:7250:8248:
E9DE:7260:8264:

鳥

カクノプ

魁

卜|'ベ ン
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C 3 非漢字および JIS第 1水 準、第 2水 準漢字コード表

シフIJ:JIs ::̀=F′  : +o +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +3. +9 +A +B +C +D +E +F
EA4F:7330:8316:鶴 鶏 鶴 鵠 鵜 鵠 鵡 期 鶴 鸞 鶴 鶴 鶴 鶴 鶉 鶯
EA5F:7340:8332:鶏 鶴 驚

歯 EA5F:7340:8332: 歯 馘 墜

パクニョウ

アサカンム|'

ンカノプ

キノブ

キビノブ

萎

〈12画 〉
F石¬
[三 |

黍

EA5F:7340:8332: 麓 塵 藁 奥 麒 薔 甕 盛

EA5F:7340:8332:
EA6F:735018348:送 楚 龍

EA6F:7350:8348:      1靡

萎 撻

EA6F:7350:8348■               1:1::

EA6F:7350:8348:        黎 添古 璃寓

EA6F:7350:8348:        幹 瓢 鶏 勁 詰 鯨 窯 鶏
EA80:7360:8364:徹 躍 頸

EA80:7360:8364:     引僣 関茂 尚南

EA80:7360:8864:          電 鼈 鼈

EA80:7360:8864:              鼓 撃

EA80:7360:8864:                 胤 譴

EA30:7360:8864:                    計

EA80:7360:8864:                           齊

EA30:7360:8864:
EA90:7370:8380:自ヒ 歯旬 歯且 歯沼 歯令 歯戻 謹召 歯吾 歯是 饉屋 歯関 歯号

EA90:737038380:                                        111[|

歯

国 EA90:7370:8380: 亀

ロロ
月R

〈131国i〉

□

チンプ

ボウノブ

サイノブ

リュウノブ

カメノブ

ャタノプ

〈17画 〉

隧詞
巨 」

鼓

国
〈14画 〉

園
′ヽ十´` ン

齊

く15画 〉

□
〈16画 〉

EA90:7370:8380:

EA9E:7420:8400: 尭 槙 達 璃

イゝ
澪日
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機能リフアレンス

機能リフアレンス

ロウィンドウの操作

サイズボツクス ウィン ドウチェンジボックス

クローズボックス タイトルバー ズームポックス

スクロールバー
スクロールボックス サイズボックス

●ウィンドウを開<
ディスクアイコンをダブルクリックすると、そのウィンドウが開きます。目的のアイコンがメニュ

ーを持っている場合|こ は、そこがら ｀`Open〃 を選択 してもウィンドウを開くことができます (メ ニュ

ーは、目的のアイコンの上でマウス・トラックボールの右稗 ンを押すと表示されます。ボタンを押

した訣まポインタをドラッグして O`pen″ が反転 したところでボタンを離せば、｀`Open″ が選択さ

れます)。

●ウィンドウの移動

タイトルバーをポイントし、マウス・トラックボールの左ボタンを押したまま目的の場所までドラ

ッグします。ボタンを離せば、ウィンドウはその位置で止まります。

●ウィンドウのサイズを変える

ウィンドウ内の右下隅、または左上隅にあるサイズボツクスをポイントし、マウス・トラックボー

ルの在ボタンを押したまま、新し<対角となるところ|こ ポインタを移動します。ボタンを離すと、新

しいサイズに変わります。

・右下隅のサイズボックス……ウインドウの上辺と左辺を固定したまま、サイズを変えます。

・左上隅のサイズボックス……ウインドウの底辺と右辺を固定したまま、サイズを変えます。

ス
ク
ロ
ール
バ
ー

ス
ク
ロ

ー
ル
ボ
ツ
ク
ス

日i由≡自 ≡ ≡≡≡≡菱 垂 垂≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ nl:≡≡≡≡≡妻妻 ≡ ≡ ≡妻 ≡ ≡ ≡ 自

．　

舎

号

HU‖nN.5YS   TITL[,SYS    КEYoSYS    uSX〔 6.STS   EEEP.SYS   C:]NFIGoSYS  PRNDF

灯 ツ シ 繹 卿 貪 l
PCHDRU.9YS  n3К 68К .3YS RAMDISK.=Y1 9RnHDISК .3TS    りら.` {     COH‖ AND.ズ   ICO‖ DI

F勺

dグ  ′h Q
Nヾ ミ   101&01  C① 〔嘉)暴

ノ ヽ    事    1010101

F=¬   i「責ラ| 「 豆〒1 幅

五:F
1010101
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機能リフアレンス

●ウィンドウのサイズを最大にする

ズームボックスをクリックすると、ウィンドウは最大の大きさになります。もう一度クリックする

と元のサイズ|こ 戻 り意す。

●ウィンドウを閉 じる

クローズボツクスをクリックすると、ウィンドウを閉じることができます。そのウィンドウを開い

たアイコンがメニューを持つている場合には、そこから｀`C10Se〃 を選択してもウィンドウを閉じるこ

とができます (メニユーは、目的のアイコンの上でマウス・トラツクボールの右ボタンを押すと表示
されます。ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`

Close〃 が反転したところでボタンを離せ

ば、｀`C10Se″ が選択されます)。

● ウィンドウ内のスクロール

(1)連続的|こ スクロールする

スクロールしたい方向の矢[o(ス クロールボックス内)をポイントし、マウス・トラツクボールの

左ボタンを押 し続けます。

(2)ウ ィンドウサイズ単位でスクロールする

スクロールバーの灰色の部分を直接クリックすると、その方向|こ ウィン ドウの大きさ分 (1ベ ージ

分)だけスクロール します。

(3)見たい部分 に直接スクロールする

スクロールボックス (矢 E日 以外のところ)をポイントし、スクロールボックスをドラッグ して、ス

クロールバーのおおよその場所|こ 移動させます (ス クロールバーの灰色の部分は、ウィンドウが持

つている情報全体の長さを表します )。

ロアイコン (ウ ィンドウ内)の操作

●アイコンを選択する

目的のアイコンをク リックします。

●アイコンを移動する

ポインタをアイコン|こ 重ね、マウス・トラツクボールの左稗 ンを押したまま目的の場所までアイ
コンをドラツグします。

●アイコンの形を変える

形を変えたいアイコンを選択してから、デスクアクセサリアイコンのメニユー|こ ある l`con Main―

tenanCe″ を選択します (デ スクアクセサリアイコンをポイントし、マウス・トラツクボールの右ボタ

ンを押すと、メニユーが表示されます。ボタンを押したままでポインタをドラッグして｀`lcon Mainte―

nanCe″ が反転したところでボタンを離せば、 i`con Maintenance″ が選択されます)。 すると、デ
スクトップ上|こ アイコンを作成するためのウィンドウが開きますので、その中で新たに変更する形を
作成 してください。

また、｀`lcon Maintenance〃 で外字を作成することもできます。
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ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１

機能リフアレンス

ロディスク操作

●ディスクの内容 を見る

ディスクアイコンをダブルクリックします。ディスクアイコンのメニューから｀`Open〃 を選択して

も、ディスクの内容を確かめることができます (デ ィスクアイコンをポイントし、マウス・トラック

ボールの右ボタンを押すと、メニユーが表示されます。ボタンを押したままで、ポインタを ｀`Open〃

までドラッグしてボタンを離せば、｀`Open″ が選択されます)。

●ディスクをフオーマツトする

フォーマットするディスクをドライブ|こ 入れてから、目的のデイスクアイコンのメニューがら、

F`ormat〃 を選択します (デ イスクアイコンをポイントし、マウス・トラックボールの右ボタンを押

すと、メニューが表示されます。ボタンを押したままで、ポインタを ｀`Format〃 までドラッグして、

ボタンを離せば ｀`Format″ が選択されます)。 あとは、デスクトツプ|こ 表示されるメッセージに従っ

て<ださい。

未フォーマットのディスクの場合＼ディスクをドライブ|こ 入れた時点でコンピュータ|こ検出され、

フォーマットするがどうか尋ねられます。メッセージ|こ 従ってフォーマットしてください。

●ディスクをコピーする

コピーしたいディスクのデイスクアイコンをドラッグして、コピーアイコン|こ 重ねます。すると、

コピーアイコンからディスクが出てきますので、このデイスクをドラッグして、コピー先となるデイ

スクのデイスクアイコン|こ 重ねます。

コピーしたいディスクのディスクアイコンを、コピー先となるディスクのディスクアイコンの上|こ

直接ドラッグしても、ディスクのコピーが行えます。

ただし、ディスクのコピーは2HDフ ロッピーデイスク間でしか行えません。

●ディスク情報を得る

ディスクアイコンのメニューがら、｀`lnfOrmatiOn〃 を選択すると、デスクトップ|こ そのディス側こ

関する情報を表示したウィンドウが開きます (デ ィスクフイコンをポイントし、マウス・トラックボ

ールの右ボタンを押すと、い<つ がメニューが表示されます。ボタンを押したままで、ポインタを

l`nformatiOn″ までドラッグして、ボタンを離せば l`nformation″ が選択されます)。

IrHbr■ ビLim
いm
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機能 |リ フアレンス

●デイスクの名前を変更する

デイスクフイコンのメニューから、｀`∨olume Name″ を選択します(デ イスクアイコンをポイント

し、マウス・トラックボールの右ボタンを押すと、メニューが表示されます。ボタンを押したままで、

ポインタを ｀`∨olume Name″ までドラツグして、ボタンを離せば ∨`olume Name″ が選択されま

す)。 すると、デスクトップに｀`∨olume Name〃 のウィンドウが開<の で、そこに新しいボリューム

名 (デ イスク名)を入力して<だ さい。

●ディスクを取り出す

デイスクアイコンのメニューから、｀`Close/Elect″ を選択すると、指定したデイスクを取り出すこ
とができます。(デ イスクアイコンをポイントし、マウス・トラックボールの石ボタンを押すと、メニ
ユーが表示されます。ボタンを押したままで、ポインタを C`lose/Elect″ までドラツグして、ボタン
を離せば ｀`Close/Elect″ が選択されます)。

ロフアイル (フ オルダー)操作

CONFIG.OL2 SCHEDULE

●特定のフアイリレ (フ オルダー)を表示する

コマンドメニューの中がら、 V`V‖ d Card″ を選択します (コ マンドメニユーは、アイコン領域以外
の場所でマウス・トラックボールの右ボタンを押すと、デスクトップ上に表示されます。ボタンを押
したままポインタをドラッグして ｀`W‖ d Card″ が反転 したところでボタンを離せば、｀`W‖ d Card″

が選択されます)。 すると、デスクトツプ|こ
｀`W‖ d Card″ のウィンドウが開<ので、そこ|こ 表示した

いファイル (フ ォルダー)の名前を入力して<だ さい。

●フアイル名を変更する

名前を付け変えたいフアイルを選択してがら、コマンドメニユー|こ ある ｀`Rename″ を選択します
(コ マンドメニューは、アィコン領域以外の場所でマウス・トラツクボールの右ボタンを押すと、デ

スクトップ上|こ 表示されます。ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`Rename″ が反転した
ところでボタンを離せば、｀`Rename″ が選択されます)。 すると、デスクトップに ｀`Rename〃 のウ
ィンドウが開くので、そこに新しいフアイル名を入力して<ださい。

●フアイル (フ オルダー)を コピーする

コピーしたいフアイル (フ ォルダー)のアイコンをドラツグして、コピーアイコンの上に運びます。
コピー結果 (コ ピーアイコンがら出される紙)は 、それを収めるウィンドウまでドラッグして運んで
<ださい。ただしコピー結果を、同じ名前のファイル (フ ォルダー)が あるウィンドウ|こ 運んだ場合
は、表示される指示に従つてください。また、フォルダーをコピーしたとき、そのフォルダーの中に
あつたフォルダーはコピーされていません。
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機能 リフアレンス

●フアイル (フ ォルダー)を移動する

目的のフアイル (フ ォルダー)の アイコンをドラッグ
｀
して、移動先のウィンドウの中|こ 運べば、フ

ァイリじ(フ ォルダー)はそこ|こ 移動します。ただし、移動先のウィンドウ|こ 同じ名前のフアイル (フ

ォルダー)が あるときは、表示される指示|こ 従ってください。また、フォルダーを移動する場合、そ

のフォルダーの中|こ フォルダーどあるとエラーとなり、フォルダーは移動されません。

●フアイル (フ ォルダー)を捨てる

処分したいファイル(フ ォルダー)の アイコンをドラッグして、ごみ箱アイコンの上に運びます(ま

たは、ごみ箱のウィンドウの中|こ 運ぶ)。 ファイルはごみ箱の中|こ移動し、フォルダーは削除されます。

●捨てたフアイルを拾い出す

ごみ箱アイコンをダブルクリックして、ごみ箱のウィンドウを開さ、中|こ 目的のファイルのアイコ

ンがあれば、もとのウィンドウ|こ 戻すことができます。拾い出したいファイルのアイコンをドラッグ

して、収めたいウィンドウの中まで運んでください。ただし、同じ名前のフアイルがあるウィンドウ

|こ 運がことはできません。また、捨てたフォルダーは削除されてしまいますので、ごみ箱から拾い出

すことはできません。

●フアイルを印刷する

目的のフアイルのアイコンをドラッグして、プリンタフイコンの上|こ 運びます。すると、フ
°
リンタ

がらフアイリレの内容が出力されます。ファイルの種類によっては、でたらめな文字が出力されること

がありますので注意してください。

●フォルダーを作 る

ニューフォルダーアイコンをドラッグして、新しいフォルダーを収める先となるウィンドウの中|こ

運びます。すると、そのウィンドウの中|こ 新しく空のフオルダーが作られますので、フォルダ
｀
一名を

入力して<ださい。

ニューフォルダーのウィンドウを開いて、その中にフアイル (フ ォルダー)の アイコンを入れてが

ら、ニユーフオルダーアイコンを目的のウィンドウの中|こ ドラッグすると、ファイル (フ ォルダー)

の入ったフォルダーを作ることができます。

●フアイルを実行する

実行できるファイル (アプリケーシ∃ンのフアイルやOSの コマンドファイルなど)のアイコンを

ダフ
｀`
ルクリックすると、そのフアイルのプログラムが実行されます。実行するフアイルを選択してか

ら、コマンドメニ ューの中の
｀`Open′′を実行 しても、同 じ結果が得 られ ます (コ マン ドメニューは、

アイコン領域以外の場所でマウス・トラックボールの右ボタンを押すと、デスクトツプ上|こ 表示され

ます。ボタンを押したままポインタをドラッグして O`pen〃 が反転したところでボタンを離せば、
｀`

O pen〃 が実行されます)。

●フアイル (フ ォルダー)の表示形式を変える

コマンドメニューの中から ｀`Look Date″ を選択すれば、ウィンドウ内の各フアイルやフォルダー

の作成/更新日時が表示されます。同様|こ L`ook Slze″ を選択すれば、それぞれのファイルサイズ

(Kバ イト単位)が表示されます。通常の表示形式|こ 戻すには、同じメニューの中から｀`Look Name″

を選択して<だ さい (コ マンドメニューは、アイコン領域以外の場所でマウス・トラックボールの右
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機能 リフフレンス

ノ|ロ ンを押すと、デスクトップ上|こ 表示されます。ボタンを押したままポインタをドラッグ して目的

のメニューが反転したところでボタンを離せば、そのメニューが選択されます)。

●フアイル (フ オルダー)を並び替える

コマンドメニユーの中がら、｀`SOrting〃 を選択すると、ウィンドウ内のアイコンが、ある一定の順

序に従って並び替えられます (コ マンドメニユーは、アイコン領域以外の場所でマウス・トラックボ
ールの右ボタンを押すと、デスクトップ上|こ 表示されます。ボタンを押したままポインタをドラッグ

して S`Orting″ が反転したところでボタンを離せば、｀`
Sorting″ が選択されます)。

並び替えの順序は、そのときのフアイル (フ ォルダー)の表示形式によつて異なります (名前のア

ルフアベット順、日時の新しい順、フアイルサイズの大きい順など)。

□その他の操作

●ビジュアルシェルを終了する

コマンドメニューの中から、｀`
Exit″ を選択します (コ マンドメニユーは、アイコン領域以外の場所

でマウス・トラツクボールの右ボタンを押すと、デスクトップ上に表示さねます。ボタンを押したま

まポインタをドラッグして ｀`
Exit〃 が反転したところでボタンを離せば、｀`

Exit〃 が選択されます)。 た

だし ｀`
Exit″ は、ビジュアルシェルをコマンドモードがら実行したときのみ選択できます。

●画面の表示モードを変える

デスクアクセサリをマウス・トラックボールの右ボタンでクリツクし、表示されるメニューの中か

ら、｀`Control Panel″ を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグして｀`Control Panel″

が反転したところでボタンを離せば、｀`COntrOI Panel″ が選択されます)。 表示されたバネルの中に

画面の表示モードを変更する項目(` 7`68× 512〃 、｀`512× 512〃 )が ありますので、設定したい画面モー

ドを選択して<だ さい。

●画面の色調を調節する

デスクアクセサリをマウス・トラツクボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニューの中か

ら、｀`COntrOI Panel″ を選択します(ボタンを押したままポインタをドラッグして｀`Control Panel〃

が反転じたところでボタンを離せば、｀`Control Panel〃 が選択されます)。 表示されたバネルで、画

面の色調を自由|こ 設定してください。

●画面のハードコピーをとる

プリンタアイコンのメニユーである｀`Hard Copy〃 を選択すると、そのときデイスプレイ|こ 表示さ
れているデスクトップ画面がプリンタ|こ 出力されます (プリンタアイコンをポイントし、マウス・ト
ラツクボールの右ボタンを押すと、｀`Hard COpy〃 というメニユーが表示されます。ボタンを押した
ままポインタをドラッグして ｀`Hard Copy″ が反転したところでボタンを離せば、｀`Hard Copy″

が選択されます)。

COPYキーを押せば、どのような画面でもプリンタに打ち出すことができます。また、

なお、 SHIFT

キーを押 しなが ら

出 されます。

キーを押 しなどら COPYキーを押すと、大きなサイズの/ヽ 一ドコピーが、 CTRL
COPY キーを押すと、ポインタやソフトキーボードを含んだハードコピーが打ち
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機能 リファレンス

●時計を合わせる

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニュ

ーがら、｀`Timer″ を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`Timer〃 が反転した

ところでボタンを離せば、` Timer〃 が選択されます)。 すると＼デスクトツプ上|こ 現在の日時を表示し

たウィンドウづ開<の で、その中から [時刻設定]をクリックして日時設定画面を選択し、新しい日

付と時亥」を設定して<ださい。

●タイマーをセットする

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニュ

ーから、｀`Tlmer〃 を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`Timer″ が反転した

ところでボタンを離せば、` Timer″ が選択されます)。 すると、デスクトップ上|こ 現在の日時を表示し

たウィンドウが開<ので、その中から [設定]を クリックしてタイマー設定画面を選択して<ださい。

以後は、適宜 [―  +]と [SET]を クリックして、専用ディスプレイテレビやコンピユータ本体の電

源 ON/OFFを 行う日時を設定して<ださい。

●メモ帳を使う

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニュ

ーがら ｀`
Note′

′を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`Note〃 が反転したとこ

ろでボタンを離せば、｀`Note″ が選択されます)。 すると、デスクトツプ|こ「メモ帳」のウィンドウが

開<ので、その中に自由|こ メモを書き込んで<だ さい。

●ソフトキーボー ドを使う

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックポールの右ボタンでクリックし、表示さねるメニュ

ーから ｀`Keyboard″ を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグ して ｀`Keyboard″ が反

転したところでボタンを離せば、` K`eyboard〃 が選択されます)。 すると、デスクトツプ上にソフトキ

ーボードが表示されますので、マウス・トラックポールで、ソフトキーボードを使つて<だ さい。

また、ソフトキーボードのテンキーは、電卓として使用します。電卓としてのキー入力の途中経過

および結果は、ソフトキーボードの上部にある表示パネルに表示されます。

●カレンダーを表示する

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニュ

ーから ｀`Calendar″ を選択します (ボタンを押したままポインタをドラッグして ｀`Calendar″ が反

転したところでボタンを離せば、｀`Calendar″ が選択されます)。 すると、デスクトツプ上|こ カレンダ

ーが表示されますので、マウス・トラックボールで自由|こ カレンダーのページ (ひ と月単位)を め<

って使つてください。
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●電話帳を使う

デスクアクセサリアイコンをマウス・トラックボールの右ボタンでクリックし、表示されるメニュ

ーから T`elephOne Directory″ を選択します (ボタンを押したま意ポインタをドラッグして 丁`ele―

phone Dlrectory″ が反転したところでボタンを離せば、｀`Telephone Directory″ が選択されま

す)。 すると、デスクトツプ|こ「電話帳」のウィンドウが開<ので、その中の適当な場所|こ 電話番号な

どを書き込んでください。



機能 リフアレンス

●クリツプボードを使う

メモ帳や電話帳の中で、クリップしたい部分を指定してから、マウス・トラツクボールの右ボタン
をクリツクし、クリップボードのメニユーがら ｀`

Cut〃 または C`Opy″ を選択すると、クリップボー
ドヘの書き込みが行われます (ボ タンを押したままポインタをドラツグして、目的のメニユーが反転.

したところでボタンを離せば、そのメニユーが選択されます)。

クリップされた情報を取り出すには、読み込む先のウィンドウ内で位置を指定してから、マウス・

トラツクボールの右ボタンをクリツクし、クリップボードのメニューがら P`aste″ を選択してくださ
い。

●電卓を使 う

デスクアクセサリのソフトキーボー ドは、電卓の代わ りにも使えます。電卓スイッチをクリックす

ると、ソフトキーボードは電卓モー ド|こ なりますので、テンキーを使つて計算してください。
C)PT. 2 キーを押 しながら OPT.1 を押しても電卓モード|こ なります。

●外字を作成す る

デスクアクセサリのアイコンメンテナンスで、外字を作成することもできます。

外字の選択肢をクリックすると、アイコンメンテナンスは外字作成画面に変わりますので、自由|こ 外

字を作つて登録 して<だ さい。

●本機のキーボー ドから専用ディスプレイテレビをコントロールする(テ レビコン トロール)

キー (お よび本体の電源 が入 つているとき は C)PT_ 2 キー)と各テンキー を組 み合わせ

て、本機のキーボードがら専用デイスプレイテレビのコントロールができます。

SHIFT

● 日本語を入力する

起動時|こ 日本語 FPがシステムに組み込まれたときは、 キーを押 しながら XFl キーを押すCTRL
ことによつて、日本語入力ができるよう|こ なります。日本語 FPを システムに組み込む方法は、別冊の

「 Human68kュ ーザーズマニュアル」をご覧<ださい。

●コマンドモードに入る
｀`COMMAND.× ″のアイコンをダ ブルクリツク します。または、

｀`COMMAND.× ″を選択 して

おいて、コマン ドメニユーの ｀`O pen″ を実行 します。

コマンドモードから再びデスクトップに戻る|こ は、キーボードがら ｀`
E× !T〃 と入力してリターンキ

ーを押してください。
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用語集

● A～ Z

ADPCM
｀`Adaptive DifferentiaI PulSe COde Modulation〃 の略。アナログデータである「 音」をデジ

タル化(デ ジタイズ)す る方式の 1つ。本機|こ は、この方式の音声デジタイズ機能が装備されているの

で、あらゆる音のデジタル録音 。再生じ自由|こ 行える。

CPU
｀`Central Processlng∪ nlt″ の略。命令を実行するの|こ 助要な回路を持った、コンピュータの 1

ユニット。コンピュータシステム全体のコントロールやデータの計算・比較などの判断を行う＼コン

ピュータの心臓部である。

FM音源

F`M″ は、｀`Frequency Modulation″ (周 波数変調)の 略。「音」のもとになる電気信号を自在|こ

組み合わせて、音の波形を作る方式のこと。多種多様な音作りが可能である。

!PL
｀`lnitial Program Loader″ の略。IPLは 、外部記憶装置|こ あるプログラム (OS)を コンピュー

タのメモリ|こ読み込むためのプログラムである。通常はコンピュータのROMIこ記憶されており、電

源投入と同時|こ 作動するよう|こ なっている。

J!S配列

日本工業規格 (Japan lnduStrial StandardS)|こ よつて定められたキーボードのキー配列のこと。

英文字|こ 加えてカナ文字も備えられている。

OS
｀`Operating System〃 の略。 コ ンピユータを操作 す るためのプ ログ ラムの集まり。 コンピユータ

の処理を効率よ<行うための基本 ソ フ トウエア。

RAM
｀`Random Access Memory〃 の略。コンピュータ内のユニットの 1つで、データやプログラム

などを記憶してお<部分。RAM Iこ は自由1こ 情報を読み書きすることができるが、一般に電源が切断さ

れるとその内容は消失してしまう (た だし、S― RAM(Static RAM)と 呼ばれるRAMは 、バッテリ

ーバックアップされたものなので、電源を切ってもその内容はしばら<の間 (2週 間程度)保存され

る)。

RAM:デイラ(イフ

RAMの 一部をディスクドライブと同じように使ったもの。RAMデ ィスクは、自分で用意すること

ができる (「 Human68kユ ーザーズマニュアル」の第 7章 を参照)。

210

用語集



用語集

ROM
｀`Read Only Memory″ の略。コンピュータ内のユニットの 1つ で、データやプログラムなどを

記憶 しておく部分。ROMは 、情報があらかじめ書き込まれている読み出 し専用のメモリで、電源を切

ってもその内容は失われない。

VRAM
｀`Vldeo Random Access Memory〃 の略。ディスプレイ装置のスクリーン|こ 表示する文字や

図形の情報を記憶しておくメモリ (RAM)の こと。

●あ行

アイコン

デスクトップ画面|こ 表示されるシンボルマーク。図柄がそれぞれの機能を象徴している。

アクセス

コンピユータと周辺機器の間で、データのやり取りをすること。たとえば、「ディスク|こ アクセスす

る」とは、ディスクに対して書き込み/読み込みの操作を行うことを意味する。

アプリケーション

ある特定の仕事をするために開発されたソフトウェアのこと。アプリケーションは、通常フロッピ

ーデイスクで供綸される。

ウィンドウ

様々な情報を表示するための 窓`″。デスクトップでは、勢要に応じてこの 窓`″を開いて、作業を
進 め ていく。

エ ラー

プログラムの実行中|こ 、何が不都合が生じること。エラーの原因|こ は、操作のミス、もし<はプロ

グラム自体の誤りなどが考えらねる。

オペレーティングシステム

「OS」 参照。

●か行

カーソル

ディスプレイのどの位置|こ次のキヤラクタが表示されるかを示す指標。

拡張子

フアイル名の一部。フアイル名|こ 拡張子を付ける場合は、名前との間をピリオド (。 )で区切って半

角文字で3文字以内の拡張子を続ける。拡張子は、フアイルを判別するの|こ 使われることが多い。

Human68kで は、原則としてアルフアベット1文 字の拡張子は、特別な意味のある拡張子である(シ

ステム予約)。
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ク リック

マウスのボタンを押し、すぐ|こ 離す動作のこと。

●さ行

出力

コンピュータ|こ よつて処理され、出力装置|こ 送らねる情報のこと。出力装置は、フ
°
リンタやデイス

クドライブ、デイスプレイなど。

スーバーインポーズ

テレビやビデオの画面に、コンピュータの画像を重ねて表示すること。

スクロール

ディスプレイ上の画面を、ちょうど巻物を巻き上げたり巻き戻したりするように、上下左右に動か

すこと。

● た 行

ダブルクリツク

マウスのボタンを素早く2回 続けて押す動作のこと。

ディレクトリ

ディスクの内容一覧のこと。デスクトップでは、ディスクアイコンやフォルダーアイコンのウィン

ドウとして表示される。

デスクアクセサ リ

デスクトップ上で自由|こ使える小さなアプリケーシ∃ンのこと。タイマーやメモ帳、コントロール

バネルなどがあり、デスクアクセサリアイコンのメニューの中から選択して使用する。

デスクトップ

ビジュアルシェルを実行すること|こ よって、ディスプレイ|こ 表示される画面のこと。アイコンやウ

ィンドウなどの ビジユアル 観 覚 的)な要素がら構 成 さねている。

ドラツグ

マウスのボタンを押しながら、マウスを動がす動作のこと。

● な 行

入力

コンピュータ |こ 情報を与えること。入力は、キーボードやマウス＼プログラム、他のコンピユータ

などがら行われる。

●|よ イ詈

バックアップ

不注意な操作、または不慮の事故などによるディスクやデータの消失に備えて、ディスクの複製を

作ること。または作ったもの。
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ハードコピー

画面の様子をそのままプリンタ|こ 出力すること、または出力したもの。

ビジユアルシェル

デスクトップを設定する機能 (プログラム)。 本機では、このプログラムのフアイル名は v`S.x″

である。

ビツトマップ

スクリーンの画素 (ド ット)が 1つ 1つ独立して、∨RAMIこマツプ (対応づけ)さ れている表示形

式のこと。きめ細がい画質が実現されるため、グラフィックを扱う表示にはよ<用 いられる方式。本
機では、テキスト (主 |こ 文字)を扱う表示|こ も、このビットマップ方式を採用している。

フアイル

関連した情報の集まり。コンピュータでは、プログラムもデータも等し<「 フアイル」として扱わ
れる。

フオーマ ット

デイスクの初期化。コンピユータでディスクを使用するためには、最初|こ 一度だけフォーマット処

理を行わなければならない。

フオルダー

デスクトツプ|こ おけるフアイルの入れ物。ディスク上にた<さんファイルがある場合は、フォルダ
ーを利 用 してフアイル を整 理することがで き ます。

フロッピーディスク

四角いジヤケツト (プラスチック板製)の中に磁性体の円盤が入つているもので、プログラムやデ

ータの保存|こ 使用される。フロッピーディスクには、3.5イ ンチ、525イ ンチ、8イ ンチといったサイ

ズがあり、また同じサイズのものでも、「片面」と「両面」とが、「単密」「倍密」「高密」といった種

類がある (本機で使用するフロッピーディスクは、5.25イ ンチ両面高密度 (2HD)の もの)。

フロントプロセッサ

「前処理プログラム」のこと。たとえば、コンピユータと通信回線との間|こ 置かれて、データ送受
信や伝送チェックなどを行う通信制御プログラムや、コンピユータとワードプロセッサプログラムの
間におかれ、入力する日本語の編集を行うプログラムなどがある。

プロンプト

入力促進のこと。対話型の処理 (コ ンピュータとユーザーが対話をしながら処理を進めてゆ<よ う

な形態)で、コンピユータがユーザーに入力を要求していることを示すために表示する記号などを指

す。Human68kのプロンプ トは、ドライブ名と ｀`
>〃 記号で表示される (` A`>″ など)。

暴走

プログラム|こ 欠陥があつたりして、コンピュータの動作に異常をきたすこと。画面が乱れたり、キ

ー入力を受け付けな<な つたりする。暴走してしまつたら、リセツトスイッチを押すが、(一度電源を

切つて)再び電源を入れ直すまで、コンピュータは使用不能になる。
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ポインタ

マウスやトラックボールの使用者が、デスクトップ上の自分の位置を確諮 るための、小さなグラ

フィックシンボルのこと。ポインタは通常は矢ED型だが、実行経過やポイントする場所|こよって形が

変化することもある。

ポインティングデバイス

マウスやトラックボールなどの座標入力装置の総称。画面上の位置を指定するのに適している。

ポイント

デスクトップ上のポインタを目標の位置まで移動し、目標を指し示す動作のこと。

●ま行

マージ

2つ のフアイルを結合して、1つ のフアイル|こ すること。

メニユー

現在行うことのできる作業が一覧できるよう|こ表示したもの。用意され願 目の中がら自由|こ 選択

することができる。

メモリ

コンピュータ内部の記憶装置。実際の作業|こ 必要なプログラムやデータは、いつたんこのメモリ|こ

読み)△ まれ てが ら使用され る。

●や行

ユーティリテイ

辞書デイスク保守ユーティリティのように、OSや プログラミング言語の働きを助けるような補助

プログラムの総称。

●らイラ

ライトプロテクト

フロッピーディスクの書き込み禁止処理のこと。ライトプロテクトされたデイスクは、情報を読む

ことはできるが、ディスクの内容を変更したり消去することはできないので、大事なプログラムやデ

ータの入っているディスクを保護するの|こ便利である。ライトプロテクトの方法は、ディスクの種類

|こよって異なる (本機で使用している5イ ンチディスクの場合、ディス例こある切込み (ラ イトプロ

テクトノッチ)を不透明なシールでふさぐ)。

リセツト

コンピュータを初期状態 (電源を入れたときと同じ状態)|こ 戻すこと。

●わ行

ワイル ドカー ド

フアイル名を構成する文字の代わり|こ 用いる―種の代用文字で、｀`*″ と｀
'〃

の 2種類がある。｀`
?″

は任意の 1文字を、｀`*〃 |ま あらゆる文字列を表す。
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フォルダーの検索 ・76

フォルダーの削除 ……………………・……104

フォルダーの内容表示 ・………………・……70

フォルダー名 ・……………………・………58,96

プリンタアイコン・……………………・………106

プリンタアイコンのメニュー …………・……108

Hard Copy ・・・・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…108

プリンタ用コネクタ ー…………………・………13

フレームアース ・…………………………・……13

フロッピーディスク ・̈…………………・……39

プロンプト・・……………………………・……・…155

文節の操作 ・・……………………・I… …141,149

ヘッドホン端子 ・―・………………………………9

変換エリア・・……………………………・………134

変換操作 ・……………………………・………138,148

変換万式の切り換え ……………………・………146

変換モード・・………………………・……・………135

変更

画面モードの変更 ・……………………・………116

クリップファイルの変更 ・…………・………116

時亥」の変更 ………………………………・……121

システムドライブの変更 ・̈ …̈……………116

電話帳ファイルの変更 ………………・………116

フアイル名の変更 ・……………………・……72

ボリューム:名 の変更 ・……………………………84

メモ帳フアイルの変更 ・………………・………116

ポインタ ・…・

ポイント ・…・

・・・・・・・・48

・・・・・・・・49

保護シート ・…・……………………………………44

ボックス

ウィンドウチェンジボックス ・……………59

クローズボックス ・̈ ¨ ・59

サィズボックス ・・……………………………59

スクロールボックス ………………・………59

ズームボックス ・……

ボリューム名 ・…・………
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マウス・トラックボール ・……………………34
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メイン電源スイッチ ・̈ …………………・・……15

メニュー

コマンドメニュー ・・…………………………68
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デスクアクセサリのメニュー・̈ ・̈………109

ニューフォルダーのメニュー ・……・………95

プリンタのメニュー ……………………・……108

メモ帳 ・………………………………………・̈ ……112

モード

画面モード・……………………………・………116

コマンドモー ド・・………………………77,154

デスクトップモード・………………・………154

入カモード・………………………………・……134

変換モー ド・…………………………… ………135
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ライトプロテクト
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■アフターサービスについて

1.故障または異常が生じたときは、使用をやめて、差し込みプラグをコンセントがら抜きお買い求

めの販売店、もし<は最寄りのシヤープお客様ご相談窓□|こ ご連絡<ださい。

本機は精密機器ですので、ご自分での修理は避けてください。故障のままお使い|こ なったり、ご

自分での修理は危険です。

2.ご転居、ご贈答品などで、お買い上げの販売店|こ 修理を依頼できない場合は、最寄りのシヤープ

お客様ご相談窓 □ |こ お問い合わせ ください。

■保証について

1.本機には保証書がついています。保証書は販売店|こ て所定事項を記入してお渡しいたしますので、

内容をよくお読みいただき大切|こ 保存 して<だ さい。保証期間は、お買い上げの日から 1年間で

す。

2.イ呆証期間中、万一故障 した場合は保証書記載内容|こ 基づき、修理いたします。詳し<は 保証書を

ご覧ください。

3.本機を運用した結果生 じる形響については責任を負いかねますのであらかじめご了承<だ さい。

4.保証期間経過後の修理 |こ ついては、販売店|こ ご相談ください。修理によって機能が維持できる場

合は、お客様のご要望 |こ より有料修理いたします。



ヽ



この製品|こ ついてのご意見、ご質問はシャープ消費者相談室、またはお客様ご相認 ロヘあ申 し付け<だ さい。

本し幌 支 店消費者相談室

仙 台 支 店消費者相談室

宇都宮支店消費者相談室

東 京 支 店消費者相談室

名 古屋支店消費者相談室

金 沢 支 店消費者相談室

大 阪 支 店消費者相談室

広 島 支 店消費者相談室

高 松 支 店消費者相談室

福 岡 支 店消費者相談室

沖   縄消費者相談室

本し幌 市 西 区24軒 1条 フ丁 目 3 17号
仙 台 市 卸 町 東 3丁 目 1番 27号
宇 都 宮 市 不 動 前 4丁 目 2番 41号

東 京 都 北 区 東 田 端 2丁 目 13番 17号

名 古 屋 市 中川 区 Ш 王 3丁 目 5番 5号
石川郡 野々市町字御経塚町1096番 地の 1

大 阪市 浪速区恵美須西 1丁 目 2番 9号
広 島 市 安 佐 南 区西 原 2丁 目13番 4号
高 松 市 木 太 町 1861番 地 の 3
福 岡 市 博 多 区丼 相 田 2丁 目12番 4号
那 覇 市 曙 2丁 目 10番 地 1

〒063

〒983

〒320

〒114

〒454

〒921

〒556

〒731-01

〒760

〒816

〒900

容 (011)642-4649

8(022)288-9141

2日 (ヽ0286)35-1155

8(03)893-4649
8(052)332-4649

8(0762)49-4649

0(06)643-4649
8(082)874-4649

8(0878)33-4649

8(092)572-4649

8(0988)62-2231

上記以外|こ も、各地区|こ あ客様ご相談窓□を設けてありますので、付属の賂 客様ご相談窓□一覧表」をご覧<
ださい。所在地・電話番号などは変わることがあ ります。その節はご容赦願います。

お問い合わせ は

ジャー:残:柿ゴ 会 社
本      社 〒 545

電子機器事業本部 〒329-21

大阪市阿倍 野区長池町22番22号

電話 06(621)1221(大 代表)

栃木県矢 板市早川町 174番 地

電話 02874(3)1131(大 代表)

お客 様 へご あ買いあげ年月日、あ買いあげ店名を記入されますと、修理などの依頼のとき|こ 便利です。

丁INS 3371 CEZZ

お買いあげ年月日 年   月

お買 いあ げ店名

電 話番号

窓炎一〓
ロ相

の
ご

り
様

よ
客

も
あ □

電 話番号 丁0121 A ②

日


